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国盗り譚～若き獅子王との結婚～








　プロローグ






　ベッドに優しく乗せられ、ジョーンは顔から火が吹き出しそうになっていた。

　誰かに抱きあげられるなんて初めての経験だ。心臓が激しく鼓動を打って止まない。

　天蓋付きのベッドにゆっくりと身体が沈んでいく。部屋の明かりはベッド周りとソファにある燭台のみでほのかに明るいだけ。

　男性に抱きあげられて移動するのは、初夜では当たり前なのか。それすらもわからない無知な自分が、これからどうなってしまうのか。緊張と不安で眩暈を起こしそうだ。

「緊張してる？」

「い、いえ……っ」

　ベッドにあがってくるカイトに、ジョーンは首を振る。しかし、身体は正直だ。緊張を和らげようとしてか微笑む彼の優しさに、頬はさらに火照ってしまう。

「じゃあ、脱がすよ」

　視線を逸らすジョーンに囁きかけ、カイトは夜着の胸もとにある紐に指をかけていた。シュルリと結び目を解かれ、緩む襟元から胸のほぼ半分が露わになってしまう。

「えっ、あ、やっ……んっ」

（なにっ！　……この声っ──）

　布越しに右胸に触れられると、声が溢れていた。細長い指は胸の突起をいじり、手の平で優しく転がす。すると柔らかかった先端は軽い刺激で固くなり、ピンと張りだしていた。

　キスの時とは違う、ゾワゾワした感覚が身体に走る。

　自分では聞いたことのないような甘い声が続き、ジョーンは慌てて口元を押さえた。こんな声、知らない。何で出てしまったのか、わからない。

　クスっと喉の奥で笑うカイトが、今度は左胸の突起を摘まんでくる。

「んぅ！」と押さえる口から声が漏れてしまう。

「ジョーン、声出していいよ」

「やっ、でも……こんな声、知らない」

（私の身体、どうなってしまったのっ？）

「いいんだ。こういう時にだけ出る声だから」

　胸から手を離したカイトが、身体を少しだけ起こして両手首を掴む。口を押さえていた手をゆっくりと剥がされ、ベッドに押し付けられた。

「さっきのキスをしよう。好きな人同士のキスを」

　優しく微笑んだカイトの唇が重なった。

　薄く口を開けると彼の舌が割って入り、お互いの舌が絡み合う。

　キスの合間に「ジョーン」と何度も名前を呼ぶ彼の喉仏にかかる低い声が、下半身を疼かせる。くすぐったいような、そうではないような。表現しがたい疼きが訪れ、腰が人知れず浮き上がってしまう。

「陛下、身体が……なんか、おかしいんです」

　糸を引きながら唇同士が離れていく。

「どこがおかしい？」

「あの、ここが」

　とジョーンは恥ずかしそうに足を少しだけ広げ、恥部を指で指し示す。

「もっと、足を開いて」

「え……もっと、ですか？」

「そう。ちゃんと俺に見えるように」

　低いボイスで耳元に囁かれ、ジョーンは羞恥を耐えながら少しずつ足を広げる。

「……まだ、ですか？」

「ああ、まだよく見えないな」

　秘処をカイトに見られている。それだけで羞恥を燻いぶされ、ジョーンは小さく呻いてしまう。ついには夜着の裾を捲り上げ、足の間に膝をついて座って、カイトはじっくりと見物し始めていた。

「あの……あまり見ないで、ください」

「いや、無理だよ」

　視線はジョーンの潤む繁みに固定したまま、カイトは答える。

「こんなにも美しい神秘を、どうして見過ごせると思う？」

「いえ、陛下……そこは、汚くて……っ」

「いや、美しいとも。見つめれば、見つめるほどに蜜が溢れてくる。このままいけば、エリザベス王妃から聞いた夜伽のための準備が整うだろう」

「でも、恥ずかしすぎます……！」

「子を作るためだ、我慢しなくては。とはいえ、これは王妃が求める男児をただ産むための行為じゃないんだ、ジョーン。いいかい？　好きな人と愛を確かめ合う行為でもあるんだよ」

「愛を、確かめ合う……ん」

　カイトの言葉を繰り返すジョーンに、彼はふっと微笑む。

「だから、子作りについては何も考えなくいい。今は俺だけを考えて」

「でも私は男の子を……ひゃ、あっ、ああ」

「うるさい子には、少し手を貸そうか」

　そう言うと、膣口に指先が触れた。

　指がクチュと音をたてて、口を押さえて喘ぐジョーンの中へと入ってくる。

「あ……ああ、やっ……んんぅ」

（やだっ、なにこれっ……気持ちいいっ、かも）

　ジョーンはカイトの指から逃げようと必死になって身体をよじるが、そうはさせまいとカイトにウエストを掴まれ、動けなくなる。

「ああ、やっぱり狭いな」

　カイトの指がゆっくりと動くたび、水音が響く。膣口の入り口で、指が出たり入ったりするだけで、ジョーンは知らない快感にじっとしていられなくなる。

「やぁ、変に……なり、そう」

「奥までいい？」

「え……？　あっ……ぃ、あ」

　腰をくねらせるジョーンの奥に、カイトがグッと指を押し入れてくる。

「ああっ！」

　さらに強い快感がジョーンを襲い、頭が真っ白になった。

　何かにすがりたくて空をきる両手は、腰を掴んでいるカイトの左腕に触れると、ぎゅっと握りしめていた。

「大丈夫、怖くはないよ」

　カイトが少し前に動いて、腕にしがみつきやすいように位置をずらしてくれた。心地よいカイトの体温は快楽だけでなく、ジョーンを満たしていく。

「じゃあ、動くよ」

「や……ま、待って……ん、ぁあっ」

　指がゆっくりと前後し、少しずつ速くなった。次第に激しく響く水音に耳まで犯されている気になってきたジョーンは、すぐそこまで迫る快感の波を感じていた。

　おかしいとは思っても、しかし身体には力が入らない。身の丈を越す荒波は、カイトの指に連れて迫り──瞬間、目の前が真っ白になった。

「やだ、どうし……やめ、なんか、くるっ。あああああっ」
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　身体の芯から何かが湧き上がってくるような感覚のあと、ジョーンは身体をビクビクと痙攣させた。視界が明滅し、呼吸が激しく乱れる。

「指一本でイクとは。随分と、敏感だな」

「え？　イクって……？」

　とろんとした瞳になったジョーンは、全身の力を抜いてぐったりとしていた。味わったことのない疲労感に、何も考えられそうにない。

「気持ちが良かったっていう証」

「気持ち……良かった……証」

「俺のが入るまでに、ジョーンは何回イクんだろうな」

　くくっとカイトが悪戯な笑みを浮かべた。

（え？　何回って？　入るってなに？）

　内壁がぐっと押し広げられた感覚で、ジョーンは「あっ」と声をあげる。すっかり愛液で濡れたジョーンの蜜壺の中は、いつの間にか増えた指をすんなりと受け入れ、呑み込んでいく。

「あったかいな、ジョーンの中は。早く入れたいが、無理はさせたくない」

　指が動くと同時に、クチュと水音が鳴る。カイトの指が奥を突くたび、快感でおかしくなる。

「あ……やっ、もう……」

　やめてほしい、と口にしたいのにジョーンにはできなかった。湧き起こる全身の痙攣を、ジョーンは抗うことなく受け入れた。肩が大きく上下し、腹部の奥がヒクヒクとする。

「さあ、次だ」

「え？　あ、陛下、ちょっと待って──ひゃあ！」

　ください、と言い切る前に、「駄目だ」と一気に指が引き抜かれる。

「悪いが、俺ももう我慢がききそうにない。もう少し耐えられるかと思ったのだが」

「ま、待って……ッ！」

　抵抗も空しく、ジョーンの両足は今まで以上に大きく開かされた。恥ずかしくて閉じようと太ももに力を入れても、カイトの身体に阻まれて閉じれない。

「すまない、待てそうにない。少々痛いかもしれないが、我慢できなかったら言ってくれ」

「え？　あの……え？　あっ、ああああっ、んあ！」

　ぐっと膣口が押し広げられる感覚に、ジョーンは声をあげた。指のときとは違う。一気に押し開かれ、何か大きいものが入ってくるのがわかった。

「ジョーン、息をして。ゆっくり。そう吸って、吐いて」

　カイトの言葉に合わせて息を吐きだすと、さらに奥まで入ってくる。ジョーンは悲鳴のような声をあげた。

「痛いか？」

「少しだけ。でも大丈夫です……あっ、んん」

　痛いのは一瞬だけだ。ピリッと痛みが走っただけ。あとはカイトの指が入っていたときみたいな快感に満たされ、痛みは彼方に消え去っていく。

「ジョーン、待て。そんなに……締め付ける、な」

「締めつ……なんのことで、すか？」

　カイトの顔が歪んでいた。

「ん」と彼が声を漏らすだけで、ジョーンの身体にゾクッと、快感が走る。

　なにを言っているのかわからなくとも、それが拒否でないことは理解できた。繁みの奥に受け入れた彼の大きなモノが、嬉しそうに飛び跳ねているのだ。気持ちいいのだろう。自分の身体が痙攣した時と同じだ──しかし、このまま彼に気持ちよくなってもらいたい反面、ジョーンは少しでも動かれたらどうにかなってしまいそうな状態だった。

　動いてほしくないけれど、動いてほしい──相反する感情が身体を支配していく。

「もう、もたないな」

「……え、ぁんんっ」

　カイトの呼吸が乱れ始め、頬に一筋の汗が流れた。

　すると、今まで以上にジョーンの腰を強く掴み、腰を打ちつけてきた。

「あ、あ……あっ」

　脳天を突き刺すような刺激に嬌声があがった。奥にカイトの熱があたるたびに、身体がビクッと反応してしまう。

「やぁ、また、くるぅ」

「俺もだ。一緒に……！」

　とカイトの動きが早くなった。身体の奥から湧き上がる感覚に、目の前が白くなっていく。

　彼の首に腕を回して抱き着くと、ジョーンは「ああああ」と声をあげて全身を痙攣させた。カイトの動きも最奥で止まり、「くっ」と声が漏れる。

「ジョーン、すごっ。中の収縮が……」

　彼の声が耳の近くですると、治まりかけた痙攣の波がまた強くなって、腰が自然に揺れた。

「立て続けに二回もイクとは」

「陛下の声がずるいんです」

「俺の声？」

　優しく抱きしめて首筋にキスをするカイトに、ジョーンはくすぐったそうにして答える。

「耳元で言うから。身体が勝手に」

「この声？　ジョーンには弱いのか」

「あ、もう……っ」

　わざと耳元で囁いて、「やっ」と身を捩るジョーンの姿を見るカイトはくすくすと笑った。彼の声が耳朶に触れるだけで、頬が熱く火照ってしまう。

「お戯れが過ぎますよ、陛下……っ」

「ははっ、無理させて悪かったな。お互いに夜着も脱がずに」

　むくれるジョーンの中から、彼の屹立が出ていく。

　少し寂しさはあっても、白精の温もりがジョーンを満たしてくれる。

　ジョーンの癖毛に指を絡ませ、彼はフッと笑った。






　第一章






「お母様、今、なんと……？」

　おっしゃったのですか？　とジョーンは言葉にできず、心の中で問いかけていた。

　ここはブルタニア王国のロドン塔。王城の敷地内にある塔だが、誰も寄り付かないことで有名だ。王、もしくは王妃の許可がなければ入ってこれない。そこにジョーンは暮らしている。部屋には鍵がついており、国王の娘であるジョーンは廊下にすら自由に出られないのだ。

　それも生まれたときから、ずっと──。

（待って。私はレオン様と婚約しているはずじゃ……）

「『ウエールズ国の王、カイトⅣ世との結婚が決まった』と言ったのよ」

「それは……」

　優美な笑みを浮かべて、エリザベス王妃が黒色の扇子を広げる。

　母親である彼女の言葉で室内の空気ががらりと変わったのを、ジョーンは敏感に感じ取った。和やかな空気が一瞬にしてピリッとした緊迫感に包まれたのだ。

　ジョーンは右側に立つ兄のエドワードⅢ世と、兄に臣従を誓うレオン・ベイリャルに視線を送った。二人の反応が気になったのもあるが、特に後者のレオンをジョーンは心配した。

（レオン様と婚約を解消してもいないのに、別の誰かと結婚だなんて）

　エドワードⅢ世もレオンも眉間に皺を寄せ、驚きと不満の両方を示す表情をしている。

　訝いぶかしむ目は、どちらもエリザベス王妃の背後に立つ見慣れない男へと向けられていた。恰幅が良く、ジョーンの部屋にいる男の誰よりも力強い身体付きである。

「後ろにいる殿方は誰ですか？　私の記憶違いかも知れませんが、見たことがない気がします」

　ジョーンの部屋を訪ねる人間は少ない。

　母親であるエリザベス王妃、兄のエドワードⅢ世、ジョーンの婚約者であるレオン・ベイリャル以外は、使いの人間が来るくらいだ。幼いころに一度だけ、ジョーンの祖父、エドワードⅠ世が来たことがある他、例外も特にない。

　それもこれも、ジョーンの過ごすロドン塔には誰も近寄らないからだ。理由は知らない。

　生まれたときからロドン塔で生活し、外出を禁じられ、部屋に鍵がかかっていたジョーンに、塔の外を知るすべはなかった。

「そいつは、アンジュー国で拾ってきた愛人だ」

　エドワードⅢ世が吐き捨てるように呟く。

　不機嫌なのが誰が見てもわかるくらいに兄の口は曲がり、目が細くなっていた。

『あいじん』とは、何ですか？　と浮かぶ疑問を、ジョーンは呑み込む。兄の不満が滲む表情と、レオンの怒りに満ちた顔を見たら、口を挟んではいけないと判断したからだ。

　二人が鋭い目で睨みつける中、母は言った。

「わたくしの兄がアンジュー国の新国王になり、挨拶にアンジューへ行ったのはジョーンも知っているでしょ？」

「アンジュー国から戻ってきたと、兄さまがさっき顔を見せに来てくださったので」

　ジョーンは笑顔を見せる。

「そうね。戻ってきたばかり、とは言い難いけれど。ブルタニア王国に戻って、優雅な朝を迎えられたのは今日が初めてかしら。ジョーンに会える時間を作れてとても嬉しいわ」

「私もお母様に会えて嬉しいです」

　エリザベス王妃がジョーンの癖の強い赤毛に触れた。赤子を撫でるような柔らかくて優しい手に、ジョーンは微笑む。

　すると、「話は戻るけれど」と王妃は振り返り、背後の男を紹介した。

「アンジュー国で信頼できる人間に知り合えたの。ロジャーよ」

　エリザベス王妃は後ろに立つ男の腕に手を置き、続ける。

「ロジャーのおかげでブルタニア王国がさらに良くなっていってる。もう少しでエドワードも、ブルタニアの国王になるの。そのために、ジョーンの結婚が大切になるのよ」

「兄さまが国王に？　お父様は？」

　エドワードⅢ世を振り返るジョーンに、母は笑みを崩さず口にした。

「お父様は元気よ。王位を退いただけ。将来有望なエドワードに譲るだけよ」

　すると、ちっ、と舌打ちが聞こえた。兄だ。依然と険しく眉間にしわを寄せていた。

「反対です。可愛いジョーンをアルバ王国の国王であるカイトⅢ世の息子に嫁がせるなど、常軌を逸しているとしか思えない。彼らがどうやって王座を奪い取ったか、忘れてないでしょう？　アルバ王の継承権は、レオンにあったはず。カイトⅣ世との結婚が、ロジャーの入れ知恵なのはわかっている。将来有望だから譲るとか、白々しい嘘も止めてもらいたい」

「ああ、そうです。なぜカイトⅣ世なのです？　ジョーン様と婚約しているのは、次期アルバ王国の王である私のはず。婚約破棄もしてないのに、カイトⅣ世と結婚だなんて、おかしい。認められるわけがないでしょう！」

　兄に続けて怒声を飛ばすレオンの言い分はもっともだ。

　レオンとの婚約は随分と前から決まっていた。それを今になって、破棄の確認もなく新たな婚約を決められても困ってしまう。心の準備もできていない。

　レオン以外の男性と結婚──考えもしなかった現実に戸惑う。まわりの声が耳には入ってくるが、理解できずに通り過ぎていく。

　しかし、エリザベス王妃は不快の色を示す。

「おかしい？　どこがです？　レオンとジョーンが婚約？　わたくしはそんなの聞いたことはないわ。勘違いも甚だしい」

　黒色の扇子で口元を隠しながら、エリザベス王妃が「ねえ？　ロジャー」と愛人を見やる。

「私も聞いたことがないな。そんな事実があったのか怪しいものだ。レオン様の妄想なのでは？」

「貴様ッ！」

　ロジャーの言葉に怒りで全身を震わせるレオンは、飛びかかりそうになったところをエドワードⅢ世に止められていた。誰も止める者がいなかったら今頃、この部屋は血みどろになっていたかもしれない。

　レオンの剣幕に息を呑み、言葉を絶するジョーンは、しかし彼の言い分こそ正しいのは知っていた。ロジャーとエリザベスの物言いが彼の怒りを逆撫でるのは必然だ。

　彼を怒らせることにメリットがあるとも思えない。嘘を言っているのでないのなら、事実が曲解して伝わっていることもあり得る。

　もしかすれば、兄の言うようにロジャーというあの男性の入れ知恵という可能性も──そこまで考えて、ジョーンは眉根を寄せる。

　今の今までレオンと婚約していた。いや、していたと思っていた。祖父のエドワードⅠ世が婚約が決まったことを話してくれたのは、今でも憶えている。記憶違いなどない。間違ってないはずなのに。

（どうしてお母様は嘘をつくの？　お母様だって知っているはずなのに）

　疑惑と悲哀の瞳を、母に向ける。どうか正直に話してほしいとジョーンは視線に訴えると、落ち着いたレオンを隣に置き、エドワードⅢ世が口を開いた。

「あんたは知らなくて当然だ。レオンとジョーンの婚約は父のエドワードⅡ世とこいつとの間で取り交わされたものだ。アルバ王国の次期国王にふさわしいレオン・ベイリャル、とな。空位だからとカイトⅢ世が馬鹿な行動を起こし、勝手に王を名乗り上げなければ、とっくにレオンが王座に就いていた。素性を隠し、アンジューに身を隠すようなハイランド人かぶれには伝わらなくて当然だろう。それをさもなかったことのように話すのはやめろ。気分が悪い」

「ええ、でも、エドワードⅡ世とレオンとの取り交わしなのでしょう？　なら、事実無根よ」

「なんだと？」

「ジョーンとカイトⅣ世との結婚は、そもそもエドワードⅡ世が三年前から交渉していたのよ。忘れたわけじゃないでしょう？　交渉の結果が出る前に、あなたとレオンで挙兵してアルバ王国に敗れたじゃない。レオンにとったら忘れたくても忘れられないわよね？　その頬の傷がまだ疼くんじゃない？　それに、今はもうアルバの正当な後継者じゃないあなたが、どうして王位継承者だなんて……どの口が言っているのかしら」

　知らない事実が次から次に頻出し、驚きを隠せない。

（三年前にも私とカイトⅣ世の結婚話が出ていたの？）

　レオンを見ると、彼は頬にある矢傷の痕を手で押さえていた。当時を思い出しているのだろう。惨敗の結果を前に、しばらく黙ったレオンは首を振った。

「いや、今でも私はアルバ王国の王位継承者です。前国王の息子だぞ」

「現国王はカイトⅢ世よ？　前国王の座なんて意味を成さないでしょう」

「戦に負け、人質として父がブルタニア王国に囚われたことで、空席となった王座にカイトⅢ世が転がり込んだというだけでしょう。認めてはいけません。アルバ王国との友好関係を築くのが目的なら、カイトⅣ世ではなく正当な後継者である私であるべきだ」

「違うな。アルバ王国の正当な王はカイトⅢ世だ。次期王位継承者はカイトⅣ世。あなたじゃない」

　首を振るロジャーに、レオンは柳眉を顰めた。

「なぜそんなことが断言できる？　……いや、ロジャー、あんたが仕組んだのか。その赤い髪はハイランド人の証拠だ。ハイランドの豪族は皆、カイトⅢ世を推していたからな」

　レオンがくくっと喉の奥で笑い、冷笑を浮かべた。

（赤い髪はハイランド人の証拠？）

　ジョーンは視界に入る自分の赤毛に視点を合わせた。ジョーンも赤い髪だ。でもジョーンにはハイランドの血が入っているわけがない。父はブルタニア人で、母はアンジュー国の人間だ。なぜ自分は赤い髪なのだろうか。

「レオン、言葉が過ぎるわ。場をわきまえなさい。貴方の父は、ブルタニアに歯向かって人質になる際にすでに王冠を外しているのよ。外した時点で、王であることを放棄したの。次の王位継承者として優位なのはカイトⅢ世であり、アルバ王国の国民たちも王として認めている。アルバ王国を支配するブルタニア王国でも、カイトⅢ世の素晴らしさを認めざるを得ない」

　パチンとたたんだ扇子をレオンに向けて、エリザベスが冷たい眼差しを送る。

　付け加えるように、ロジャーが言った。

「ブルタニア側としては、アルバ王国との争いに決着をつけたいんだ。カイトⅢ世を正式に王として認め、こちらが奪ったアルバ王国の領地を返還。ジョーン様とカイトⅣ世のご婚儀が条約の条件だ」

　国家間の話し合いに、すでにレオンの影はなかった。

（レオン様はアルバ王国の王にはなれない、ってこと？　だから王族の血を引く現国王の息子と結婚が決まった……？）

　彼らが見据える未来は、カイトⅢ世の血族のみだ。前国王である血はこの場において意味を成さない。ロジャーの言い分がたとえ嘘であっても、国民にさえ認められていないと言外に匂わされてしまえば、権威など立てようもない。

　歯噛みするレオンを庇うように、エドワードⅢ世が前に出た。

「待て。カイトⅢ世の王位を認めたあげく、領地の返還だと？　さらに可愛いジョーンまでも、あいつらにやると？」

「そうだ」

「兄さま……っ！」

　その一言を皮切りに、エドワードⅢ世がロジャーの胸倉に掴みかかっていた。止めに入るジョーンの言葉も耳に入らないのか、血走った瞳は呪詛を吐くようにロジャーを睨みつけていた。

「許さない。カイトⅢ世をアルバ王国の王と認めることも、カイトⅣ世に可愛いジョーンを嫁がせることも、次期国王として、絶対に許さない」

「エドワード、文句があるならもっと早くブルタニアの王位を継いでおけば良かったのよ」

　閉じた黒色の扇子を翻すエリザベスは、ため息を吐いた。

「政権はいま、わたくしたちにあるの。貴方が王位を継ぎたくないと駄々を捏ねたから、空位中の間の政治はすべてわたくしとロジャーで担うことになったの。貴方が国王になったときに国が荒れないように。国王になったあとも国が平穏であるように。今、あなたが胸倉をつかんでいるロジャーが頑張ってくれているというのに、どうしてそんな行いが平気でできるのかしら」

「違うだろ。好き勝手やってるだけのくせに何を言う。王位は傀儡になりたくないから突っぱねたんだ。その結果がこれだ！　最悪だよ。レオン。一旦、引くぞ。話がまったく通じない」

「通じないのはどちらなのかしらね。ねえ、ロジャー？」

　嫌味を口にして、ロジャーを睨みつけたまま、ジョーンの部屋を出ていく二人をエリザベスは見送る。平行線のまま、いや、もっと危うい状態に発展して中断した会合の間に、ジョーンはただぽつんと立ち尽くす。

（兄さまもレオンさまも、すごく怒っていた。私はどうしたら……）

　エリザベスとロジャーを交互に見て、二人にわからないように息を吐きだす。

　すると、ジョーンの赤い癖毛に手を伸ばし、エリザベスは愛おしそうに撫で始めた。

「お母様……？」

「わたくしにとっても、ジョーンは可愛いジョーンなのにね。だからこそ、レオンよりもカイトⅣ世に……。あの子にわかってもらえそうにないのが悲しいわ」

　フッと小さく笑みをこぼし、エリザベスが寂しい表情になった。

「お母様、カイトⅣ世との結婚はレオン様との婚約を無視してもよいものなのですか？」

「無視したわけじゃないわ」

　そう言うと、疲労の色を滲ませてエリザベスは肩を竦めた。

「もともとあれは、エドワードⅡ世がカイトⅢ世からの反撃を恐れてしていたこと。すぐに考えを改めて、カイトⅣ世との結婚に切り替えたの。いつまでもレオンが引き摺ずっているだけで、本来はもう無効の婚約なの」

「じゃあ、なんで今まで言ってくださらなかったのですか？　だってそれじゃあ……」

　レオンと婚約し、その後を紡いでいく未来の準備をしていたのに裏切られた気持ちだ。

　母でも、その決定はあんまりだと非難の目を向けるジョーンに、しかし彼女はゆっくりと首を振り、娘の頬を両手で包む。

「ジョーン、まもなくエドワードⅢ世がブルタニア王国の王になるの。長年、アルバ王国とは戦争を繰り広げてきたわ。貴女の祖父であるエドワードⅠ世の時代から、ずっと。貴女が嫁げば、アルバ王国との争いは終わる。カイトⅣ世は素晴らしい若者よ。エドワードⅢ世と一歳しか違わないのに、ブルタニア王国の領土であったウエールズ国を落とし、今は王となった。アルバ王国は、カイトⅢ世が王位に就いてから変わったわ。このまま放置すれば、ブルタニア王国の危機になる」

「だから、私が？」

　エリザベスは頷く。

「エドワードⅢ世が王として治めた時代が平安だったと後世に残したいの。そのためには、ジョーンとカイトⅣ世の結婚が大事になってくるのよ」

「私とカイトⅣ世の結婚が大事なものに」

　そうよ、とエリザベスがジョーンの手を取った。ロジャーもジョーンの肩に手を乗せると、愛おしそうな笑みを浮かべた。

（私と同じ赤毛だ）

　ジョーンはロジャーの髪に目がいった。レオンがこぼした言葉が気になっていた。両親はハイランド人じゃないのに、彼ら特有の赤毛で生まれてきてしまったから。

「ジョーン様、カイトⅣ世は素晴らしい若者だ。結婚相手として、ふさわしい。必ず、ジョーン様を幸せにしてくれる」

　ロジャーがにっこりと笑う。

　エリザベスの目が幸せそうに弓なりになるのを、ジョーンはしっかりと見つめていた。

「わかりました。カイトⅣ世との結婚をお受けします」

　母の手を握り返し、ジョーンは笑顔を作った。

　きっとこれは、兄のためにもなることだ。

　レオンとの婚約を破棄する形になるが、これはすでに決まっていたこと。また心を決め直さなければならないが、平穏な世がこの身一つで成し得るのなら安いものだ。

（大丈夫。きっと大丈夫よ）

　不安がこみ上げる心を落ち着かせようと、ジョーンは何度も呟いた。
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　ロジャーとエリザベス王妃がジョーンの部屋を退出すると、エドワードⅢ世とレオンがふくれっ面で戻ってきた。

　納得いかないのか、エドワードⅢ世は二人掛けのソファに座って、足を揺らしている。レオンも室内を行ったり来たりと歩き回っていた。

「やはり納得がいかない。ロジャーの差し金で全てが狂った」

　一人掛けのソファに腰を下ろすジョーンは、兄の顔を見つめた。

「兄さま、私は大丈夫です」

「大丈夫なもんか。野蛮な男に嫁ぐことになったのだぞ？」

「お母様とロジャーは素晴らしい男だと言っていました」

「嫁がせたいから、そう言ってジョーンを騙しただけだ。王座の空席中に勝手に王だと名乗りをあげて乗っ取るような盗人の息子だ。しかも我が国の支配下であったウエールズ国を奪いやがって」

　フンっとエドワードⅢ世が鼻を鳴らして、怒りを吐き出す。

「ジョーン、嫁いでも野蛮人に心なんて開かなくていいからな。ブルタニアの王になったら、すぐにでも取り返しに行く。それまでは酷な日々かもしれないが……」

「兄さまのために嫁ぐのです。お母様は言ってました。私の結婚がとても大事だと」

「駄目だ。ジョーンの結婚が大事なのは確かだが、カイトⅣ世との婚姻は間違っている。野蛮人どもの巣窟に可愛いジョーンが行くなんて。考えただけでも恐ろしい」

　ジョーンは困った顔をした。エドワードのために結婚を決意したのに、本人であるエドワードが憤慨している。国のために嫁ぎ先を決めるのは女の使命だ、と祖父から教わった。

　それがレオンとではなく、カイトⅣ世に代わっただけのこと。

　相手が誰であろうと、ジョーンはいずれ政治のために結婚する身なのだ。

　レオンが歩きながら呟く。

「アルバ王国の王位は私にあったのに。なのになぜ、カイトⅢ世をアルバ王国の正当な王として認める？　父が王冠を捨て、人質になり、空位中に名乗り上げただけの人間が正当な王だとブルタニア側が認める？　俺は正当な王位継承者じゃないだと？　何もかもが狂ってる。ああ、全部、ロジャーのせいだ。あいつが愛人になってからすべてが狂いだした」

　二度目だった。『あいじん』という言葉が出てきたのは。

　どういう意味なのか意味を問おうとするが、室内を歩き呟くレオンが、目の前に立った。手を握られ、出かけていた言葉をジョーンは止めた。

「エドワード様が王位を継ぎ、ジョーンがブルタニア王国に無事戻ってきたら、私と結婚しよう。アルバ王国の王位を奪還し、一緒にアルバ王国で暮らそう」

「……っ」

　ジョーンは『はい』と返事ができず、困った笑みを浮かべることしかできなかった。

　この結婚は、そのエドワードⅢ世の政治のために結ばれるものであるのに。






　第二章






　馬車から降りたジョーンは膝を折った。

「エドワードⅡ世の娘。ジョーンです」

　ブルタニア王国とウエールズ国の境界線を跨ぎ、ジョーンの乗ってきた馬車と、騎士団の一行がそれぞれ立っていた。

　ブルタニア側には、ジョーンと乗ってきた馬車、それにエリザベスと、馬上のロジャーだ。ウエールズ側には、黒馬に乗ったカイトⅣ世と思われる金髪碧眼の青年と、その騎士団の軍勢が控えていた。豪ごう華か絢けん爛らんな馬車も一つあった。境界を跨いだあと、ジョーンが乗る馬車なのだろう。

　嫁ぐ側は結婚の際に、何も持ち込んではいけないとエリザベスから教わった。身一つで嫁ぐだけでいい、と。

　結婚なんて、跡継ぎになる元気な男児を産むことだけが重要なのだから、と。

　馬上の青年がにこやかに微笑んだ。チェックの大きな一枚布を腰に巻いて、肩のところでバックルで留めていた。

「君がブルタニア王国で噂のジョーン・オブ・ザ・タワーのジョーン？」

「え？」

（ジョーン・オブ・ザ・タワーってなに？）

　ジョーンは心の中で疑問をぶつけた。

　意思の強そうな切れ長の碧眼は、見つめているだけで心が騒いで落ち着かなくなる。全身を舐るように見つめられてしまえば、どこか悦びに近い衝動に身が震えた。

『あれがエリザベス王妃そっくりの美女？　童顔のまるで子供だな』

『レディシュの髪？　どういうことだ？』

『わざわざ結婚するほどの女か？　ブルタニアは何を考えている？　同盟の意味がわかってないのか？』

　カイトⅣ世側にいる男たちの声が、ジョーンの耳に入ってくる。あまり歓迎されていないのがヒシヒシと伝わってきた。

　顔をあげると、ウエールズ側の男が皆、自分を睨んでいるような気さえした。

（怖い）

「ジョーン、背筋を伸ばしなさい。恐れては駄目よ」

　後から出てきたエリザベスが、背中を軽く叩いて喝かつをいれてくれる。

　乗馬していたロジャーが下りて、ブルタニア側の国境線ぎりぎりに立った。

「カイトⅣ世。これでアルバ王国とブルタニア王国との同盟は結ばれた。両国の繁栄を……」

　ニヤッと笑うと、「アルバ王に同盟は無事に結ばれたと伝えておく」とカイトⅣ世は騎乗したまま口を開いた。

「すべてカイトⅣ世の言う通りにすれば大丈夫よ。夜伽も、彼に任せて足を広げればいいの」

　エリザベスの囁く言葉に、ジョーンは頷いて一歩前に出た。

（夜伽は、夜にカイトⅣ世と子作りをすること。私は元気な男児を産まなくちゃだから。そのための大事なお仕事）

　ジョーンはエリザベスから教わった内容を心のなかで復唱する。最初は怖いかもしれないが、すぐに良くなると言っていた。カイトⅣ世に身を任せていれば、怖さが消えるとか。

「ジョーン様」とふいに名前を呼ばれて、ジョーンは足を止めて振り返る。

「どうしたの、ロジャ──」

　呼び止めたのはロジャーだった。いきなりぐっと腕を掴まれ、引き寄せられたと思うと、抱きしめられていた。

「幸せになってくれ」

　腕の中で囁かれる。はい、とジョーンは不思議に思いながらも、返事をした。

「ロジャー……いや、ウィリアム」

　聞きなれない名前を呼ぶ低い声にロジャーの腕の中で顔を動かすと、いつの間にか馬から降りたカイトⅣ世が目の前に立っていた。

（ウィリアム……？）

　聞き覚えのない名前だ。ロジャーはファーストネームではなかったのだろうか。それとも。

　疑問に思いながら、ジョーンは抱擁を解かれた。自分を離したロジャーと向き合うように、カイトⅣは宣誓する。

「ジョーンは俺が幸せにする。必ず、な」

「ええ、頼みます。同盟の件がなくとも、ジョーン様の結婚相手はカイト様だと思っていました」

「だろうな」

　したり顔で言うと、カイトⅣ世に腕を掴まれ、ジョーンは境界を越えていた。

「え？　あの……」

　困惑に染まる顔で、カイトⅣ世を見上げる。

（今の会話、どういうこと？）

　ロジャーとは先日会ったばかりだというのに、心底ジョーンの身を案じてくれているような発言に戸惑ってしまう。

　しかし、尋ねたくとも、もうロジャーには質問できなかった。カイトⅣ世に肩を抱かれ、先の豪華絢爛な馬車へと向けて踏み出していたからだ。ロジャーを振り返っても、温かい笑みを送ってくれるだけで真意を読み取ることはできなかった。

「詳しく知りたいなら、城についてから説明してやる」

「え？」とジョーンは顔をあげた。

「ロジャーのこと、気になるんだろ？　あ、あと『ジョーン・オブ・ザ・タワー』というあだ名も、か。呼ばれたとき、不思議な顔をしていたもんな」

「教えていただけるのですか？」

「聞きたいって顔してるけど？」

「聞いていいのですか？」

「聞きたいのだろ？」

　金色の眉が中央に寄って、カイトⅣ世のほうが不思議そうな表情になった。

「聞きたい、です」

「まずは城に戻る。教会で式をあげて、やることをやらないとな」

（やることをやる？　それはお母様が言っていた子作りのこと？）

　肩に力が自然と入っていた。同盟のため。兄のエドワードⅢ世のため。ジョーンはカイトⅣ世の妻となり、夜伽をしなければいけない。無意識に緊張してしまう。

　馬車に乗ると、ジョーンは後ろを振り返った。

　ロジャーとエリザベスの姿が目に入る。心配そうな眼差しでありながら、優しく微笑む二人の姿に、ジョーンが笑顔を作ると、嘶いななきと共に馬車は出発した。
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『あの赤毛見た？』

『エドワードⅡ世、エリザベス、どちらにも似てないな』

『まだ子供じゃないか』

『アルバ王国に恐れをなして、あんな小娘をよこして』

　自室に戻ったジョーンは、頭を振った。

　好奇な目で見られ、コソコソと呟かれる言葉が胸を不安で満たす。

「では、これで失礼します」

「ええ、ありがとう」

　夜着の支度をしてくれたメイドたちが一斉にジョーンの部屋から退出していく。一人になって、ソファに腰かけると、ジョーンは長いため息をついていた。

　城に入って間もなく、ウエールズ城内の教会で式を挙げ、その後、大広間で祝いの宴で歓迎されたのだ。その間、自然に笑えたことなど一度もなかった。ずっと作り笑いをしていた。

　祝いの席のはずが、胸をずっと針で刺されているような苦痛の時間でしかなかったのだ。

　これからずっと、この城で生きていかなくちゃいけない。自分はやっていけるだろうか。不安と恐怖がジョーンに襲いかかる。

「入るぞ」

「陛下」

　ドアが開き、カイトⅣ世が夜着姿で部屋に入ってきた。

　金髪碧眼の端正な顔立ちが視界に入ると、ジョーンは立ち上がって膝を折り、頭を低くする。

「『カイト』でいい。窮屈だっただろ。部屋では楽にしろ」

「いえ、でも……」

　顔を上げて首を横に振ると、カイトⅣ世は息を吐いた。

「祝いの席では家臣たちが失礼した。明日からは何も言わせないよ。妻になったのだ、コソコソと陰口などさせるものか」

　妻と口にされたことで、彼と共にこの城で生きていく実感が後を追って湧いてくる。

　不安が混ざったままではいけないだろう。結婚は覚悟を決めなくてはならない。幸せなど後付けで、望んで手に入れられるとも限らないのだから。

　フッと微笑むと、カイトⅣ世はジョーンがさっきまで座っていたソファの隣に腰を下ろした。

「ただ俺も驚いた。ロドン塔にいる姫にあだ名があって『ジョーン・オブ・ザ・タワー』だと。ブルタニア王国のエリザベス王妃そっくりの美女がいるってな」

「なら、私はきっとその『ジョーン・オブ・ザ・タワー』ではないのだと思います」

　手を握られ、ジョーンは引かれるがまま、ソファに座った。

　彼の体温が手を通じて、じんわりと伝わってくる。薄い絹の夜着しか纏ってないからか、伝わるカイトの体温が心地よく感じた。

「いや、君しかいないだろう。エリザベス王妃には二人の子しかいない。エドワードⅢ世とジョーンだけ。ジョーンの姿を見ればわかる。あの噂はエリザベス王妃、またはエドワードⅡ世が流した噂だ」

「お父様は私の姿を知りません。一度も、会ったことがないのですから」

「会ってなくても噂は流せる。一目見て俺もわかった。ジョーンの赤毛、エメラルド色の瞳を見れば……父親が誰かなんて」

　カイトがジョーンの癖の強い髪に触れた。

「ロジャー……ですか、やっぱり」

　思い出すのは、同じ赤毛のあの男だ。

　たったひとつの共通点で父親と決めつけるのなら、この世に何人の父親候補がいるだろう。ただ、最後に抱きしめられた時の感覚が、知らない父親を想起させたのだ。

「ロジャーは偽名だ。もともとはハイランドの豪族だったウィリアムが本名だよ。アルバ王国の反乱軍の勇敢な戦士だったと聞いている。エリザベス王妃は一時期、その反乱軍の人質になっていた。その時期に生まれたのがエドワードとジョーン。誰もが知る事実だが、誰もが知らないフリをしている」

　明言を避けるような言い方だが、現在のロジャーとエリザベス王妃を思い返せば、カイトの言葉は彼が父親だと言っているのに他ならない。

「ならお母様はいま、好きな人と一緒に過ごせているということですか？」

「まあ……そうだろうね」

　そこで、ふとジョーンは兄が口にしていた言葉を思い出した。

「愛している人だから……だからロジャーは『あいじん』なのですか？」

「は？」

「兄さまが『あいじん』と言ってロジャーを睨んでいたんです。私にはその意味がわからなくて。その場で聞くにも聞けなくて」

　呆気にとられたような顔をして頬を緩ませると、カイトは言った。

「『あいじん』とは、神に誓った伴侶以外の人間で愛し合った人のことを言う。あまりいい意味では使われてない」

「え？　あ……そうなんですか」

「だが、愛人をもつ貴族なんてごろごろいる。そもそも結婚は愛を誓い合うのではなく、家同士の契約だ。契約が果たされた時点で、愛人を囲う人間は多いだろう」

「家同士の契約」

「俺たちの場合は、国同士の契約だ。アルバ王国とブルタニア王国における同盟だ」

「契約が果たされたら、陛下も愛人を作るのですか？」

　カイトは驚いた顔をして、クスクスと笑いだした。髪をいじっていた手で頬を包み込み、柔和な笑みに変わる。顔が近づくと思うや否や、唇が重なった。チュッと音をたててから、確認するように一度離れると、すぐにまた重なり合う。

「ジョーン、口を開け」

　言われるがままに唇を開けると、カイトの舌が入ってきた。ジョーンの歯列をなぞり、舌を絡めせてくる。今まで感じたことのない感覚が、身体の底から湧き上がってくる。ゾクゾクというのか。ゾワゾワというのか。背中や太ももに走る感覚に、ジョーンは身をよじりながら、無意識にカイトに擦り寄っていく。

　唇が離れると、ジョーンは彼の肩に頭を乗せていた。呼吸が浅くなり、頭もクラクラする。挨拶にするキスとは全然違う。

「これは……どういう意味のキス、ですか？」

　息を整えながら、ぼぉっとする頭で質問を投げた。知らないキスだ。手の甲にするキスや、頬にするキスとは違う。

「好きな人同士でするキスだ。セックスの前にすると盛り上がる」

「セックス？」

「知らない、のか？」

　カイトの眉がくいっと持ち上がった。

　頬に熱がもったのか、顔が熱い。ジョーンはカイトに寄りかかったまま、コクリと頷いた。

「ジョーン、今夜のことはエリザベス王妃からどう聞いている？」

「夜伽のことですか？　子供を……男児を生むための行為で、陛下に任せていれば大丈夫だとしか聞いてません」

「おっと、そうきたか」

　と笑みに合わせて肩をククッと動かすと、「一から教えないとな」とカイトはジョーンを抱きあげた。

「あの……陛下？」

「ベッドで教えてやるから待て」

　ソファから立ち上がる彼に、まるで赤ん坊を抱くようにかかえられ、恥ずかしくなる。

　しかし、これからが母の言っていたジョーンに与えられた責務なのだ。男児を生む──男女が交わる閨ねやのひと時を目の前にして微笑むカイトに、ジョーンは頬を赤らめて視線を逸らした。

　覚悟はできても、初めてのことだ。彼の温もりに跳ねる心臓を押さえるように両手を握ると、そっとカイトが「心配するな」と耳元に囁いた。

「初めてぐらいは、優しくしてやる」





　　　　◇◇◇






「──あ、私っ」

　ジョーンは声をあげ、ガバッと身体を起こした。

　窓の外は変わらず暗い。

　星の瞬きが飾る夜空にため息を吐くと、ジョーンは反対の方に視線を流す。

　隣では裸のカイトが横になって眠っていた。

（やっぱり途中で、寝てしまって……）

　ジョーンは直前まで覚えている光景を思い出して、頬に熱を持った。

　夜着をお互いに脱がし合って、身体を重ねたのだ。カイトの身体にある無数の傷跡を指でなぞると、カイトが「ん」と声をあげるのが嬉しくて、ついたくさん触れてしまっていた。

　細く締まったカイトの身体が恰好良くて、ずっと触れていたいとさえ思ったほどだ。

「綺麗……」

　カイトの金の髪にそっと触れる。細いのにしっかりと真っすぐ伸びる髪が、まるでカイトの心みたいだ、とも感じる。

「ジョーン？」と伸びてくる彼の手が頬に触れ、ジョーンは手のひらに甘えるように顔を擦り付ける。

　薄目を開けるカイトは、ジョーンの姿を認めるとフッと笑った。

「気を失うとはな。身体は大丈夫か？」

「えっと」

　ジョーンは下半身の怠さを思い出して、布団に潜り込んだ。下肢に違和感が残っている。まだカイトのが入っているような……。

「あの、大丈夫です」

「その様子じゃ、大丈夫じゃないんだな」

　喉を震わせてカイトがさらに笑った。

「ちょっと違和感があるだけで。あとは平気ですから」

「優しくしてやると言ったのに、無理させたな」

　布団の中で、カイトがぎゅっと抱きしめてくれる。ジョーンは彼の胸に頬を擦り寄せると、瞼を閉じた。

「兄さまやレオン様は、陛下を野蛮人だとおっしゃってましたが、全然違う。温かくて優しい」

「『野蛮人』ねえ」

「違います！　兄さまたちが勘違いしているだけで、きっと陛下を知れば……」

　ぼやくように口にするカイトに、ジョーンは慌てて声を上げた。

　しかし彼は、どうだろう、とやんわりと否定する。

「わかり合うことはないな。ブルタニア側から見れば、野蛮人だ。アルバの王位を奪った男の息子である以上、レオンと手を組む彼らからすれば、俺は敵でしかない」

「ではなぜその敵に、私を嫁がせたのですか？　敵でないから嫁がせたんじゃ……」

　ジョーンはカイトの腕の中から顔を出した。

「そんな甘い考えじゃ生き抜いていけないぞ、ジョーン。敵だから嫁がせたんだ。これ以上、ブルタニアの脅威にならないようにするためにな」

「でも、兄さまは反対してました。『可愛い妹を野蛮人に嫁がせるなど』って」

　取り返すとも言っていた……までは話してはいけないような気がして、ジョーンは喉の手前で言葉を呑み込んだ。

「ってことは、この計画はエリザベス王妃とロジャーの計画。エドワードⅢ世とレオンはまだ諦めてない可能性が高いということか」

「でも、王位につく兄さまのためなのです。そのあとの国が平安であるように、と」

「そうだとしても諦めてないことにはならないが……まあいい。それよりも、『可愛い妹』ねえ」

　カイトが意味あり気な表情で、ジョーンを見やった。ジョーンの前髪を指で払い、顔全体が見えるようにする。

　真っすぐに碧い瞳で顔を捉えられ、恥ずかしさで頬が上気した。

「兄さまは昔から……そうなんです。たぶん、同じ塔で過ごしてきたから」

「ジョーンは確かに可愛い。兄としての『可愛い』ならいいが。そうでないなら……困るな」

　再び唇を奪われた。好きな人同士でするキスが欲しくて、ジョーン自ら唇を開き、彼の舌を受け入れる。

　甘く蕩けるような唇の触れ合いに、ジョーンは瞼を閉じた。






　第三章






　カイトと結婚して二カ月が過ぎた。

　毎晩のようにジョーンの部屋にカイトが来ると、お互いに一日の話をして、愛を確かめ合ってから眠る。毎日、誰かと会って話をする経験はジョーンには初めてで楽しかった。

　カイトは、ジョーンのためにとメイド以外にも王妃付きの侍女を数名用意してくれた。一緒に庭を散策したり、刺繍をしたり、ジョーンのピアノの演奏を熱心に聴いてくれる。今日もジョーンはピアノを弾く。侍女たちは絨毯の上に座って、音楽を聴きながら刺繍をしていた。

　侍女たちは、ジョーンがカイトに愛されていると話す。政略結婚で毎日部屋を訪ねるのは珍しいことだと。羨ましいと目を輝かせていた。

　三曲目を弾き終わり、四曲目に入ろうとすると、部屋のドアが開いた。

　鍵盤を叩くために持ち上げた指を止め、ジョーンは視線をそちらに向けた。

「陛下」

「ピアノが聞こえたから、ついな」

　日中にジョーンのところに来るのは初めてだ。

　カイトが部屋に入ると、ジョーンは椅子から立ち上がって頭を低くしようとした。

「少し聴きに来ただけだ。続けてくれ」

　カイトは微笑むと、窓際へと歩を進めた。

　壁に寄りかかり、優しい表情でジョーンを見つめ、演奏を促す。一礼し、椅子に座りなおすジョーンは鍵盤に指を置いた。

　ピアノを弾く視界の端で、侍女たちが刺繍をやめ、立ち上がるのがわかった。邪魔しないようにと思ったのか、さっさと部屋を退出していく。あっという間に室内はカイトと二人きりになってしまった。

（心遣いは嬉しいけど……でも、緊張する）

　カイトだけに見つめられていると思うと、急に指が固くなっていた。弾き間違いが多くなり、ついには曲の途中で指が止まってしまう。

　緊張と申し訳なさで気持ちが爆発しそうになりながら、ジョーンは顔をカイトに向ける。カイトがいつもの優しい笑顔で首を振った。

「いい演奏だった。心安らかになったよ」

「でも……あまり、よい出来とはいい難いものです」

「それもいいじゃないか。求めているのは、ジョーンの演奏だ。上手い下手など関係ない」

　そう言ってジョーンを労ねぎらうと、カイトはふと思い出したように口にした。

「城内で噂になってるんだ」

「噂、ですか？」

　ジョーンは椅子から立ち上がると、カイトのほうに歩いていった。誘われるように彼の胸に身体をぴったりとくっつけて、腰にまわされる手にジョーンも倣う。

　腰にあるカイトの手は温かった。心がホッとして、さらに甘えたくなる。

「ジョーンのピアノを聴くと、癒されるって。だから一度、聴いてみたいと思っていた。執務室で仕事をしていたら、ピアノの音色が聞こえたのでな」

「私はピアノと刺繍をするくらいしか、昼間の過ごし方を知らないので。ロドン塔にいるときから、ピアノは弾いてました。結婚して、侍女やメイドがたくさんできて、何か大きく生活が変わるかと思ってましたけど、結局、何をどうしたらいいのかわからなくて、ロドン塔にいるのと変わらない生活になってしまって」

　ジョーンは苦笑して肩をすくめた。

　ウエールズ国の王妃となっても、生活が大きく変わることはない。

　母のエリザベス王妃のように一つの城に長く留まらず、あちこちの土地に赴いたり、他国に行ったりとすることはなかった。

　王妃となっても他国に行く用事はないし、あちこちの土地に行く用件もない。自由に城を歩き回れる身であれ、することがなければ部屋から出ることもない。

　それに、部屋の中は賑やかだ。侍女と楽しく話をして、お菓子を食べる。ロドン塔のときとは違って、独りでいることはまったくない自室を脱け出してまで何かをしようという気が起きないのも要因のひとつかもしれない。

「好きなことをすればいい。ここはロドン塔とは違う。自由に行きたいところに行けばいい」

　カイトが、ジョーンの額にキスを落とした。

「なら城の外に出てみたいです。城下町を歩いてみたい。侍女たちの話ではとても楽しい場所だと聞きました」

「たしかに。活気があって、楽しい場所だ。なら侍女たちと……」

「いえ、陛下と一緒に」

　一緒に行きたい相手はただ一人、カイトだけだ。

　彼と同じ時間を共有したら楽しいに決まっている。ジョーンの知らない世界を、カイトはたくさん知っている。彼の口から、いろいろなことを聞いて、教えてもらいたかった。

　瞼を閉じ、数秒ほど考えてから「わかった」とカイトは目を開けた。口を緩めて笑う彼は恰好よくて、いつも心ときめいてしまう。

　恥ずかしくなって視線を合わせられずにいると、カイトが頬に触れた。

「だが、その前に俺に少し時間をくれないか」

「時間、ですか？」

「そうだ。ジョーンを抱きたい」

　そう言うと、唇が塞がれた。チュと重ね合わせ、深く甘いキスへと変化していく。

　腰を掴まれ、身体を回転させて壁側に押し付けられると、首筋にキスを落とされた。皮膚を吸い上げるキスを首のあちこちにされ、鎖骨まで唇が這うと吸い上げる力が一段と増し、前歯で甘噛みされた。

「……あっ」

　少し痛みが走って甘い声を漏らすジョーンに、カイトは気をよくしたのか、さらに甘噛む。

（これ……痛いのに、気持ちいいっ）

「ジョーン、匂いが甘いのはなんでだ？」

「さっき侍女たちと果実を食べたからかも」

　甘い果実を食べて小腹を満たしてから、ピアノを弾き始めたのだ。メイドが菜園で今朝摘んできたばかりの新鮮な果物だと話していたのを伝えると、カイトは楽しそうに笑う。

「ジョーンがまるで果物みたいだ」

「やっ、ん。あっ」

「ここも、どこもかしこも瑞々しくて美味しいよ」

　胸の膨らみに噛みつくカイトに嬌声が溢れた。

　足ががくっと折れて座り込みそうになるほど、快感が全身を駆け巡っていた。初めて抱かれたあの夜から、日は浅い。なのに、身体は彼に抱かれることを覚えてしまっている。快楽を、真っ白になるあの感覚を、下着の下で濡れる繁みの向こうでジョーンは待ち焦がれていた。

　快楽に震える身体を支えるように抱きしめると、カイトは蠱惑的に耳元で囁く。

「ジョーン、立ってて。片足だけあげて」

　返答の代わりに、ジョーンは片足を上げた。

　すると、ドレスのスカートを捲られ、ガーターベルトをすぐに外された。上げた片足は支えるように持ち上げら、横にずらされた下着の端から、カイトの指が秘処に触れる。

「もう濡れてる。聞こえる？　この水音。ジョーンの蜜の音だ」

「んぁ……だめっ」

　クチュクチュ、とカイトの指が動くたび、音が鳴った。

　卑猥な水音にジョーンは眩暈がするようだった。聞いているだけで、耳まで犯されている気になってしまう。

「陛下、もう……立ってるのが……」

　それにこの体勢は、あまりにも恥ずかしい。よもや獣のような性交に、ジョーンは恥じらいを隠して足がつらいのだと振り返る。

「どうした、つらいのか？」

　言葉では気遣ってくれても、欲望の火が灯った碧眼に、願いなど通じないのだと思い知る。

「でもな、城下町、見に行くんだろ？　あまり脱がせたくない。横になったら、ジョーンの全てを食べつくしたくなるから、このままでいてくれ」

「なら陛下、お願いを……んっ、聞いて」

　蜜壺から溢れる愛液で、下着がどんどんと濡れていっていた。

　これ以上、下着を濡らしては、城下を歩くのに支障が出る。いや、それは建前だ。獣性のような自身の欲深さを改めて見てしまえば、カイトの指を欲しがって涎を垂らす蜜口に素直になるべきだろう。

　彼のが欲しいのだ。欲望の火に当てられ、ついにおかしくなってしまったのかもしれない。

「早く……陛下のを入れて、ください。濡れた下着とストッキングで城下町を歩きたくなくて」

「それもそうか」

　ジョーンの耳元で笑うカイトは、ベルトを外した。

　ズボンを下ろし、まろび出たいきり立つカイトの雄は、ジョーンの心をソワソワとさせる。

　初めての夜は、胎の中に何が入っているかわからなかった。繋がるという意味がわからなかった──けれど、今ならわかる。

「ジョーン、力を抜いて」

　カイトが囁くと、熱い肉棒がジョーンの入り口を押し開けるのがわかった。指で馴らされてない場所は、いつもよりもカイトの大きさと熱を実感できる。

（すごっ、く……気持ちいい）

「ああ、陛下ぁ……んぁ、おおきっ」

　ジョーンは背筋に走る快感に、身体を仰け反らせていた。

　お腹の奥に、キュウッと締まる感じがすると、カイトが苦しそうに呻く。

「狭いっ。力を抜いてくれ。動けない。中で噛みつかれているみたいだ」

「だって……ダメっ、それ。イッちゃう、から……っ」

　はあ、と熱い吐息が耳にかかると、ゾクゾクしてたまらなくなった。

（だから……耳は、弱いのにぃ──）

　カイトの吐息は甘すぎる。悲鳴のような声をあげ、泣きつくようにジョーンは彼の首に強く抱き着くと、達していた。

　自分の荒い息が、部屋に反響するように耳朶を打つ。

「ヒクつきがいつもよりすごいな」

「陛下がいつもと……ぁっ、違うこと、するから」

「俺のせいか？」

「だってこんな……立ってスルなんて」

　カイトとすることは、ジョーンにとっていつも初めてのことばかりだ。カイトにとっては普通でも、こちらからすれば追いついていくので精一杯なのだ。

　身体の痙攣が治まってくると、頭がぼうっとした。一度、イッてしまうと何も考えられなくなる。彼の肩に頭を乗せて身体を預けると、膣の中で再熱する彼のものを感じた。

「ジョーン、動くぞ？」

「ん……あっ、あ」

　カイトが奥に突き上げるたびに、甘い声がジョーンの口から漏れる。

　身体がぶつかり合う音と、蜜の溢れ出る水音、カイトの熱い吐息が聞こえ、ジョーンの身体は再度、熱くなっていく。
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「陛下、また……イッてしまい、ますっ」

「ジョーン、一緒に」

「はい、陛下。あ……んぅ。あああ、あ、イックぅ」

「ジョーン、愛してる」

　腰の動きの激しさが増し、子宮口の入り口深くまで熱い白濁を放たれた。

「陛下、ああ……私も、陛下を愛して、います」

　身体の奥に放たれた熱を吸い取るかのように、ジョーンの下腹部が痙攣を起こす。

（陛下が、大好きです）

　ジョーンは、カイトの胸に顔を埋め、瞼を閉じると甘い快感の渦へと落ちていった。カイトなしでは生きていけないんじゃないかと、そんな気さえする。

　もう、あのロドン塔で過ごしていた生活には戻れない。
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「ジョーン、試したいことがあるんだ」

　カイトが無邪気な笑みを見せた。まるで少年が悪戯を思いついたような表情だった。

　ジョーンが使う寝室に、隠し通路があるというのだ。ウエールズ城の設計地図には載っているが、城内の見取り図には記載されていないらしく、実際に使えるのかどうかを知りたい、と。

　配下の者に声をかけると仰々しく付いて来るのもあって、内緒で城外に出る計画のためにカイトは目を輝かせて話してくれた。

　設計地図を片手に、部屋を回るカイトは隠し扉を見つけると、ランプを片手に進んでいった。隠し通路は少し肌寒く、薄暗い。ジョーンは彼の腕に掴まって、通路を進む。

「陛下、怒られませんか？」

「バレたら怒られるだろうな。とくにジェイミーに」

　くくっと喉の奥を鳴らして、カイトは楽しそうに笑い声をあげる。怒られるとわかっているのに、気にもせずに隠し通路を突き進む彼の姿はやはり少年のような好奇心にあふれていた。怒られることに恐れや不安はないのだろうか。

　どこかで聞き覚えのある名前に、ジョーンは手を打って答える。

「陛下の腹心の？」

「腹心……というか、第二の父親っていうか。親父が若いときから一緒に戦ってきた仲間だ。一番信頼できるヤツだと言ってた。実際に信頼できるし、頼れる。が、俺に対していろいろ厳しい」

　厳しいのは、ジェイミーが息子のようにカイトを大事にしている証拠だろう。

（父親ってどんな感じなのだろう？）

「怖くはないのですか？」

「怖い？　何が？」

「怒られるのが、です。だってバレない保証はないですよね？」

「まあ、バレるだろう。バレないほうが城の管理体制に問題アリだな。国王陛下の警護体制について考え直しだな。妻と一緒に過ごしているからって、何がどうなるかわからない。この通路だって、ブルタニア側が知らないとは限らない。俺が乗っ取る前は、エドワードⅡ世が国王を兼任してたんだ。城には赴かない名ばかりの王だった彼に代わり、ウエールズ人が管理していたらしいが、絶対に知らないとは言い切れないだろう」

　カイトが片目を瞑って笑う。

「つまり……家臣たちを試しているのですか？」

「それもあるな。ジョーンと二人きりで城下町を楽しみたい面が大きいがな。隠し通路の確認もして、城内の警備体制の確認もできるともなれば、一気に三つも、やりたいことがクリアできる。最高のお出かけだと思わないか？」

「陛下はすごいです。私にはそこまで考えられません」

「どうだろうな。意外と俺には思いつかないことを、ジョーンが思いつくかもしれん」

　フッと吹き出すと、カイトは歩みを止めて振り返った。唇を寄せ、チュッと重なるだけの軽いキスを落とすと、「いや」と首を捻る。

「ジョーンはそのままでいいな。ピアノを弾いて、刺繍をして、俺の傍に居てくれれば。城を守り、ジョーンを守るためにいろいろ考えるのは俺の役目だ」

「私も陛下のお傍にいたいです」

「ああ、ジョーンと幸せに暮らせればそれでいい。場所は問わない。ただ、もう……戦うだけの日々には戻りたくないな」

　ジョーンは服の上から、カイトの腕の傷に触れた。

　彼の身体には、無数の傷痕が残っている。小さいものから大きいものまであるが、背中には一切、傷痕はない。敵に背を見せたことがない証だろう。その分、多くの仲間を守ってきたということでもある。

（賢くてお強い。それでいて優しい人）

「陛下、辛かったですか？」

「辛くなかったとは言わない。十歳で住んでいた城がブルタニアに奪われて全てを失った。命からがらブルタニア軍から逃げたはいいが、日々、死と隣り合わせだった。一カ所に長く留まれないし、食料だって満足にあるわけじゃない。寝る場所だって洞窟とか木の根元とか。死を覚悟したこともあった。親父は誰よりも強くて、逃亡生活なのに諦めてなかった。アルバ王国の最後の王族末裔として、国王になるって信じてた。それがアルバのために一番良いことだって。親父の隣で戦ってできた傷は、俺の誇りの証だ」

「お腹の傷も？」

　ジョーンはわき腹に触れた。身体を何度も重ねて、知っている。わき腹には、真新しい傷痕が刻まれている。ときより痛そうに顔をゆがめるのも。

「これは誇りじゃない。ウエールズ王国へ攻め入るときにしくじった傷だ。アルバ王国の軍を率いてきたトップとしてあるまじき傷だな。不名誉な証だ」

「違いはなんですか？」

　同じ傷痕なのに、誇れる傷と不名誉な傷があるなんて。

「背中の傷と軍を指揮しているときにできた傷は不名誉なんだ。親父からそう教わった。軍の指揮者を守るための傷は名誉ある傷。誇っていい。だからこの腹の傷は、俺が仲間を信じ切れなかった愚かな行為から招いたものだ。次があれば、同じ失敗はしない」

「でも、戦いがないのが一番ですね。ブルタニアとアルバは陛下と私の結婚で同盟を結んだのです。もう争わなくていいんですよね」

「だといいな」

　カイトが寂しそうに微笑んで、もう一度、額にキスを一つ落とした。

（どうして寂しそうな顔を？　だって結婚したのだから、もう戦いはなくなるはずなのに）

　ジョーンはカイトの腕にぎゅっと強くしがみついた。

　ブルタニア王国が支配していたアルバ王国の領地が返還され、カイトの父がアルバ王として認められた。そして、ジョーンとカイトが結婚したことで、ブルタニア王国とアルバ王国に和平は結ばれ、争う理由はなくなったはず。

　結婚前にエドワードⅢ世が強く反対し、ジョーンを取り戻すと怒っていた。が、結婚をして同盟が結ばれたあとに、取り戻すなんてできるはずがない。

　何よりも、ジョーンはここに居たかった。カイトの傍に居たいのだ。彼の腕や胸の中が、心地よくてたまらない。いろんなことを教えてくれるし、優しいのもそうだ。ジョーンの話をじっくり聞いてくれる。

　ロドン塔にはない生活がここにはある。
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　通路を出ると、さわやかな木漏れ日のある森に出た。

　薄暗いところから出たからだろう、眩しくてジョーンは目を細めると、急に大きな影が前を塞いだ。

「陛下、城外への無断外出は控えていただきたい」

「案外早かったな……ほら、ジョーン。やっぱりバレてる」

　前を行くカイトが振り返って、満足そうに笑う。

　彼よりも体格の良いはるかに年上の壮年の男が、不機嫌な顔で立っていた。彼が、カイトの言っていたジェイミーなのだろう。その背後には、騎士団が十数名ほど乗馬して待機している。

　ジェイミーは訝しむように眉根を寄せた。

「わかっててやったと？」

「ジェイミーにならバレてるだろうなって予想はしてた。隠し通路がどういうのか知りたかったし、城下町にも行きたかったのでな。あとは王と王妃の警護体制も知りたいと思っての行動だ」

「ジョーン王妃陛下とただイチャつきたかっただけのようにしか見えませんが？」

「その裏をかいた」

「朝にはなかったジョーン王妃陛下の首や胸元のキスマークを見せつけられて、真っ当なご意見をおっしゃられても、今更感しかないですがな」

　ジェイミーの意見に、カイトの言葉が詰まった。

「それは……アレだ。愛の徴しるしだから、別にいいんだよ」

　愛、という響きにジョーンの顔が火照る。隠し通路を歩きながら、ときどきキスの嵐があった。心地よくて蕩けそうだったのを思い出して、恥ずかしくなってジョーンは首元を隠す。

　騎士団の先頭にいた人物が馬を降りると、近づいてきた。ニコニコと満面の笑みでジェイミーの肩に手を乗せた男性が白い歯を見せた。

　赤い髪に、人懐こい笑顔に惹かれる。がっしりとした体つきを見れば、屈強な男だとわかる。カイトとは別の黄色いタータンを巻いている。彼もまたハイランドの豪族なのだろう。

「まあ？　ピアノを聴きに行ったかと思えば、執務室に戻って地図をもって、また王妃陛下の部屋に行った……なんて家臣から報告が入れば、僕じゃなくても大体の察しはつくよねえ？　僕は一応、助言はしたよ？　二人の時間を楽しませてあげたらいかかですか、って。でも根が真面目だから、ジェイミー様は」

「マクギルは逆に軽すぎる。陛下にたいして甘すぎるぞ。事の重大さがわかってない。前々から通路を自ら確認したがってたからな。前もって、地図を頭に入れておいてよかった」

　ジェイミーには敵わないなあ、と零して嬉しそうに笑うカイトに、件の彼は嘆息を落とした。そして目を吊り上げ、ぐっとカイトの耳をひねり上げる。

「いい加減、少年気分でいるのはやめろ。一国の王になった自覚を持て。妻を娶った男の自覚を持たんか。これだから子守りは嫌なんだ」

　ジェイミーが小声で怒鳴った。今までの丁寧な口調は消え、荒々しい言葉遣いに、ジョーンは恐怖で震える身体を奮い立たせて事の顛末を語ろうと前に出る。

「あの……ごめんなさい。私が悪いんです。外の世界を見たことがなくて。陛下にお願いしたんです。城下町が見てみたいって。だから陛下を怒らないでください」

　ジョーンは、カイトの耳を抓っているジェイミーの腕を掴んで必死に訴えた。怒られるべきなのは自分のはずだから、と。自分が外の世界を見たいと言わなければ、通路を使って外に出ようなんて考えは出なかっただろうから、と。

　城の庭でお散歩あたりに留めておけばよかったんだ、とジョーンは強く後悔する。

「あーあ、逆に王妃様を怯えさせたよ、このジェイミー様は。悪いのは勝手に事を起こした陛下なのに……」

「王妃陛下の責任ではありません。お気に病む必要はないですよ。この馬鹿がいけないのだから」

「子守りを自ら名乗りあげておいて、何を言うんだか。マクギルもシレっと言ってくれるよな？　俺が悪いって」

「無駄口が多いな、相変わらず」

　咎とがめることなく、やんわりとジョーンに返すジェイミーだが、カイトには変わらず当たりが厳しい。耳から手を離しても、睨みつけるその眼光は鋭いままだ。

「まったく……無邪気な馬鹿を叱れるヤツがいないから担っているのだぞ。カイト様のご子息だからと皆が躊躇い、甘くする。その結果がコレだ。隠し通路に至っては、折をみて一緒に確認すると言ったはずだ。今は政治環境を整えろと言った。ブルタニアからアルバにただ支配権が変わっただけの独裁政権だとウエールズの貴族に思われないようにするのが当面の目標だ。ブルタニアとは違う、と植え付けろと」

「やってるし。結果も出てるだろ」

　拗ねた子供のようにカイトがプイっと横を向いて、頬を膨らませた。ジョーンと一緒にいるときのカイトとは雰囲気が違う。

　二人のやり取りを見ながら、マクギルは楽しそうにケタケタと笑い声をあげている。きっと見慣れている光景なのだろう。ジョーンには踏み込めない雰囲気で、寂しくなる。

「ブルタニア王の娘……いや、妹君との結婚で家臣たちから不満が出ているのに」

「ジェイミー！　言葉を選べ」

　カイトが怖い顔でジェイミーを睨みつけた。初めて聞くカイトの厳しい口調だった。

　ジョーンは不安な表情でカイトを見つめた。

　不満が出ている？　カイトとの結婚は、みんなから祝福されたものではなかったのか。ブルタニアにとっても、アルバにとっても、結婚はいいものだと思い込んでいた。

　でも、確かに、初めてウエールズ国に来たときの家臣たちの目はジョーンを受け入れているように見えなかった。コソコソと聞こえた声は、ジョーンを否定する話ばかりしていた。

　カイトの優しさに触れ、侍女たちとの楽しい時間を過ごしていくうちに、胸をよぎった不安な感情はすっかり忘れて消えてしまっていた。カイトの家臣と会う機会はなかったし、改めて結婚した話もしてこなかったから、普段から気にすることもなかった。

　ジョーンは無知である己を恥じて俯くと、カイトが庇うように肩を抱き寄せてくれる。

「ジョーン、気にするな。いろんな考えの人間がいるだけの話だ」

「陛下……」

「王妃陛下には悪いですが、満場一致で物事が進む政治なんてないものです」

「ジェイミー、お前が言うな。ジョーンを不安がらせておいて」

　否定もせず、肯定もしない。ただ事実を述べるだけのジェイミーは正しい。

「うっかり言葉が過ぎましたが、現実問題です。反感を買っている人間もいます。ブルタニアと同盟を結ぶ必要なんてなかった、と思う人間もいるし、そうでない人間もいる。そういった対処をしろ、と申し上げてるんですよ！　陛下」

「痛いだろ！」

　反抗的な態度が気に食わないのか、頬を抓るジェイミーの手を、カイトは叩き落とす。

「隙を作ったらあちらの思う壺になる。このままでは終わらない。わかってるだろ」

　ジェイミーの顔色が変わると、カイトも頷いた。

「だが、今日は別だ。城下町を楽しむ。帰ってきたら真面目に考える」

「どこまで真面目に考えるんだか。護衛はつける。城に戻ったら、さっそく話し合いだ」

「はいはい」とカイトが面倒くさそうに返事をして、ジョーンの肩を抱いた。

「マクギル、後は頼んだぞ。しっかりと陛下たちを護衛するように」

「はい、仰せのままに」

　マクギルが膝を折り、命令を受け入れる。ピンと伸びた背筋がとても綺麗だった。鍛え上げられた四肢が彼の強さを物語っていた。

　ジェイミーが待機している騎士団へと歩き出した。一言二言、騎士団と話すと、彼は離れていく。

　不安を抱えたまま、マクギルに視線を送った。ジェイミー以外の意見も聞いてみたい。

「マクギルはどう思ってますか？」

「はい？」

「結婚についてです」

「可愛い嫁さんもらって羨ましいなあ……ってくらいですかね？」

「……へ？」

「こいつ、筋肉バカだから」

　カイトが呆れた表情で額を押さえた。

　描いていた返答とは全く別の答えに、口を開けたまま固まった。突拍子もない返答だったけれど、『可愛い嫁さん』という言葉に、心が躍った。

「頭で考える難しいことは陛下とジェイミー様に。僕はこの身体を使って、決まったことを全力で守り通すのが仕事。なので護衛任務に全力を尽くします」

「結局、大人数か」

　とカイトが残念そうに呟き、「二人きりだと良かったのにな」とジョーンに笑いかける。

「陛下と私の結婚はいけなかったのでしょうか？」

「そんなことはないさ」

　カイトが「違う」と言わんばかりの表情で微笑んだ。

「ジェイミーも話していた通り、何をやるにも満場一致になるのは少ない。俺はジョーンと結婚してよかった。政治的な意味でも、そうでない意味でも。ジョーンは可愛いし、素直だし。一緒にいて心が休まる」

「反対している人もいるのに」

「ブルタニアとアルバは長年、戦ってきた。ブルタニア側を憎んでいる人間もいる。親父と俺は、ハイランドの豪族を味方につけて、アルバ王国を統一し、さらにブルタニアが支配しているウエールズ国も手中にした。なら、結婚で同盟をせずとも戦を続ければ、ブルタニアに奪われた土地も取り返し、さらにはアルバがブルタニアを支配する日も近いのではないか、そう考える人間がいてもおかしくはない」

「陛下は戦いたくないと話してました」

「そうだ。俺はもう戦いたくない。だからもう、この話は終わりにしよう。せっかくの城下町を楽しめなくなる」

　はい、とジョーンは返事をして、笑顔を作った。

（お傍に居たい。私は陛下と結婚をしてよかった）

　ジョーンには政治はよくわからない。結婚して、ブルタニアとアルバの関係が実際に良好になったのかも。ただ言えるのは、ロドン塔の生活とカイトとの生活、比べて幸せを感じるのは今の生活だ。

　肩を抱かれるカイトの腕が温かい。ジョーンはカイトの肩に頭を乗せると、「陛下が好きです」と自然と口から言葉が漏れていた。

「ジョーン、愛してる」

　カイトもジョーンの頭に優しいキスを落としてくれた。






　第四章






「ジョーン」

　うっすらと空が白み始めたころ、カイトがベッドの中で、何度も呼んでくる。

　耳元で囁かれるのが弱いと知っているから、わざと耳の傍で口にする彼の鍛え上げられた胸を押して、「朝からは嫌です」とジョーンは訴える。しかし、カイトの指先ですっかりと固くなった胸の二つの突起を弾かれてしまえば、嫌でも反応してしまう。

「あっ」

「ジョーンが途中で、気絶するからだ」

　不満を浮かべる表情をするカイトにジョーンは弱かった。仕方ない気持ちにさせられてしまう。

　それでも朝からは嫌だった。カイトが満足する前に、気絶した日は毎度、朝から身体を求められる。応じてしまえば、足腰がガクガクとして日中、何も手につかなくなるからだ。

「陛下、夜なら」

「駄目だ。今すぐ」

　我慢ができないんだ、と下半身の熱をジョーンの太ももに当ててくる。

「なあ、ジョーン。足を開いて」

　身体を起こして、ジョーンの上に跨ったカイトが眉尻をさげた。

　お互いに一糸まとわない姿のまま寝ていた。気絶したジョーンの隣で、彼もすぐに寝たのだろう。いきり立つ熱をそっと覗き見て、ジョーンは顔を真っ赤にする。

（なんでそんなに、大きくなってるの!?）

「ジョーン……駄目か？」

　再度、名前を呼ばれて、煽るように口付けされた。首筋、鎖骨と降りていく唇が、ジョーンの二つの果実の一つにかぶりついた。充血した乳首を優しく舌で転がすと、甘噛みされる。

「あ……、んぅ。待っ、てん……ああっ」

　引き留める手に力が入らず、背中から響く痺れに腰が浮いてしまう。胸に顔を埋めたままのカイトの手が下に降りていき、ジョーンの足の間を割った。

　抵抗する力はジョーンになく、膣口を指先で撫でまわされる。中に入れず、表面だけを優しく弄るだけの柔らかな刺激は、ゆっくりと淫靡な熱を灯していく。

「んっ、ああん」

　ぐちゅ、と音がして、蜜が溢れてくる。カイトの指を欲しがるように、入り口がヒクヒクとしている。

　朝からは嫌だと思うのに、身体の反応は正反対だ。カイトを欲しがっている。『もっと』と欲しがっているようにしか見えない。

（違うの。本当に朝スルと大変だから）

　しかし、身体は彼を求めてしまうのだ。快感と物足りなさから逃れるように腰をひねり、指を入れてほしい気持ちと、これ以上快感に溺れる前に止めてほしい気持ちとの葛藤に頭を抱える。

「どうしたい？」

　尋ねるカイトの手は止まらない。ゆっくりと、舐るように、煽るようにして撫でられる襞は、すでに愛液で濡れている。彼のものを受け入れる準備はちゃくちゃくと整っている。

　それでも、挿れられたくなくて──ジョーンは、視線を逸らす。

「指、入れてほしい……ん、です。でも、入れたら最後までしたくなるから……それは駄目」

「最後までしたくないけど、指は入れてほしい？」

「ズルい、陛下。聞かないで」

　ジョーンは真っ赤になった顔を手で覆って隠した。

（恥ずかしい）

　最後までシタくないわけじゃない。気持ちがいいから、最後までシタい。だけど、シテしまったら足と腰が一日辛くなる。

「ジョーン、言って」

「欲しいの。でも指じゃなくて、陛下の……」

　指よりももっと欲しいものに視線を送る。

　はちきれんばかりに立ち上がるカイトの熱が、ビクビクと震えている。早く入れたいはずなのに、どうしてカイトは入れないのだろうか。

　どうしても言わせたいのか、カイトは再度繰り返した。

「俺の、なに？」

「……陛下の、熱いのが欲しいの」

　ついに言ってしまい、羞恥に頬を染めるジョーンに、カイトは嬉しそうに笑った。

「嫌だって言ってたのに？」

「陛下、ズルいです。シタくなるようにして触っておいて……。嫌なのは、日中の足腰の違和感です。それがないなら……」

「可愛いよ、ジョーン」

　すべて聞き終える前に、額に、頬にキスが落ちてきた。

　唇を重ね合ったとき、カイトの熱が膣口を押し開けて入ってきた。

「んんぅ、あっ」

（熱いっ）

　ジョーンはカイトの首に絡みつくように抱き着いた。互いの舌を絡め合わせながら、奥まで一気に貫く屹立に、ジョーンは喘ぎを漏らす。

　ゆっくりと動き出すかと思いきや、カイトの腰が激しくジョーンを突き上げてきた。

「え？　あ……あっ、あ。そんな……」

「長く楽しむから、腰が辛くなるのだろ？　ゆっくりするのは夜にしよう」

　さらに動きは早まった。

「だめ……ああ、イッちゃう。すぐ……やあああああ」

「締め付けるな、ああ！」

　ジョーンが全身で痙攣しだすと、カイトが最奥で熱を放った。白濁を飲み込もうと、無意識に膣内がヒクヒクと何度も吸い上げていた。

「ジョーンの中はヤバいな」

「……え？」

「気持ちよすぎて、出たくない……が、これ以上はジョーンの腰に悪いからな」

　カイトが悪戯な笑みを浮かべて、ずるっと中から出ていった。その瞬間、ジョーンは甘い声をあげ、腰を浮かせていた。まるで出ていかないでと言っているみたいで、恥ずかしくなる。

　隣で横になって抱きしめてくれるカイトが、ジョーンの赤毛を指でクルクルといじり始めた。赤毛を指に巻き付けるのが好きらしい。寝る前もよくやっていて、ジョーンも彼の指が心地よくて、安心してぐっすりと眠ってしまう。

　そのせいか、瞼が重くなってきた。朝早くに起こされたわけじゃなくとも、カイトとの情事のあとは軽い疲労感に包まれて眠気に襲われるせいもあるかもしれない。

「眠かったら、寝ていいぞ」

「二度寝なんて……はしたないです」

　耳元で囁くカイトに、ジョーンは彼の胸に頬を寄せた。甘言に誘われるように瞼を閉じ、安らかな闇の中に身を預けていく。

　その時だった。

「朝早くに失礼いたします」

　ジョーンの部屋のドアをノックする声に、カイトは「入れ」と短く口にした。

　部屋に入ってきたのはジェイミーだった。すでに身支度を整えている彼に、カイトは寝ているジョーンの肩まで布団をかけてから、起き上がる。

　見ればすぐに情事の後だとわかるのに、軽く二人を見やるだけで顔色を全く変えずに、ベッドに突き進んできた。

　布団の下では、一糸まとわぬ姿だ。ジョーンの羞恥心がくすぐられて、耳まで燃えるように熱くなった。

「顔が険しいな。何があった？」

「ブルタニアからの書状です」

　カイトの眉がぴくっと持ち上がる。

（ブルタニア？　兄さま……？）

　ジョーンは布団で身体を隠しながら起き上がる。何が書かれてあるのか気になった。ジェイミーの身を包むピリッとした空気を感じれば、嫌な予感しかしない。手のひらにじわりと冷たい汗がにじみ出す。

「思ったより早かったな」

「それだけこちらが憎いのでしょう」

「そうだろうな」

　軽く目を通したカイトが、書状をジェイミーに返した。ジョーンはのぞき見しようと思ったのに、一文字も視界に入れさせてもらえなかった。

「兄さまからですか？」

　ジョーンは不安で、カイトを見つめた。ジェイミーの顔つきと、『憎い』というキーワードを耳にして、あまり良い書状ではないのはわかる。

「ジョーン、ゆっくりと朝寝坊はできそうにない」

　額にキスをしてくれると、カイトはガウンを肩に掛けてベッドから出た。

「ジェイミー、議員たちに知らせを出せ。早急に議会を開く」

「承知いたしました」

　ジェイミーは頷くと、すぐに退出した。ジョーンは床に落ちている夜着を頭からかぶり、ベッドから出る。カイトのガウンの裾を引っ張ると、「陛下」と声をかけた。

「エドワードⅢ世が動いた」

　振り返ったカイトが寂しそうに微笑んだ。ジョーンの頬を触り、「心配するな」と続ける。

「心配します。早急に議会を開くほどの内容なのでしょ？」

「エドワードⅢ世が王位についたのは知っているか？」

「先日、ジェイミーが私のことを『ブルタニア王の妹君』と言い直したときに気付きました」

「そうか。ジョーンが傷つかないような言い方をしたいが、うまい言葉が思いつかない。だから知っていることを正直に話す。ロジャーが処刑された」

「え？」

　ジョーンは瞳を大きく開いた。

（私の……お父さん……が）

　赤い髪が一緒だった。カイトはジョーンとロジャーはよく似ていると話してくれる。結婚するときに、国境で抱きしめられた情景が脳裏に呼び起こされる。

「……処刑って」

「エドワードの腹心の家臣を殺した罪で。一週間前に」

「どうして……」

　ジョーンは口元を押さえて、フラフラと歩いてベッドに座った。カイトもジョーンの隣に腰を下ろすと安心させようとしてか抱きしめてくれる。

「事実はわからないが、ロジャーは罪を着せられたんだと思う」

「兄さまがやったと？」

「俺はそう思っている。エドワードはロジャーを疎ましく思っていた。エリザベス王太后も邪魔だったろうな。王位を継げば、エドワードは自由に動ける。ロジャーは馬鹿じゃない。エドワードに恨まれていると知っていて、墓穴を掘るような行動は起こさないはずだ」

「あ……お母様は？」

「ロドン塔に幽閉されたよ。一生、出られないだろう。ロジャーと同じ罪でロドン塔に閉じ込められた」

「お母様は無事なのね？」

　カイトは首肯する。

「生きてはいる」

　ジョーンの頬に、安堵から涙が零れ落ちた。

「生きていてくれれば、安心です……、よかった」

「いいかどうかはまだわからない。もしかしたらロジャーと一緒に逝ったほうが……幸せだったかもしれないな」

　カイトが優しくジョーンの頭を撫でた。温かくて、心がホッと安心する。

　一緒に逝ったほうが幸せだったかもしれない、とカイトは言った。確かに、愛する人と死別するのであれば、共に逝去した方が心安らかであっただろう。だが、ジョーンにはエリザベス王太后が生きていて嬉しかった。

　肉親を失って喜ぶ子はないだろう。その逆も然りだ。

「陛下、それで兄さまはなんと？」

「誤魔化されない、か」

　カイトが苦笑した。ジョーンは頬を膨らませて、目を吊り上げた。

「誤魔化す？　何を誤魔化そうとしたんですか？　無知なのは自覚してますが私、そこまで馬鹿じゃないと思います」

「怒るな、ジョーン」

　ムッとした表情でカイトを見ると、ますます困った顔をしてジョーンの背中を撫でた。

「知っていることを正直に話すと言ったのは陛下ですよ？」

「ああ、そうだな。ロジャーが死に、エリザベス王太后が幽閉され、エドワードは自由に政治を進められるようになった。最初に手を付けたのが……」

　カイトが右眉をあげて、肩を竦める。わかるだろ？　と言いたげだ。

「ここ？　ウエールズ国ですか？」

「もともとウエールズ国は、ブルタニア王国の支配下だ。手始めに取り返すんだろ」

「だって……戦をしないための結婚だったのに。私は兄さまの治世を戦いのないものにするため、陛下と結婚をしたはずじゃ……」

「そうしたかったのはロジャーとエリザベス王太后だろ？　ジョーンは知ってるはずだ。エドワードⅢ世はこの結婚に賛成してなかった」

「それでも……結婚しました。なのに今更、戦争だなんて。同盟を結んだんですよね？　ブルタニアとアルバで……あ、でもここは……」

（アルバじゃない！）

　ジョーンはドキッとした。血の気が下がっていくのを感じた。

　同盟にウエールズ国は関係なかった。

　ジョーンとの結婚で結ばれた内容は、カイトⅢ世の王位が正当なものであると認め、ブルタニアが支配していたアルバ国の領地を返還することだ。

「そう。ここはアルバ王国じゃない。ジョーンとの結婚で守られる同盟内容には含まれていない。だからエドワードも目をつけたんだろ。エドワードの元には、レオンがいる。レオンはアルバの王位を狙ってる。その足掛かりはここウエールズだ。まずはウエールズを叩き、俺を廃位させる。そのまま俺が戦で死ねば、父であるカイトⅢ世が同盟破棄を訴えて、戦を起こす。たとえ俺が死ななくても、アルバ王国に逃げ帰る。すると、俺の父が怒って戦を仕掛けるはずだ、と考えてるんだろう。エドワードからすれば、同盟に対して何の傷もつけてない。正当な理由で宣戦布告し、戦をしたと言える。その後、アルバと戦い、勝利すれば……レオンの王位は確実だな」

「そんな……」

「それが現実だ。予想はしてた。だが、もっと後になると考えてた。ロジャーがこんな早くに処刑になるとは思わなかったからな」

　カイトがジョーンの太ももに手を置き、「そんな悲しい顔をするな」と声をかけてくれた。

「戦になるのですか？」

（もう戦いたくないと陛下は言っていたのに……）

「そうだな。戦いになる」

「陛下は戦いたくないのに……。どうしたら……。私に何かできることはありますか？」

「ジョーンは城を守ってくれ。ここで俺の帰りを待っていてほしい」

　カイトがぎゅっとジョーンを抱きしめてから、脳天に優しいキスを落とした。お互いの身体が離れると、カイトが立ち上がって鋭い目になるのがわかった。

　夫婦の甘い時間から、これから始まる戦へと頭が切り替わったのだろう。

（待っているだけじゃ嫌）

　ジョーンはギュッと手を握りしめる。

　何かできるはず。ブルタニア王国とウエールズ国が戦わずに済む方法が。そのためにジョーンが嫁いできたのだ。きっと何か道があるはず。
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　何をすればいいか考えた結果、ジョーンは兄のエドワードⅢ世と話をすることに決めた。

　兄妹の言葉なら聞き入れるはずだ。あんなにも愛でてくれた兄のことだ──ジョーンが戦禍に呑まれる可能性を危惧しない人間ではない。

「駄目だ」

　しかし、案を出した瞬間にぴしゃりとカイトは言い切った。机に向かって書類を読んでいた彼の表情は硬く、冷酷な目をしているようにも見えた。

　議会を終えて、執務室へと戻ってきたカイトを訪ねていったジョーンは、シュンっと頭を垂れた。

（冷たくあしらわないで）

　良い案だと思っていたジョーンにしたら、悩みも思案もせずの厳しい返答は心に堪える。笑顔で抱きしめ、『さっそく頼むとしよう』と言われるのを期待していた分、悲しくなった。

「良策とは思えません、ジョーン王妃陛下」

　国王の殻をかぶって、すっかり鉄面皮になっているカイトとは打って変わって、彼の背後にいるジェイミーが温かい口調で割り込んできた。いつもはジェイミーのほうが少し怖いような気がするのに、今は優しく思えてしまう。

「どうしてですか？　今なら、私が兄さまにお願いすれば、戦は防げると思うんです」

　きっと、ジョーンが話をすればエドワードならわかってくれる。ジョーンが今、幸せであると知ってもらえれば、戦いにはならないはず。

　エドワードは悪い人じゃない。ロドン塔で過ごしていた時の一番の理解者だった。同じように一時はロドン塔で過ごし、ジョーンの気持ちをわかってくれる優しい兄だ。

　必ずジョーンが話せば、エドワードは戦をやめてくれる。と、ジョーンは信じている。

　カイトが望むように戦を回避できるのに。どうして提案を、呑んでくれないのだろう？

「妹にお願いされて戦争をやめるくらいなら、最初から宣戦布告はしないだろう」

「私が陛下との結婚を嫌がっていると勘違いしてとか……。急に決まった結婚だったから、だから私は幸せだと兄さまにお伝えすればきっと」

「ジョーン、そういうことじゃない」

　カイトの厳しい顔つきが少し柔らかくなり、困った顔をして首を左右に振った。

「原因はそこなのでは？」

「たくさんある中の一つ……というだけだ。ジョーンと俺の結婚が戦を決意させる引き金になったかもしれない。ロジャーを失脚させるなり、行動に移す予定だったのは確かだろう。ブルタニアとウエールズの戦について、ジョーンとの結婚がなかったとしても、遅かれ早かれ、エドワードは我々に宣戦布告はしてた」

「え？」とジョーンは目を丸くした。

（私が陛下と結婚をしていなかったとしても、兄さまは戦をするつもりだった、と？）

　机に向かっていたカイトが立ち上がった。

　ジョーンの前に立つと、いつもみたいな笑みで、頭に大きな手を乗せ、優しく撫でてくれる。赤毛の癖毛を指に絡みつけ、カイトが愛おしそうにジョーンを見つめた。いつもジョーンが見ているカイトと同じ顔になっている。

　さっきまでの厳しい表情が和らいで、ジョーンはホッとした。

「ウエールズは先代のブルタニア王が支配していた国だ。俺が奪い取った。ブルタニア国内で紛争している間に、な。だからエドワードは何としても取り返したい。たとえ、ジョーンがレオンと結婚していたとしても、エドワードのウエールズ侵略は変わらないんだ。どんな状況であっても、エドワードは俺に牙を向ける」

「戦はもうしたくないって、陛下が……」

「ああ。ジョーンはそれで名乗りをあげたのか。自分が動けば、戦がなくなるかもしれないと。ありがとう。だが、覚悟は前からできていた。誰がどう動こうが、この戦は避けられない」

　執務室のドアがノックされると、カイトの家臣が慌てた様子で入ってきた。評議会場で、ウエールズの貴族同士が言い争いになっているのだという。

　呆れたようにぼやくカイトは、執務室を出ていく。

「……」

　ジェイミーと二人きりになると、執務室が急に静かになった気がした。いささか室内も広く感じる。机と本棚とソファ、小さいテーブルが暖炉の前に置いてあるだけで、ブルタニアとは違い、質素な室内だ。豪華絢爛な刺繍や絵画は置いてない。

　部屋の隅に、カイトが着用するのであろう甲冑がひっそりと置いてあるのが、ことさらに部屋を無骨にしている。

　ジョーンは引き寄せられるように甲冑に近づいた。銀色に輝く甲冑は、まだ傷一つない。

　胸当てに指を滑らせ、ジョーンは呟いた。

「新しい？」

「使っていませんでしたから、今まで。今回の戦で初めて身を守る術を身につけるそうですよ」

　ジョーンの背後に立ったジェイミーが教えてくれた。

「初めて？」

「ええ。陛下の戦い方はハイランド様式そのもの。接近戦に長けた戦い方です。ハイランドは山地です。どこもかしこも木々ばかり。甲冑はスピードと体力を奪うだけ。機動力が勝利へと導きます。アルバで、ブルタニアから領地を奪っていくにはそれが功を奏しました。が、ウエールズでの戦いでは機動力だけでは歯が立たなかった」

「だから怪我を？」

「我々が甲冑を着るべきだと申し上げましたが、陛下はそれを拒んだ。で、腹に傷を。その過去を悔いているのでしょう。今回は、自ら甲冑を用意してました。戦場は盆地になるでしょうから。機動力よりも防御に力を入れたのでしょうね。我々にとったら、最も戦いにくい戦法だ」

「そう……なんですか？」

「ええ。アルバから来た陛下の家臣は皆、ハイランドあがり。個々の戦闘力は長けてはいる……が、集団となるといまいち発揮されにくい。戦に勝利するための課題です」

「ジェイミーから見て、陛下が勝利する可能性は？　正直に教えて」

「確実に勝てる……とは言い切れませんね。戦とはそういうものです」

　ジョーンは振り返って、ジェイミーの顔色の変化を見ようとした。気休めの類たぐいの言葉なのか、そうでないのかが知りたかったのだ。

　彼の顔色は渋かった。難しい戦いなのだと、ジョーンは理解した。

　ブルタニア王国とアルバ王国に挟まれた小国、ウエールズ。隣の大国であるブルタニアに勝つのは厳しい。

　だが、それでも避けられない戦だとわかっているから、カイトは立ち向かう気でいるのだろう。もしかしたら死ぬ覚悟すらできているのかもしれない。厳しい現実をジョーンに悟られないようにと、カイトはジョーンにだけは優しい笑顔を見せてくれていたのではないかと思う。

　ジョーンは胸が締め付けられて苦しくなった。死んでほしくない。カイトには生きていてほしい。そのためにできることがあるなら、ジョーンは何だってやれる。
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　夜遅くにカイトが静かにジョーンのベッドに滑り込んできた。

　ブルタニアとの戦が決まって、カイトがジョーンの寝室を訪れる時間は真夜中になるようになった。戦の準備で忙しいのだろう。それでも毎晩、必ずジョーンの寝室を訪ねる彼にジョーンは愛を感じていた。

　ブルタニアとウエールズの戦が開戦されるまであと五日。日増しにジョーンの不安は、大きくなっていく。王妃として、不安は表に出してはいけないからこそ、胸の奥に黒い塊を隠していた。吐き出せるものなら吐き出してしまいたい。吐き出してしまったら、ジョーンの周りにいる人たちを困らせてしまう。

　一番、胸の中にある不安という黒い塊を抱えているのはジョーンではなく、カイトなはず。ウエールズの運命を握っているのは国王である彼なのだから。そのカイトが一切、愚痴も不安な気持ちも口にしていない。ジョーンと話すときは、いつも笑顔だ。不安な気持ちを察して、「大丈夫だ」と頭を撫でてくれる。その気持ちに応えたい。だからジョーンも、胸に蔓延はびこる黒い塊は身体の奥底に追いやって生活しようと決意していた。

　うっすらと覚醒したジョーンは、寝返りをうちながら、カイトの腕に絡みついた。

「悪い、起こしたか？」

　カイトが腰に手を置く。片目だけ開けて、ジョーンは彼の顔を見つめた。

　ベッドの脇にある燭台の光が、愛しい人の姿を映し出してくれた。

　少し頬がこけたように見える。ジョーンはこけた頬に触れ、「陛下」と呟いた。

「もしかしてジョーンから誘ってる？」

　カイトが口を緩めて笑う。はっきりした意識になったジョーンは、カイトの言葉に顔を真っ赤にさせた。両目をぱっちりと開けて、首を左右に振る。

「ち、違います！　陛下の頬が痩せてしまったように見えたので」

「最近は、ジョーンに寂しい思いをさせていたからな。出立の日まで、ジョーンを抱き続けるのもいいかもしれないな」

「陛下！」

　カイトがニヤッと笑って、ジョーンの胸に手が移動した。二つの果実の先を指で弾き、夜着の上から一つは口に含み、一つは指先で抓む。

（心配なだけなのに……）

「ああっ、んぁ」

　ジョーンの口から甘い声が零れる。

（気持ち、いいっ）

　カイトの舌先で乳首の先端に心地よい刺激を与えてくる。もう一つの先端は、強く摘まみあげられ、痛みよりも快感が背中を巡り、下腹部へと伝わる。

　蜜が繁みを湿らせ、瑞々しい太ももにまで垂れていく。

「ジョーン、乳首が固くなるのが早いな。気持ちいいか？」

「ん……だって、陛下が触るから」

　身体を反らし、「もっと触って」と言わんばかりに、カイトの眼前へと胸を押し当てる。その気はなくとも、やはり身体は反対の行動をとるのだろう。

　彼の温もりを求めて、肌が反応する。

「あまり弄り過ぎると、ジョーンのはすぐに真っ赤に腫れるだろ」

「やっん。もっと……強く……」

（陛下の指と口で、腫れさせてほしい。陛下に愛された証が残るから）

　確実に勝てるとは言い切れない、とジェイミーに言われてから、ジョーンのセックスに対する考え方が少しずつ変わっていた。ただされるがまま、言われるがまま……な夜伽じゃ嫌だと思うようになった。物足りなくなった、と言うべきかもしれない。

　カイトをもっと感じたい。カイトにもっと触れてほしい。痛くてもいいから、痕が残るようなエッチをしてほしいと思うようになった。

　ジョーンが胸の奥に隠した不安の塊が、痛みという形で一時的にでも安心させようとしているだけかもしれない。

　情事のあとの赤く腫れあがった乳首は、ドレスの布が擦れるたびに痛くなるが、嬉しさもあった。抱かれた証がここにあると思えたから。カイトが残す首筋や鎖骨、太もものキスマークもジョーンには嬉しかった。ドレスで隠れない場所に残されると、さらに喜びは増す。鏡に映った己を見た時に込み上げてくる幸福感は、今までには味わったことない快楽だ。

「もっと……」

　ジョーンは涙目で懇願して、夜着に隠されていた胸をさらけ出した。すでにピンと立ち上がっている乳首は、前回の情事の後の腫れをすこし残している。

　カイトはぷっくりと腫れている先端に優しくキスをして、首を振った。

「まだ腫れが残ってる。駄目だ」

「やっ、陛下、お願い」

「ジョーン、最近おかしいぞ？　どうしたんだ？」

　カイトが手を止めると、ジョーンの前髪をあげて額に口づけをした。ジョーンは首を振って、「もっと」と懇願を続けた。

　小さく息をつくと、カイトは枕に頭を預けて横になった。ジョーンの露わになった胸を夜着の中に収め、胸元の紐を結びだす。

「止めないでぇ」

　ジョーンは紐を結びカイトの手に触れた。カイトが困った笑顔のまま、「ジョーン」と諭すように名前を呼んだ。

　身体を起こして、ジョーンは横になるカイトの上に跨った。結んだばかりの紐を解き、緩くなった襟口から細い肩を出す。

「やっ、陛下。止めっ……抱いて」

「なぜ泣くんだ」

　ジョーンは瞼を閉じると、目尻から涙を流した。

（離れたくない。傍にいたい。もっと……）

　指で涙を拭ってくれるカイトの手にとり、ジョーンはチュッと音を立てて吸い付いた。

「抱いて、ください」

「理由を言ってからだ。なぜ泣いている？　なぜ、痛みを伴うまで求めてくる？　俺は荒々しいセックスをジョーンとしたくない」

「……だって……ごに」

「え？」

　片眉を上げるカイトに、ジョーンは渋るように視線を逸らす。

　言葉にしてしまえば、本当になってしまうかもしれない。たとえ可能性の問題であっても、必ず訪れない約束はできない。

　戦争とはいつの世もそうだ。振りまかれる死を前にして、男は戦場へ、女子供は家に置いていかれる。背を見送り、帰りを待つことしか許されていない。

　しばらくして、ジョーンは口を開いた。

「これが、さいっ……最後の、エッチになるかもしれないからです」

　祖国であるブルタニアの脅威を知らずとも、戦力差は一目見ればわかった。

　だからこそ、覚悟してしまう。

「私……変なんです。おかしく、なって」

「どうして？」

「痛くされないと」

　満たされないんです、と続けたいのに、嗚咽で言葉がかき消された。赤く腫れあがった乳首をさらに強く吸い上げてほしい。

　もっと、もっと強く。荒々しく。

　首筋や鎖骨へのキスだって、血が出るくらいまで噛みついてほしい。

（私はきっと狂ってしまったんだわ）

　痛くされないと満足しない身体なんて嫌われてしまう。面倒くさい女だって思われてしまうのに。

「陛下……こわいっ──」

　奥に追いやった黒い塊が表に顔を出してくる。不安が溢れ、涙がポロポロと流れ落ちていった。

　いつの間にか、カイトの上に跨ったまま、ジョーンは子供のように声をあげて泣き出していた。一度、堰せきを切って溢れた感情も涙もすぐには止まらない。止めたいのに、心配をかけたくないのに。ジョーンの気持ちと裏腹だ。

「戦で城を出ていったら……陛下が戻ってこないかもしれないって思うと私……私は……っ」

　カイトの胸に顔を埋めて、「怖いんです。どうしようもなく怖いんです」と呟いた。

　彼の手が背中を優しく撫でてくれると、それに反してさらに涙が溢れていく。

「ジョーンの不安に気づいてやれなくて悪かった。大丈夫だから」

「大丈夫、じゃない……！」

　ぎゅうっとさらに強くカイトに抱き着いた。

「ジョーン、苦しい」とカイトが、ジョーンの腕を軽く二回ほど叩いた。ジョーンは腕を緩めると、カイトの胸に手を置いた。

「陛下のお傍に……離れたくない」

「兵力に差があろうが、戦力が劣っていようが……優っているから絶対に勝てるわけじゃない。アルバはいつも、ブルタニアと戦う際は戦力に差がかなりあった。ジョーンは知らないかもしれないが、三年前にもエドワードⅡ世との間でジョーンとの婚約話は出ていたんだ。その時にエドワードⅢ世率いる軍と戦った過去がある。勝利したのは、アルバ軍だ。レオンの右頬に傷が残っているだろ？　あれは俺がつけた。逃げるあいつらの軍に向けて放った矢が、レオンの頬を掠めていった。殺すつもりで矢を射た。レオンが生きていても、王位継承で争いになるのがわかっていたから。父の王位を揺るがないものにするためだったが、外した」

「聞いたことが……」

「あの時は、エリザベス王太后はエドワードⅢ世側にいたんだけどな。レオンが正当な王位継承者だと言っていたが」

　カイトが懐かしそうに目を細め、笑う。

「お母様が？　反対して……？」

（嘘？　私にはとても良い結婚だって話していたのに。反対してたなんて）

「エドワードⅡ世が親父を恐れて同盟を組もうとしてたからだろ。国王派と王妃派に政治が真っ二つに割れてたんだ。国王のやろうとする政治の真逆をいつも行って、内乱を起こしてた」

「あ……この前話していた紛争……」

「ああ。アンジューからエドワードⅢ世たちが戻ってくれば、ブルタニア王ともめ事を起こすと睨んでいたからな。そのタイミングで、アルバがウエールズに乗り込めば、援軍を出す暇もなく落ちる……で、結果、落ちた」

「兄さまとレオン様がアンジューから戻ったと、悦んでいた裏側でそんなことが起きていたなんて。知らなかった……」

「だと、思った」とカイトが笑う。

「お父様が負けてお母様たちの勝利……で、兄さまが国王になったんですね」

「ああ。だが、エドワードⅢ世は王になるのを最初は拒んだ。ロジャーやエリザベス王太后の言いなりになりたくないがゆえだったんだろうが。そのせいで、ロジャーたちによってジョーンと俺の結婚が成立し、アルバとの同盟が果たされてしまった」

「私……知らなすぎる」

　ジョーンはカイトの上で瞼を閉じた。ぎゅっと胸に抱き着く。

（お父様とお母様が争ってたなんて知らなかった。陛下が、お母様たちと戦ったことも。お母様が、お父様から王位を奪ったのも……）

「少しずつ知っていけばいい。世の流れは目まぐるしく変化していく。昨日は敵だったとしても、明日には手を取り合っているかもしれない。逆に仲間だった奴が翌日には敵になり、刃を向けられるかもしれない」

「兄さまと陛下が、手を取り合える関係になったらいいのに」

「残念ながら、無理だな。戦は必ず始まる。ウエールズを足掛かりに、アルバとの戦を望んでる。エドワードはウエールズとアルバの支配。レオンはアルバの王位を狙っている限り、手を取り合うことは、まず無い」

　厳しい口調で言い切られてしまった。カイトに言われると、本当にそうなのだろう思う。開戦まであと五日。泣いても笑っても、カイトは戦のために城を出ていく。

「離れたくない」

　ジョーンは心の言葉をそのまま口にした。

　すると、カイトは柔らかな笑みを浮かべて、髪を撫でてくれた。

「お願いがあるんだ」

　ジョーンが顔を上げると、視線が重なった。にっこりと笑う彼の顔に、どうしてか不安がよぎる。

「陛下からお願いだなんて、怖いです」

「そんなに怖がることでもないさ。いつも俺がしていることを、ジョーンにしてもらいたいだけだから」

「陛下がいつもしていること？」

　ベッドの上で、ということだろうか。

　首を傾げると、カイトは指先でジョーンの身体に刻まれた愛の徴をなぞった。

「そ。ジョーンの徴を俺にも残してほしい。見える位置に」

　首筋を差し出すカイトは、誘い寄せるようにジョーンの頭を抱き寄せる。筋張った太い首筋に、くっきりとした鎖骨。近寄れば彼の香りがして──くらくらとする頭のまま、鎖骨に唇を沿わせると、ジョーンはチュウッと強く吸い上げた。

「ん、これは……くるな」

「もっと、痕を付けてもいいですか？」

　ジョーンが赤い徴を一つ、残す。

「ああ。好きなだけ付けてくれ。毎日、ジョーンの気のすむまで……」

「陛下に徴を付け終わったら、私にも付けてください。陛下の徴を」

「わかった。体中に残してやる。俺の徴を」

　ジョーンは身体を起こすと、カイトの唇を奪った。初めて教えてくれた舌を絡め合うキスを求める。自然と手を繋ぎ合った。ジョーンの甘い声とカイトの熱い吐息が混ざり合う。

（もっと……もっと、陛下を感じたい）

　お互いに徴を残し合う。吸い付くだけじゃない。まるで野生の動物のように、噛みつき合った。痛みが心地いいなんて、頭がおかしくなったみたいだった。
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「ジョーンこれ以上は我慢がききそうにないんだが」

「え……？」

　苦しそうな声を出すカイトに、ジョーンは顔を上げた。

　振り返ると、いきり立つ彼の男根が、立ち上がったまま放置されていた。ビクビクと震え、今にもジョーンを貪りたくてたまらないというように、その先から透明な汁を垂らしている。

　しかし、徴を残すことに夢中のジョーンは、少しだけ躊躇してしまった。彼とひとつになりたくないわけないが、まだまだ残したりないのだ。

「陛下、もう少し……」

「ジョーン、一回でいいから。そしたらまた、徴を付けて」

「でも……」

　繋がってしまったら、カイトを咥えたまま何度でもイッてしまう。快楽に溺れて、真っ白になって、徴を残すための体力も、意識も失せてなくなってしまう未来が容易に想像できた。

　言葉を濁し、渋るジョーンに、カイトは「そうだ」とくびれのある腰を掴んできた。

「なら、ジョーンが上のままで繋がろう。繋がったまま、ジョーンが徴を残せばいい」

「え？　そんなできな……」

　首を振ろうとすると、それすら待ってもらえず性急に、ジョーンは腰を持ち上げられ、「少し浮かせて、そう……」と誘導されてしまう。

「ん、あっ、や……」

「ゆっくりと腰を落とせ。わかるか？　ジョーンの下の口がどこか？」

　すっかり愛液で濡れた秘処にカイトの先端が微かに触れるだけで、身体に快感が駆け巡る。

「あ……ああ、んぅ。そんなのわか……ああああっ」

　わからない、と言おうとしても、身体は方法を知っている。

　それに、長すぎる愛撫でジョーンの中はグチョグチョだ。ゆっくり腰を落とす間もなく、一気に奥まで到達していた。

「や、これ……くるしっ……いつもより深い。ああ、やぁ……ああ、イッちゃう！　ダメっ、イッちゃうから……ぁ、んぅ、あぁ！」

　腰が大きくうねるように震えた。

　目の前が真っ白になり、ジョーンは背中を反らして頂点を迎える。

「あ……はっ、……ぁ、ぅ」

　いつもよりも長い痙攣だった。中がヒクヒクと動き、何かを求めてカイトを吸い上げようとしているのが、自分でもはっきりと理解できた。

（やだ……これ、恥ずかしい）

　カイトの胸に倒れこみ、ジョーンは熱っぽくなった頬を冷まし、荒い呼吸を整える。

「凄いな。下の口の噛みつきも相当だ」

「ちが……だって、いつもと違い過ぎて。陛下のが奥の奥までくるから」

　子宮の入り口まで到達しているんじゃないかと思ってしまう。

「ジョーン、身体を起こして」

「やだ……っ、また、奥まで入ってきちゃう、から」

「ほら、起きて」

　有無を言わせず、カイトが肩を押してくる。

　それだけで、また奥まで入ってくるのがわかった。身体を起こそうとすると、段々と深くなっていくのだ。穿つように蜜洞を探る彼の熱が、ジョーンを狂わせる。

「ま……待っ、て……んっ、一度、抜いて……？」

「なんで？　さっきはもっと普通に起きてただろ」

「だって、や……んっ、また……イッちゃうから。もう、……ジンジンしてきてて……ぁ」

　クイッと腰を捻るように動くカイトに、ジョーンは小さな喘ぎを漏らした。

「ちょっ、と……イッちゃうって、んっ……ぁい」

「何度でもイッていいから」

　奥手前の肉襞を執拗に掻いてやまない屹立の脈動と合わせ、彼が耳元に囁く。

「もう焦らすのはやめだ。動くよ」

「だ、め……、そしたら、陛下に徴が残せなく……ひゃあっ！」

　カイトの腰がぐんっと突き上げ、最後まで言葉にできなかった。

　子宮の入り口でジンジンとする箇所に、カイトの熱があたる。

「ここ？」

「陛下、やめ……だめ。あああ、あ、あっ。そんな……また……すぐにっ」

　容赦なく突き上げるカイトの雄を、ジョーンは全身を震わせながら締め付けた。

「ジョーンが上で腰を振るのを見たいが……振るまでに俺が持ちそうにないな」

「え？　あ……」

　まだ二度目の絶頂の途中なのに、カイトが体勢を変えた。

　繋がったまま上体を起こすと、彼はゆっくりとベッドに寝かせてくれた。けれども、優しいのはそこまで。すぐに足を大きく開かれ、また絶頂の熱が治まる前に激しい律動が始まった。

「あ、あ、あ……待っ……て。まだ、だめ、動いちゃ……」

「中がヒクヒクしてるな。三度目もすぐにくるんじゃないか？」

「やあ……そんなに、無理、だから……壊れちゃうぅ」

「壊していいんだろ？」

「ああ……んぅ、ん、ああ、壊して。陛下になら……もっと……」

「ジョーン、イキそうだ。一緒に……」

　カイトのリズムが早くなる。ジョーンの中が激しく掻きまわされ、ビチャビチャと音も大きくなった。

「陛下、ああ……なにか出そうな感じが……やだ、出ちゃう。ああああっ」
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　ビュッと何かが漏れ出たのがわかった。

　カイトの律動が止まり、白濁がジョーンの中に解き放たれた。まるで飲み物を飲むときのように、子宮が何かを吸い取るような動きをしているのがわかる。ジョーンは肩で大きく息をした。下肢の痙攣が治まると一気に全身が怠くなり、ベッドに全身を預けた。

　カイトがジョーンの中から出ていくと、またビュッと液体が飛び出した。

「え？　あっ……何かが……」

「ジョーン、これは凄い。潮を吹く女がいるとは聞いたことがあるが……ベッドがジョーンので濡れてる」

　ジョーンは身体を起こして、シーツを目にした。

「こんなに？　びちょびちょ……」

　クスクスと肩を揺らして、カイトが笑っている。ジョーンは恥ずかしくて、顔に炎がついたかのように熱くなった。

「夜着も濡れてしまったな。メイドを呼ぼう」

「陛下、待って。もう少し……」

　ジョーンはベッドから出てガウンを着ようとするカイトの腕を掴んだ。

（今夜はまだ……シタいと言ったら陛下は嫌がるかな）






　第五章






　白い鍵盤の上で、細く滑らかな指が軽やかに踊る。

　カイトの前で、ジョーンはピアノを弾いていた。出立の前に、ジョーンのピアノを聴きたいと彼が望んだからだ。窓から差し込んでくる光が、カイトをより一層、凜々しく雄々しく照らしていた。

　甲冑とマントに身を包んだカイトが、ソファに浅く座って聴いている。ジョーンは演奏を終えると、鍵盤から静かに指を離した。

　瞳を閉じて演奏を聴いていたカイトが、瞼を持ち上げる。ジョーンに微笑みかけると、立ち上がった。

「ジョーン、ありがとう。良い演奏だった」

「陛下、ご武運をお祈り申し上げます」

「ああ。ジョーンには辛い戦になるな。どちらが勝っても、嬉しくない戦いだろう。必ず戻ってくる。それまで城を守っていてほしい」

「はい。陛下」

　ジョーンは泣きそうになる気持ちをぐっとこらえて、精一杯の笑顔をカイトに見せた。瞳にうっすらと涙が溜まっていたのが知られてしまったかもしれない。

　見送る時は笑顔で、そうジョーンは決めていた。でもやっぱり、笑顔を見せるよりも泣きたくなる。

　戦のためにただじっと城で待つだけじゃなく、何かできることはあるんじゃないか。ジョーンだからこそ、できることが。

（陛下のために……私は……）

「じゃ、行ってくる」

「はい……ん」

　軽いキスを交わして、ジョーンは笑みを滲ませた。

　カイトの首筋には無数の愛の徴が残っている。濃いのから薄いのまで様々だ。

　出立までの五日間、ジョーンは毎日、徴を残していた。ほとんど離れたくないと泣いていた記憶ばかりだが、ジョーンが気を失うまで抱き続けてくれたのだけははっきりと憶えている。

　アルバ王家の紋章が入ったマントを翻し、カイトが部屋を出ていった。

「……っ」

　ドアが閉まると、ジョーンはその場に崩れ落ちていた。

　必死に作った笑顔を消し、涙を流し、声をあげた。行かないで、と我が儘を言えたらどんなに心が楽だっただろうか。

　ブルアニタとの戦に、勝ち目がないと皆が噂しているのをジョーンは知っている。それでも戦いに臨まなくちゃいけない。抵抗もなければ、ただのなぶり殺しに遭うだけだ。彼は一人の男である前に、民草を先導する一国の主なのである。

　妻であれ、その足を止めることは許されない。

　彼の背には何万もの命がかかっている。ジョーンもその例に漏れることはない。

（でも……やだ、行かないで。傍にいて……）

　ジョーンは顔を上げると、零れ落ちる涙も吹かずに走り出した。部屋を飛び出し、廊下を走る。カイトの背中を見つけると、「陛下」と大声で呼び止める。

「なん──」

　振り返ろうとするカイトに、勢いのまま飛びついた。

　ぎゅっと強く抱きしめ、カイトの頬に手をあてて、唇を重ねた。カイトの口を割り、舌を絡ませる。

（陛下に戦ってほしくない。生きててほしい）

　キスの合間に甘い声を漏らし、カイトを求める。

　強く抱きしめ返してくれるカイトは、キスに応えてくれた。熱い吐息を交わすだけで、身体が蕩けてしまいそうだった。

　チュ、と音を立てると、カイトが唇を離した。ジョーンの肩を押して、間をあける。

「見送りはテラスで。そう約束しただろ。ジョーン、必ず戻る。安心して待っていろ」

「でも、だって……」

「俺がそんなに頼りないか？」

　ジョーンは首を振った。

「なら、安心して待ってろ。約束だ」

　ジョーンの前髪に口づけして、カイトは踵を返した。

「絶対に帰ってきて……」

　涙で濡れた頬を手の平で拭き取り、ジョーンは遠ざかる彼の背中を見送った。
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「大軍で押し寄せてきやがって、あいつらは馬鹿か？」

　カイトは早朝の軍議前に、ジェイミーに向かって毒を吐き出した。

　豪華絢爛とは言えないが、国王の座る仰々しい椅子にカイトが足を組んで座っている。

　起床してから、まだ数刻。カイトは、ゆったりしたシャツに、ハイランド独自の大きいストールのような生地であるタータンを腰に巻き付けていた。

　タータンは生地の編み方で、その家の出身がわかる。カイトの母はハイランド人。マー伯という豪族だ。マー伯は水色、茶色、グレーの糸を使って格子柄に編み込まれている。カイトも母と同じマー伯のタータンを身に着けていた。

「それだけ圧勝したいんだろ」

　ジェイミーが素っ気なく答え、樽から木のカップに水を入れて、カイトに差し出した。カイトは水を受け取ると、ゴクゴクと一気飲みをして、ため息を零す。

「圧倒的に数では負けている。真正面から戦っても、負けるだけだ」

「城に戻って籠城戦をしますか？　長期戦に持ち込み、敵の兵糧を攻撃すれば……撤退する可能性はある」

「その前にウエールズの貴族が寝返るだろ。俺たちが攻めたときのように。中から城を開けられたら、俺たちに逃げ場はない」

「このまま戦っても、アルバ王国からの援軍を待ってる間に全滅する」

「籠城で時間を稼いで、親父の軍にせん滅を託すか？」

「それが一番、勝利に近いかと」

「だよな」

（親父に頼るしかないのか）

　カイトは後頭部をガシガシと掻いて、背もたれに背中を預けた。

「あちらも援軍ありきで計算された兵力なはず。そもそも、我々との戦はおまけだ。炙り出したいのはカイトⅢ世の軍だ。我が子の危機を救うために、アルバの軍を動かすことに意味がある」

「だから頼りたくねえんだよ」

（親父が動けば、またブルタニアとの長い戦が始まるだろ）

　終わりの見えない戦いは、今日を生き残ることで精一杯だった。戦場での夜は、肉体的にも精神的にもきつい。

　ハイランドの地でブルタニアと戦っているとき、日が落ちていくのが嬉しかった。一日、生き延びれたという喜びを感じられたからだ。だが、朝日が昇るのが怖かった。再び戦が始まり、父親の背を守らなくてはならない使命が、死地へと足を向けさせるから。

（やっと……解放されるかと期待してたのにな）

「駄々をこねてる場合ではないぞ。負けては意味がない」

「わかってる」

　カイトは頷き、ジェイミーから視線を外した。

　ジョーンとの結婚で、アルバに戦がなくなるだろうと考えていた。エドワードⅢ世とレオンの二人が婚姻を反対するのはわかっていたが、エドワードは国王になれば考え方が変わるかもしれない、とうっすら期待はしていたのだ。

（期待は期待でしかなかったが）

　カイトは自嘲気味に笑う。

「すごいですねえ、その……首の痣が」

　すると、ジェイミーがニヤリと口元を緩めた。カイトは首に手を当て、「ああ」とジョーンを思い出して笑顔になる。

「お前が不安を煽るから、ジョーンが泣きながら噛みついたんだ」

「事実を言っただけだ。王が戦場に出向けば、城を守るのは王妃の仕事。幼いからと、現実を知らないでいればこの先、生き残れることもないだろうに」

「まあ、そうだな。状況が状況だ。ずっと塔の中で育ってきたジョーンには過酷だろうが、乗り切ってもらいたい」

「とか言って、城にマクギルをちゃっかり残してきてるくせに。陛下はジョーン王妃には甘すぎると思うが？」

「……」

　ジェイミーが片眉を引き上げ、「なにか反論してみろ」と言わんばかりの表情をした。

　悔しいが、反論はできなかった。マクギルの戦闘能力はずば抜けている。できるなら、今この戦場に欲しい。だが、マクギル一人増えたところで、軍の危機的状況は変わらないだろう。それなら、ジョーンの命を守ってもらいたい。

「敗戦すれば、城が狙われるのは明白だ。ウエールズ貴族ではあっさりと裏切るだろう。その前に、ジョーンだけも逃げてほしいからな。彼女は隠し通路を知っている。護衛にマクギルをつけ、脱出してアルバの領土に入れば、あとはなんとかなる。あの時はジェイミーに怒られたが、使っておいてよかっただろ？」

　何かのときには必ず使える通路だ。ジョーンが知っていてよかったと今は心から思う。

「ただ二人でいちゃつきたかっただけのくせに」

　ま、そうとも言うが。とカイトは心の中で苦笑した。

　あの時、城下町に行きたいとジョーンが言わなければ、通路を使おうとは思わなかった。

　迷いを捨て、カイトは指示を出す。

「ジェイミー、親父に援軍要請を。一日、あいつらを戦場に引きつけ、夜には城に戻る」

「敵の数に圧倒されてもなお、真正面から突っ込む馬鹿な国王を演じるんだな」

「逃げると思ってるだろうからな、あちらは。籠城戦に持ち込んで、ウエールズ貴族を寝返らせる作戦なんだろ？　でなければ、数でこちらを全滅させる。どっちに転んでも、勝利しか見てないはずだ」

「もっとも馬鹿で稚拙なほうの作戦に乗ってやるわけか」

「敵には馬鹿だと思われたほうが楽だからな」

「油断と隙を作りやすくなるしな」

「ああ」とカイトは、ジェイミーと笑い合った。

　椅子から立ち上がり、背伸びをして目を細くすると、パンっと両頬を叩いて気合を入れた。

「ようやくだ」

　今夜には、ジョーンに会える。

　たった二日、会えなかっただけなのに、こんなにも恋しいとは思わなかった。

　思った以上にジョーンに溺れているらしい。ただの政略結婚だったはずなのに。まさかジョーンなしの生活がこんなにも嫌になるとは正直、想像もしていなかった。

　ジェイミーが、呆れたように息を吐く。

「ジョーン王妃陛下に会えるからって、そこまで緩ませなくても……」

「は？　緩んでない……はずだ」

　カイトは叩いてヒリヒリする頬に手を当てた。緩ませたつもりはない。

「股間がとくに」

　ジェイミーの発言に、下半身に目を落とす。べつになんともなってない。たとえ、欲望が膨らみ始めていたとしても、タータンを腰に巻いているのだ。ジェイミーにわかるはずもない。

（からかったのかよ！）

　カイトはじろっとジェイミーを睨むと、足蹴りをした。

「ちょっとは期待しただろ？　今夜、会えるって。抱けるって」

「うるせえよ。ちゃっちゃと親父に文を書けよ」

　ジェイミーが楽しそうに意地の悪い笑い声をあげた。カイトは頬に熱を感じながら、テントを後にした。
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「ジョーン王妃陛下、少しはお食べになられたほうが……」

　侍女の一人が、寝室で休むジョーンのもとに温かいジャガイモのポタージュを持ってきてくれたのは、カイトが出立してから二日たった昼下がりだった。

　だが、ブルタニア王国との国境付近で今頃、カイトはエドワードと刃を交わしているかもしれないと思うと、何も喉を通らないのだ。

　カイトには生きていてほしい。生きて、城に帰ってきてほしい。

「食欲がないの」

　侍女の好意は嬉しい。心配して、わざわざ持ってきてくれたのはわかる。けれども、朝から何もする気が起きず、ベッドから起き上がる気力もないのだ。

　昨晩、城に残ったカイトの家臣から兵力の差を突きつけられた。ハイランド人のマクギルは、今回の戦において、ウエールズ城の守護警備の隊長をカイトから命じられていた。城に残された人間で、ジョーンの次に権限のある男だ。

　城に残ったウエールズ貴族たちには、あまりいい顔をされてないが、カイトとジェイミーからの信頼は厚いらしかった。

　マクギルから、ウエールズ軍と、ブルタニア軍の兵の数を教えてもらった。

『わが軍は騎馬百名、歩兵二千名に対し、ブルタニア軍は騎馬七百五十名、歩兵九千人だと報告がありました』

　目の前が真っ暗になった。

　気が付いたら、寝室のベッドに横になっていたから気を失ったのだろう。

　差がありすぎる。万が一……という期待すら抱かせてもらえない程の兵力の差にジョーンは生きた心地がしなかった。

（陛下……ご無事で……）

　ジョーンは手を合わせると、戦場にいるカイトの命があることを祈る。

　その時だった。

　侍女が口を開こうとした瞬間、爆音が城内に響き渡った。

「きゃあああ」

　突然の爆音に驚いた侍女が悲鳴をあげ、手に持っていたスープを床に落とした。皿が割れる音に続いて、また破砕音が響き、ジョーンも耳を手で塞いで身を縮めた。

「な、に……？」

　状況を把握すべく、ジョーンはベッドから出て、窓に近づいた。再度また爆音が響き渡り、床が振動する。

（何が起きてるの？）

　見たことのない黒い煙が、城壁の向こう側から立ち昇っているのが見えた。

「ブルタニア軍よ！　ウエールズの軍が負けたのよっ。城に攻めてきたんだわ……！」

「まさか、そんなこと……」

　ジョーンの脇から窓の外に立ち上る黒煙を見たのか、侍女の一人が叫び、耳を押さえて身体を小さく丸めた。他の侍女も変わらず、一様に敗北に顔を青くしていた。

（負けた？　陛下が……？）

　違うと思いたい。

　ジョーンは靴を履くのも忘れて、裸足のまま、部屋のドアを開けて廊下に顔を出した。

　ウエールズの貴族たちが三人、早足でこちらに向かってきたのを目にする。ジョーンは廊下に完全に身体を出すと、喉を鳴らして背筋を伸ばした。

（しっかりしなきゃ。私が動揺してちゃいけない）

「今の音は何ですか？」

　貴族たちに向け、問いかける。

「砲撃です。ブルタニアの軍が城壁の向こう側に」

「ジョーン王妃陛下、ご指示を」

「え？　……えっと」

　ジョーンは言葉を失った。

（指示って……何を？）

　何をどう指示していいのか、わからない。赤毛を耳にかけると、困った表情でウエールズの貴族たちを見やる。

　戦は初めてだ。城が攻められるなど想定外の事態だ。経験などあるはずがない──むしろ、こちらこそどうしたらいいのか教えてもらいたいくらいだ。

（そうだっ！　マクギルだわ。彼なら戦に詳しい）

　混乱したこの場を正しく導いてくれる。

「マクギルはなんと？」

　ジョーンが言うなり、貴族たちの顔が曇った。

「あいつに言えば、迎え撃てというのはわかりきっている」

「迎え撃ったところで、こちらが不利なのは火を見るよりも明らかだ。ここは降伏すべきだと王妃陛下にお伝えしたく……」

「降伏、ですか」

　指示を聞きに来たはずなのでは？　と疑問が心の隅に湧き上がる。

「ブルタニアがそこまで来てるんです。ということは本隊である国王の軍はもう……全滅したと考えるのが妥当でしょう？　なら攻め込まれる前に降伏してしまったほうがいいに決まっている」

　貴族の一人にジョーンが両肩を掴まれた。ジョーンは驚いて目を大きく見開いた。

（全滅ですって……？　陛下は？）

「ジョーン王妃陛下はブルタニアの国王の妹だ。我々の先頭に立ち、降伏すれば……我々だけでも命が助かる！」

（嘘。陛下が死んだかもしれないってこと？）

　ウエールズ貴族の言葉が、もうジョーンの頭に入ってこない。

「カイト国王陛下のときも降伏して、あっさりと城を明け渡した、と」

　低い声が貴族たちよりも奥から聞こえた。

　視線をずらすと、貴族たちの隙間から、マクギルが怖い顔をして歩いてくるのが見えた。

「いや、それは……」

「なあ……？」

　ウエールズの貴族たちは痛いところを突かれたのか、ジョーンから目線を外し、素知らぬ表情を繕うように言葉を濁らせる。

　マクギルは首を振った。

「あっさりと城が落ちるから不思議だったんだ。国王が不在だったから……かとも思ったが。戦うくらいなら、さっさと明け渡して命乞いをしたというわけ、ね。誇りも名誉もあったもんじゃないなあ」

「マクギル」とジョーンはホッとした声をあげた。

（良かった……！　心細かったの）

　同じ赤毛だからなのか。目の前にいる貴族たちよりも、信頼していいと思えた。カイトが信用している男だからかもしれない。

　ジョーンは貴族たちの間をすり抜け、マクギルの懐に飛び込んだ。

「王妃陛下に邪な知恵を囁かないでよ。我が軍がそう簡単に敵の手に墜ちるわけがない。陛下は負けない。それにここは、簡単に攻め込まれない。備蓄もある。籠城し、我が軍の報告が届いてからでも遅くはないはずだよ」

　安心して王妃陛下はお部屋へ、とマクギルに導かれ、ジョーンは自分の部屋に戻った。廊下に残った彼は、貴族たちと怒鳴り声をあげて口論していた。

　砲撃と、マクギルの怒鳴り声で侍女たちがすっかり怯えている。肩を震わせ、涙目でジョーンを見つめる彼女たちの主人は、不在のカイトを除けば自分ただ一人だ。

　しっかりしなくては、と手初めに「大丈夫よ」と侍女たちの肩を抱いた。

（大丈夫。陛下はお強い……だから、大丈夫）

　不安でどうにかなってしまいそうな心に、何度も「大丈夫」とジョーンは言い聞かせた。
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　カイトは馬の腹に蹴りを入れ、加速する。

　頬を裂くような風に悪態を吐き、カイトは苛立ちを隠さずに前方を睨みつけた。

「陛下、家臣たちが追い付いてこれない。少しスピードを落として」

　ジェイミーがカイトの隣に馬を寄せ、声をかけてくる。背後を見れば、彼の言う通り、家臣たちと騎馬隊の馬がはるか後方にあった。

「いや、だが急がなければ城が……！」

「城はそう簡単には落ちない」

「わかってる」

「わかってない。単騎で突っ込んでどうにかなる問題じゃないだろ。もしものときは、マクギルがジョーン王妃陛下をアルバに連れて行ってくれる。落ち着け。急ぎたい気持ちはわかるが、家臣たちの馬の脚に合わせるんだ」

　カイトは下唇を噛んで、馬の脚を止めた。後ろの軍に目を向け、気持ちを落ち着けようと深呼吸を繰り返す。

　敵軍に予想外の動きをされた。多勢に無勢で、カイトの軍を壊滅させる気で大軍を率いてきたのかと思っていた。または、アルバ軍からの援軍を恐れてと予想していた。

　だが、それは違った。

　圧倒的な兵力の差には意味があったのだ。軍を二手に分ける必要があったからだ。彼らは、エドワードの軍と、レオンの軍に分けて戦を仕掛けてきた。

　一日目は両軍と平原で戦った。二日目に同じ場所に行けば、エドワードの軍は消えていた。戦場で見る数の少なさに不審を抱けば、エドワードの軍が早朝にウエールズ城へと向かったという報告が入った。

　開戦まもなくして、城が攻撃を受けたと早馬からの伝達もあり、カイトたちは止む無く軍を二つに分けることになった。レオン軍の足止めと、エドワード軍の迎撃に向かう二隊である。

　エドワードたちが手に入れたいのは城だ。

　排除したいのは、カイトたちアルバの人間のみ。だからこそ、こちらの殲滅を前に、城を攻めるとは思いもしなかった。城には、エドワードが可愛がる妹のジョーンだっているのだ。恐怖を煽るようなことはないと油断していた甘さが際立った。

「エドワードのほうが上手だったというわけだな」

　ややあって、呼吸を荒く乱している家臣の一人が、馬上から頭をさげた。

「陛下の足を止めさせてしまい、申し訳ありません」

「違う。俺が周りを見渡せてないからだ」

　カイトは首を軽く振ると、城のほうに目を向けた。

「これからは時間との勝負だ。レオンのもとに残してきた軍の足止めには限界がある。レオンに破られれば、我々がエドワードを城と挟み撃ちする前に、エドワードとレオンの軍に挟撃される」

　どちらにしても、先に挟みかけた方の勝ちである。

　レオンに突破される前に、エドワードの背後から襲撃する。騎馬の機動力を生かし、敵大将を早々に捕らえる。時間はかけられない。今までの戦で、エドワードが前線には出ていかないのはわかっている。隊列の最後尾にいる。

　背後からの襲撃は、エドワードの近くから攻撃ができる。昨日の戦いよりも、エドワードの首を狙いやすい。エドワードさえ捕らえてしまえば、勝利はこちらのものだろう。大将を失えば、軍を退かざるをえない。

「昨日の戦況より不利だが、勝利の可能性は今日のほうが高い。狙うは、エドワードⅢ世の首のみ。雑魚に時間はかけるな」

　ジェイミーがにやりと勝ち誇った笑みを浮かべ、家臣たちに声をかけた。

　皆が頷き合い、表情が一気に引き締まった。






　第六章






　半日過ぎても、砲撃の音は定期的に聞こえた。

　間隔が狭まっているような気さえした。城門は大丈夫なのだろうか。あちこちから黒煙が上がっているのが見えて、崩れてしまったのではないかと不安になる。

　ジョーンは侍女たちとピアノの横で肩を寄せ合って、お互いの不安を分かち合うように床に座っていた。手を取り合って、ただ祈るしかできなかった。

　ドアのノック音が聞こえると、マクギルが入ってきた。ジョーンの前で膝を折ると、「陛下から報告が入りました」と口を開いた。

「陛下は無事なのですか？」

「ええ。ご無事です」

「良かったあ」とジョーンは胸に手をあてて、声をあげた。嬉しさで自然と目に涙が溜まる。

（生きてる。陛下は、生きてる）

「ジョーン王妃陛下、あちらで少しお話が」

　マクギルが視線を部屋の隅へと動かした。侍女たちにあまり聞かれたくない話なのだろうと理解し、「大丈夫よ」と侍女たちに言いながらジョーンは立ち上がる。

　戦の状況があまり芳しくないのかもしれない。ただでさえ砲撃の音で不安は日に日に増している。これ以上、不安や恐怖を煽りたくないのだろう。

　ドアの前を通り過ぎ、部屋の隅に行く。ジョーンが振り返ると、マクギルは侍女たちに背を向けて立っていた。口の動きで会話を読み取られたくないのかもしれない。

「お話とはなんでしょうか？」

「良い報告ではないので、気を静めてお聞きください。くれぐれも侍女たちに悟られないように」

「はい」とジョーンは頷いた。

「陛下の軍は二つに分隊しました。一つは、レオン軍の足止め。もう一つは城に攻撃するエドワードⅢ世の軍への奇襲攻撃。陛下は今、エドワードⅢ世と戦うべくこちらに向かっていますが……」

　マクギルが言葉を止め、言いにくそうな表情になる。ジョーンは胸の奥がぐっと何かに掴まれたような息苦しさで、呼吸が浅くなった。

「マクギル、言って。取り乱さないから」

「勝利する可能性はごく僅かだと思われます。レオン軍の足止めのために残った兵はわずかばかり。全滅は免れません。稼げる時間も数刻のみ。背後から陛下の軍へと侵攻するでしょう。陛下の軍がエドワード軍に奇襲をかけ、城からの攻撃と挟み撃ちにできたとしても、早々にエドワードⅢ世を捕らえられなければ……」

「逆に陛下が、兄さまとレオン様の軍に挟まれる」

　マクギルは首肯する。

「ええ、その通りです。そうなれば、陛下の命はもう……」

「陛下は、僅かな可能性にかけていると？」

「アルバへの援軍要請はすでにできています。城への攻撃を聞き、陛下はジョーン王妃陛下を想い、挟み撃ちをする覚悟を決めたようです」

「私を想って？　私を想うなら……城に戻ってきてくださるのが一番です」

「ウエールズ貴族を信用してないからでしょう」

　マクギルが寂しそうに微笑んだ。今朝の一件をハッと思い出した。

　ウエールズ貴族たちはやたらと降伏したがっていた。ジョーンがエドワードⅢ世の妹だから、降伏すれば自分たちの命は助かると言っていた。

「ウエールズ貴族たちが『降伏』すると陛下も考えているということですか？」

「数十年のウエールズ国の過去を知っていれば、陛下でなくてもおのずと答えが出ます。陛下が城へ戻り、援軍が来るまで籠城する策もありますが。勝手に降伏されては使えません」

「それよりも可能性は低いけど、確実に勝敗がわかる奇襲に賭けると？」

「はい。その件で、陛下からの命令があります」

　命令ですか、とジョーンはマクギルの言葉を繰り返す。

　あまりいい気分じゃないのは、勝率の低い作戦をカイトが行おうとしているからだけじゃない気がする。きっとよくない知らせをマクギルが持ってきていると確信してしまったからだ。

　彼から文を受け取ると、ジョーンは手早くたたまれていた文を広げた。

『ジョーンへ。初めての文が情緒のないものになってしまって申し訳なく思う。詳しい事情はマクギルから聞いているだろう。ジョーンは前に使った隠し通路を使って城を出てほしい。マクギルがアルバの領土まで守り、連れていく。俺もすぐにアルバの領土に向かう。そこで再会しよう。ジョーン、愛している。カイトⅣ世より』

　ジョーンはカイトの文を握りしめた。

（戦況が良くないのに、私だけ逃げる？）

「マクギル、お願いがあるの」

「お断りします」

「え？　まだ何も言ってな……」

「エドワードⅢ世のところに行きたいとおっしゃるのでしょう？　不利になればなるほど、王妃陛下は兄のもとに行きたがるだろうとカイト国王陛下から聞いています。絶対に行かせるな、と強く命じられているので、承知できません」

　カイトに行動がすっかり読まれている。だが、エドワードを説得できるのは自分しかいない。それなのに、どうして行かせてくれないのだろう。説得が上手くいけば、戦自体が終わるのに。

　カイトが戦わなくてよくなるのに、どうして許してくれないのだろうか。

　あえて勝利の可能性が薄い奇襲攻撃をするより、利用してくれたほうが嬉しいのに。

「ここは危ない。侍女の方々は安全な場所へ移動しましょう」

　ジョーンから離れ、マクギルが少し大きめの声を出した。

（危ないなんて嘘だ）

「王妃陛下は……？」

　侍女の一人が心配そうに声をかけてきた。

「王妃陛下は、我々の軍議に参加する。国王陛下が不在の今、わが軍が頼れるのは王妃のみ。さあ、廊下にいる僕の家臣が安全な部屋へ連れていくから」

　手を繋ぎ合い固まっている侍女たちを立たせると、マクギルは女性たちの背中を押す。ドアが開けば、廊下には甲冑を身に着けた家臣が数名、待機していた。彼らに守られるように侍女たちは廊下に出ていく。

　ゆっくりとドアが閉じる。閉まる直前、マクギルが家臣とアイコンタクトしていた。

　振り返る彼に、ジョーンは尋ねる。

「全員を助け出す方法は……一人だけ逃げるなんて駄目よ」

「これが一番の安全策です。城が墜ち、エドワード軍が雪崩れ込んできたとしても、侍女たちの命は取られることはないでしょう。もともとウエールズにいた人間だ──アルバの国境に近いウエールズ城をエドワードは拠点にしたいはずです。アルバの人間を殺すことはあっても、ウエールズ人は殺さない。大事な戦力になるからです。うっかり侍女を殺せば、その娘の貴族の親が黙ってないでしょう。反感を買い、兵力を欠くことはしたくないはず。だからこそ、大事にすべきは我々の命でしょう。さあ、コートを着て、すぐに城を脱出します」

　ベッドの横にある椅子にマクギルが手を伸ばした。砲撃の前、侍女たちと散歩をしようと用意していたコートとストールが椅子に掛かっていた。

　ジョーンはコートに袖を通し、ストールを首に巻き付ける。首に無数についている赤い徴がストールに隠れると、ジョーンは鏡に映る自分を眺めながら寂しい気持ちになった。

「王妃陛下の髪は目立ちます……こちらを」

　そう言うと、カイトが使うタータンをマクギルに頭から被せられた。ふわっと、カイトの匂いが香り、涙が出そうになる。

　しかし、マクギルと一緒にアルバに行けば光が見える。

（そうすれば、陛下にも会える）

　ジョーンは不安な心を奥に押しとどめると、意を決して前を向いた。





　　　　◇◇◇






「な……ん、だと？」

（エドワードじゃないっ）

　ブルタニア軍の最後尾にあった軍中枢部を壊滅できたと思った。背後からの奇襲により、崩れた隊列の隙間から、アルバ得意の機動力で中に入り込んだ。ひと際豪華な甲冑を身に着け、逃げ出そうとしている指揮官を見つけ、追い詰める。

　甲冑の男を蹴り倒し、馬乗りで兜を取れば──だがそれは、エドワードⅢ世ではなかった。

　影武者が、勝ち誇った笑みを浮かべた。

「クソッ！」

　奪った兜を地面に思い切り叩きつけ、カイトは吐き捨てる。腰に佩いた短剣を引き抜き、影武者の喉仏に刃を当てた。

「エドワードはどこにいる？」

　怒りで腕が震えていた。一刻も早く決着をつけなければいけない。レオンが背後にいる。挟み込まれる前に、エドワードを捕えなければ。

「敵軍に、軽装で乗り込んでくるとは。やはり、ハイランド人は馬鹿だな」

　くくくっと影武者が楽しそうに笑いだす。背後で何かが動く衣擦れが聞こえた。ザっという音の後に、男のうめき声が聞こえ、今度はカイトがニヤリと笑った。

　カイトの背後を取れたと剣を振り上げたブルタニア兵をジェイミーが切り捨てたのだろう。

「甲冑に身を預けていては、機動力に欠けるからな。お前とも出会えなかった。さあ、吐け。お前を守るものは居ない。エドワードはどこだ」

「陛下、危機を感じなければ人は吐かない」

　ジェイミーが血のついた長剣を真下に向け、影武者の太ももに向けて下ろした。甲冑の隙間にするりと長剣は入りこみ、男の肉を切り裂いた。

　影武者の叫喚が響く。

「俺と違ってジェイミーは容赦しない。命を落としたくなければ、吐いたほうがいいぞ」

　影武者がフッと笑って、カイトの顔に向かって唾を吐きだした。カイトの顔が濡れると、ジェイミーが剣を引き抜き、同じ傷口に向けて刃を入れた。

「同じ場所は痛い。大きく開いた傷口から血が噴き出たのがわかるだろう？　この量なら、致死量も近いな。早く吐いたほうがいい」

　カイトは目を細め、憐れんだ表情を見せた。首に突きつけた刃に力を入れ、薄皮一枚をうっすらと斬ってみせる。

　薄皮といえども、さくっと斬れる感触はあるものだ。影武者の顔が強張り、目に涙を見せた。

「エドワード様は……ジョーン様を迎えに……」

「は？」

「ウエールズの貴族が隠し通路が城にあると情報を……くっ、ただ詳しくは奴も知らないらしく……。だいたいの大まかな出口付近しかわからない、と。あああっ」

「もういい、撤退だ」

　ジェイミーがさらに奥まで長剣を差し込み、耐え切れず影武者は叫んでいた。

（やはり。隠し通路の情報は持っていた、か。ウエールズ人め。あっさりと寝返りやがって）

　ちッとカイトは舌打ちをした。

　血に濡れた影武者から離れ、短剣を腰に戻す。背を向けると、男の悲鳴が途絶えた。ジェイミーがとどめを刺したのだろう。

　その瞬間、『ウエールズ城、開門！』と大声が聞こえ、ほら貝の笛の根が鳴り響いた。エドワード軍の前方で、戦況が動いたのだろう。

「くそっ。最悪だ」

　カイトは愛馬に跨った。

「レオン軍の足止め部隊、全滅です。挟み撃ちにすべくレオン軍もこちらに向かっていると」

　カイトの家臣が早馬からの情報を伝えてくれる。

「時間切れか。ジェイミーの部隊以外すべて、アルバの国境へ向かえ。レオン軍を引き付けておけ。ジョーンと合流したのち、我々もアルバに向かう」

（もう……城には戻れない。アルバに戻ろう）

　カイトの命を受けて、隊は二手に分かれた。

「諦めないとは」

「上手くいけば、エドワードの首も取れるだろ」

　馬を横に並べ、苦笑するジェイミーに、カイトはニヤッと笑って片目を瞑って見せた。

「ったく。親父譲りのその粘り強さ……どうにかしてもらえないかなあ」

　ジェイミーが嫌味っぽく言いながらも、楽しそうに鼻で笑う。二人は目を合わせると、同時に馬の腹に蹴りを入れて走り出した。向かうはウエールズ城西側の森。そこからジョーンとマクギルが隠し通路から出てくる。

　エドワードはまだ詳しい位置を知らない。カイトたちは知っている。まだ希望はある。

　城は失っても構わないが、ジョーンは失いたくない。ジョーンと会える可能性があるならば、それに賭けたい。
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　隠し通路を抜け、二度目となる森に足を踏み入れた。

　マクギルの背後につき、ジョーンは後を追いかけるように歩く。一度目は、出口で待っていたジェイミーに怒られたのを思い出し、胸がキュッと痛くなった。あの時はカイトと初めて気持ちを確かめ合った日だった。互いに「愛している」と伝えあって、楽しく城下町を歩いたのに……。

　二人でしばらく森の中を歩くと、前もってマクギルが用意したと思われる馬が姿を現した。

　ロープで木に繋がれる馬のたてがみを彼は撫でると、「頑張れよ」と声をかける。

　だが、それまでだった。

「──動くな」

　と突然、木陰から十数人の男たちが姿を現したのだ。

「森の中に不自然に繋がれた馬が居たから、気になって張っていれば……やはり、な」

　聞き覚えのある声に、ジョーンは顔を動かした。

「兄……さま？」

　兜をつけていない甲冑姿のエドワードが、馬に乗ったままの状態でゆっくりと近づいてくる。

「ジョーン、無事でよかった！」

　エドワードが満面の笑みを浮かべ、馬から降りてくる。マクギルが腰に手を動かそうとすると、囲む男たちの切っ先がマクギルの喉元に突き出された。

「動くな、と言ったはずだ。カイトの腹心の部下。貴様には、カイトに伝言を頼みたいのだ。無暗に動いて、殺したくはない」

　エドワードがニヤニヤと笑っていた。

「……陛下に、何を？」

「結婚の破棄だ。そもそも正当な結婚ではなかった。ジョーンは返してもらう、とこいつには報告してもらわないと」

「それは嫌です、兄さま」

　ジョーンが叫ぶように否定した。

（陛下と別れるなんて嫌っ。正当じゃないというなら、正当じゃなくていい。結婚したもの。私と陛下は。神に誓ったの。離れたくない）

「王妃陛下、僕は一つ嘘をつきました」

　マクギルがジョーンに振り返ると、優しく微笑んだ。

「マクギル？　何を言い出すの？」

「今朝届いたと伝えた陛下の文、あれは嘘です。戦に出る前にはもう……あの文を受け取っていました。戦況に応じて、渡すように、と。あと一つ、伝えてないこともあります。敗北が決定した場合、ジョーン王妃陛下を速やかにブルタニア王に引き渡せ、と」

「敗北してない！　陛下は生きてるって」

　ジョーンはマクギルの腕を掴んで反論した。

「こうも言いましたよね？　レオン軍とエドワード軍に挟まれたら、陛下のお命はもう……とも。ここにエドワードⅢ世がいるということは、陛下の作戦は失敗。敗北は確定です。軍の総指揮者であるエドワードⅢ世を捕らえられなかった時点で、我が軍の勝利はありません。さあ、すみやかにブルタニア側へ」

「嫌よ、陛下のもとに……」

「さあ」とマクギルに腕を掴まれ、ジョーンはエドワードのほうへと押し出された。

（やだ、戻りたくない。私はアルバに行きたい。陛下の近くに……。きっと陛下は生きてる。アルバで会えるのに）

「マクギルっ！　やめっ……」

「ジョーン王妃陛下のお命だけは」

　マクギルの腕が離れると同時に、反対の腕をエドワードに掴まれて引き寄せられた。

「当たり前だ。可愛い妹だ。傷つけるわけがない」

　とエドワードは口を緩めると、剣を引き出して、マクギルの足を斬りつけた。

　マクギルは顔を痛みで歪めると、その場に崩れ落ちた。

「兄さま、やめて！　マクギルっ、マクギル！」

　ジョーンはマクギルの傍に行こうと足を出すが、エドワードに腕を引っ張られて引き戻された。

「命は助けてやる。カイトが生きていたら、伝えるんだな。結婚は無効だ。ジョーンはもう、お前のものじゃないと」

　ははは、とエドワードが笑い声をあげた。彼に強く肩を掴まれ、無理やり馬のほうへと連れていかれる。

（嫌よ、私はマクギルと一緒に……。陛下のもとへ）

「兄さま、やめて。お願い……」

「ああ。やめてやる。ジョーンが戻ってきたんだ。戦は終わりだ」

　ジョーンはぎゅうっとエドワードに抱きしめられた。

（違うの。お願い、私を陛下のもとに……）

「あの男、好きに料理していい」

　ジョーンを馬に乗せ、二人乗りしたエドワードが家臣に小声で命令を下した。

「兄さま？」

「伝言などどうでもいい。殺せ。どうせカイトⅣ世も生きてはいまい。我が軍とレオンの軍に挟まれて、生き残れるはずもないからな。少人数のハイランド人など、ハエと一緒だ」

「陛下はハイランド人じゃありません」

「アルバのローランド人だろ。大差などない。所詮、ハエだ。虫けらだ。野蛮人が」

（違う。陛下は野蛮人じゃない！　素敵で素晴らしい人なのに）

　ジョーンの目から涙が溢れてきた。カイトは生きていると思いたいのに。マクギルだって、殺さないでほしい。アルバの人たちは温かい人たちばかりだった。

　どうして、エドワードは話を聞いてくれないのだろうか。

「もう泣く必要はないからな。もう、どこにも行かなくていい。ずっと怖い思いをしてきたのだろう？　大丈夫だ。ジョーンを怖がらせる野蛮人はもう居ない」

　後ろからエドワードに強く抱きしめられた。瞬時に、ジョーンは違うと思った。欲しい温もりは、これじゃないと身体が否定していた。
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　森の中の惨劇を目の当たりにし、カイトは瞳を閉じた。

　血の匂いに、鼻がもげそうだ。口呼吸に切り替え、ぐったりと木の根元に寄りかかる腹心に近づく。

「……遅かったか」

「もうし……わけ……」

「マクギル、喋るな。エドワードの部下を十数人やったのだ。十分な成果だ。エドワード軍の兵力を削いだ。それだけ勝ちが近づいたということだ」

　カイトの言葉に、マクギルが鼻を鳴らす。

　呆れているようだ。笑う力があるなら、大丈夫だろう。

　たった十数人を殺したところで、兵力の差は縮まらない。後手には変わらない。

「無傷でジョーン王妃陛下を、エドワードに……。最終手段だったのに。粘れば……よかった、かな」

「ジョーンが無傷ならそれでいい。後のことを考えよう」

　カイトはマクギルの肩を優しく叩いた。

　後悔している時間はない。次の手を考えなければ。

　立ち上がると、カイトはジェイミーと目を合わせた。

「まずはアルバに戻る。親父の兵を借りて出直す」

「この兵力の差では、立て直しは無理です。ウエールズ城はもう、エドワードの配下だ。一度、アルバに戻るのがいい。出直すまでもなく、ブルタニアはアルバに突っ込んでくるだろう」

「陛下……」

　とか細い声が割って入った。

「マクギル、もう俺は王ではない。陛下と呼ぶな」

「カイト様……エドワードからの、伝言が……『結婚は無効だ』そうで……それと、我々のことを『ハエ』、と……」

「笑えるな」

「笑ってないくせに」

　ジェイミーが間髪いれず、突っ込みをいれる。

「俺は独身だったのかあ」とカイトは笑い、「さしずめ敵軍のお姫様に恋して、禁断の愛に溺れる馬鹿王太子ってところか？」と冗談を言う。

「うわ……、貴族の娘たちが……こぞって好きそうな物語、ですね」とマクギルが苦笑した。

「そういう物語はたいてい悲恋で終わるのが多い」

　ジェイミーが冷たい視線を送ってきた。馬鹿げた話をしている暇などないのに、と言いたげだ。

「それは困る。恋愛成就してもらわないと」

「カイト様次第、かと」

「なら、行動あるのみ、だな。マクギル、休んでる暇はなさそうだ」

　マクギルに手を差し伸べる。

「死ぬにはまだ早いぞ」

　手を握り返す彼は、「ご冗談を」と鼻で笑う。

「カイト様の到着までに……十分、休ませていただけたので……大丈夫です」

　震える膝に、その発言が強がっているだけなのがわかった。

　よろよろと立ち上がる腹心に肩を貸し、カイトは前を見据えた。

（ジョーンは必ず取り戻す）






　第七章






　ウエールズ城を落としたエドワードⅢ世は、城の守りに兵の半分を置き、カイト軍敗走の追撃をしているレオン軍と合流した。

　日は沈み、ウエールズ領地内で野営となった。カイト軍もさほど離れていない場所で、陣営を構えているらしい。

「カイトⅣ世が生きているとはどういうことだっ！」

　本陣に到着したエドワードⅢ世が不機嫌さを前面に出し、レオンにいきなり怒鳴りつけた。

　ジョーンは馬から降りるなり、エドワードⅢ世の腕の中にすっぽりとおさめられている。距離を開けたいのに、離してくれないのだ。

（でも、陛下が生きてるのが聞けたのは……よかった）

　エドワードにも、レオンにもわからないように下を向き、ホッと息をつく。

　ブルタニア軍の陣営に入るなり、カイト生存の報告がエドワードに届けられたのだ。ジョーンの耳にも入り、心から嬉しかった。でも顔に出せば何を言われるかわからない。

　込み上げる喜びを胸にしまい、暗い顔をしたままにする。

「ジョーン、よかった。無事に……」

「待て。カイトが生きていると報告があった。どういうことだ、と聞いているんだ」

　レオンが手を伸ばし、ジョーンに触れようとする間際、エドワードが身体をよじり、触るなと怪訝な顔をする。

　睨みあうようになる二人は沈黙し、やがてレオンが言った。

「カイトにはまんまとしてやられたとしか言えない。少人数のハイランド人で、我々の侵攻を食い止めさせ、城侵攻のエドワード様の軍へと奇襲。我が軍が到着前に、すでにカイトの本陣は戦線離脱。隊を分けて、アルバ領土へと敗走した。一説によれば、隠し通路を使って出てくるジョーンを迎えに行ったとか、という報告もありました」

「なに？」とレオンの報告に、エドワードの顔が曇った。

（陛下が迎えに来てくれてた？　もしかしたら……会えてたかもしれなかった）

　ジョーンはキュッと胸が苦しくなる。会いたかった。どんな形でも、カイトの顔を見たかった。もう少しあの場に居たら、カイトと会えていたかもしれない。そう思うと、心臓が早鐘を打った。

「おい、残してきた兵は戻ってきたのか？」

　エドワードが振り返って、背後にいる家臣に問いかける。

「何も連絡はありません」

「くそ。あの場に向かっていたとしたら……兵はカイトに殺されてる」

　エドワードがチッと悔しそうに舌打ちをした。

「まあいい。明日にはすべてが終わる。カイトの軍に明日の戦場を伝えておけ」

「逃げるのでは？」

「奴は逃げないさ。ジョーンを戦場に連れていくと書いておけ。姑息な手を使ってでも、取り戻しに来るさ」

　カイトを小馬鹿にしたようにエドワードが笑う。

　兄の態度に、ジョーンは怒りを覚えた。カイトを馬鹿にしてほしくない。彼はジョーンにとって大切な人だ。最愛の夫だ。カイトがいなければ、今のジョーンはない。何も知らない無知な少女のままだった。

　外の世界を教えてくれたのはカイトだけ。優しく抱きしめてくれるのもカイトだけだ。

『ジョーン』とカイトが呼ぶ声が耳の中で蘇ると、ストール代わりに肩に掛けていた彼のタータンをぎゅっと握りしめる。

「さあ、テントに行こう。腹が減っているだろ、ジョーン。可愛い妹の帰還だ。食事は豪華にさせるように伝えておく。どうせ、ハイランドの野蛮人の食事は粗野なものばかりだったろう？」

「そんな、こと」

「そんなこともあるさ。擁護しなくていい」

　口を開けば嫌味ばかりの兄に腰を引き寄せられ、ジョーンは歩き出す。

（兄さま、馬鹿にしないで。陛下も、ハイランドの人たちもみんな悪い人たちじゃないのに）

　ジョーンは心が痛かった。苦しかった。あんなに大好きだった兄なはずなのに。今は好きじゃない。カイトを野蛮人扱いするエドワードに怒りさえ湧いてくる。

（陛下に会いたい。陛下と一緒に居たい。陛下の温もりが恋しい）

　ジョーンはエドワードの胸の中で息を殺し、涙を流した。
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「エドワード様、今なんと？」

　レオンが眉間に皺を寄せて、聞き返した。

　ジョーンは、エドワードのテントで夕食を共にしていた。テント内には、エドワードとレオンがいる。パンと肉、スープとワインが並べられ、ブルタニアの懐かしい味が口の中に広がる。が、美味しいとは思えなかった。

　目の前にカイトが居ないから、食事さえも味気ないのだ。カイトがいるだけで、食事も何気ない日常も楽しかった。カイトの笑顔が素敵で、いつまででも見ていたいと思っていた。

　ジョーンはため息をつくと、パンを置いた。食欲が湧かない。食べたいという気にならない。

「お前がつまらないことを聞き返すから、ジョーンが暗い顔になったじゃないか」

　レオンを睨むエドワードの言葉にハッとして顔をあげると、ジョーンは無理やり笑顔を作る。

「違うんです。すみません。大切な話をしているのに、私ったら……」

　慌ててパンを手に持つと、小さく千切って口の中に入れた。パサパサのパンが口の水分をもっていく。喉に張り付くような感じがして、ワインでパンを強引に食道へと流し込んだ。

「何度も言わせるな。明日、戦に決着がつき次第、ブルタニアに戻ると言ったんだ」

「ちょっ……話が違う。カイトを殺し、ウエールズの城を拠点にしてアルバに侵攻するのでは？」

「ああ、いつか、な。すぐにとは言っていない。ジョーンは疲れている。したくもない男のもとに嫁ぎ、今の今まで我慢を虐げられる生活をしてきたのだぞ？　お前はジョーンに安らかな生活を送らせてあげたいとは思わないのか？　このまま、戦続きでジョーンが本当にゆっくりと生活できると思っているのか？」

　そんなこともわからないヤツだったとは、とエドワードが呆れたように肩を落とす。

（私、虐げられてない。今のほうが、ずっと苦しいのに）

「兄さま、陛下を殺さないで。お願いです。殺さないで……」

　ジョーンはパンをテーブルに置くと、椅子から立ちあがり、エドワードの足元に膝をついた。エドワードの膝に手を置くと、目に溜まった涙が頬を伝った。

「ジョーン？　どうした？」

「兄さまにとっては敵で、野蛮人かもしれません。でも……私にはとても優しい人なんです。だから……殺さないで。お願い……。明日は戦ってほしくない」

　ジョーンは首を横に振った。結い上げた髪が乱れるのも気にせずに。

（陛下だって、戦いたくないはず）

「ジョーンの美しさに、カイトも……てところか」

　エドワードがクスクスと笑った。ジョーンの白い頬に触れるエドワードは「わかった」と簡単に返事をする。

「明日はあいつを殺さないでおく。だが、明日だけだ。アルバ侵攻の際にはわからない。それにジョーン、あいつには二度と会わせない。いいな」

「はい。会えなくても……。生きててくれればそれで……ありがとう、兄さま」

　ジョーンは兄の手に頬を寄せて、涙を零した。

（会えなくても……いい。陛下が無事にアルバに戻れるなら。この状況で、陛下を守れるなら）

　ジョーンは鼻を啜りながら、笑顔を作った。陛下の命を守れるなら、嫌いになりかけているエドワードにだって笑みを作れる。

「ジョーンは素直で可愛いからな。野蛮人も手荒い扱いはしなかったようだな。さすがは俺の可愛いジョーンだ」

　フッとエドワードが目を細めて笑うと、ジョーンの頭にキスを落とした。
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（陛下……どうか無事で。アルバに……）

　ジョーンはエドワードの計らいで、テントを一人で使わせてもらえた。

　まるでロドン塔での生活が、そのままテントに移動してきたかのような内装だった。テーブルもソファも黄金に輝いている。ベッドも天蓋付きだ。設営するのが大変だっただろう。ウエールズ城での……というかカイト好みの華美でない家具のほうが落ち着ける。これでは目が眩しく、なんだか気持ちも穏やかじゃない。ジョーンにとってカイトとの生活が素晴らしかったから、今の空間は居心地が悪かった。

　夜着姿になり、身体をカイトのタータンで包み込む。微かに香るカイトの匂いが、心を安心させてくれるようだった。同時に寂しさと息苦しさも感じ、もう会えないと考えるだけで寒くはないのに身体が震えた。

『ジョーン』と優しい声で名前を呼ばれ、赤毛を指に絡める陛下にもう会えないのだ。タータンの中で膝を抱えて小さくなると、ジョーンは声を殺して泣いた。タータンの生地に、ジョーンの涙が沁み込んでいく。

（陛下は今ごろ、なにをして過ごしているのだろう？）

「陛下……会いたい。寂しいよ」

「そんなに？」

　少し離れたところから声がして、ジョーンはハッと顔を上げた。テントの入り口にレオンが怖い顔をして立っていた。

「レオン様……」

　ジョーンはタータンで首元を隠した。ドレスを着ていたときは、スカーフで首を隠していた。野蛮人とカイトを罵る二人には絶対に首にある無数の徴は見せられない。いや、見せたくない。この徴は、ジョーンとカイトが愛し合った徴だ。

（入ってこないでっ）

　レオンは不機嫌に声を荒げた。

「なぜ、カイトの命を助けたがる？　エドワード様に頭を下げてまで守りたい命か？」

　レオンはずかずかとテント内に侵入してきた。タータンをぎゅっと強く握りしめて、首と胸元を今一度しっかりと隠し、ジョーンは口にする。

「陛下は……夫ですから」

「結婚自体、無効なはずだが？」

「兄さまが無効だと言ったとしても、私は嫁ぎました。神の前で、誓いました。陛下は私を愛してくださいましたし、私も……」

　愛してます、と続けようとして、ぐっと肩を掴まれ、言葉が止まった。

「勘違いだ。ジョーンは俺と婚約をしていた。結婚するのは俺であって、カイトじゃない。あいつは、王の居ないアルバで勝手に王だと名乗りをあげた男の……」

「わかってます！　陛下に教えていただきました。それでも私は、陛下が好きです。愛してます……勘違いじゃないんです。傍にいたい……陛下に、会いたい」

　ジョーンは身体をますます小さく丸めると、涙を溢れさせ、嗚咽を漏らした。

　すると、レオンは苛立ちを隠せないように、息を吐いた。

「陛下、陛下って……お前は私のものだっただろうが……！」

「あ──」

　肩をさらに強く掴まれると、ジョーンは押し倒されていた。

（えっ？　何を……）

　ジョーンは抵抗する間もなくベッドに横にされていた。細い両手首を暴れないように握られ、頭の上に押し付けられる。

　身体に巻き付つけていたタータンがはだけ、首と胸元が露わになった。

「……んだ、これ」

　レオンの目が怒りで細く吊り上がった。

　ジョーンの首や鎖骨、胸には無数の赤い徴──キスマークが残されている。薄いのから濃いのまで、毎日、カイトに愛された証がレオンの視界に捉えられていた。

「レオン様、やめて……見ないで」

　ジョーンは泣きながら、レオンから顔を背けた。だが、彼は無言のまま、話を聞いてくれない。むしろ何かにとり憑かれたようにジョーンの身体を見つめていた。自然な手つきで、片手でジョーンの手首を押さえつつ、反対の手で夜着に指をかける。

「やめ……て。嫌だ！」

　さっきよりもはっきりした口調で、ジョーンは拒否の姿勢を見せた。だが、レオンの手は止まらない。胸元の紐を緩めれば、張りのある胸が外に出た。二つの膨らみにも徴はしっかりと残っている。

　レオンの手は胸から夜着の裾へと動いた。慣れた手つきで、裾を捲り上げればジョーンの太ももが外気に晒される。白い柔らかな大腿にも、カイトの愛の徴が数多く点在している。

「なんて奴だ」

「いやっ！　やだ、やめて！」

　悪態をついて、足を無理やり抉じ開けようとするレオンに、ジョーンは抵抗する。

　力の限り身体をねじり、足をばたつかせようとするが、男のレオンには何の抵抗にもなっていないようだった。

　ジョーンの足をもっと広げようと、レオンの押さえつけている手が離れる。ジョーンは今がチャンスだと思い、レオンの肩を思い切り押してバランスを崩れさせると、その隙にベッドから飛び出した。レオンと距離を空けて立ち、乱れた呼吸を整えようと大きく肩を上下させる。

　ジョーンは襟ぐりが大きく開いた夜着をしっかりと掴んで、胸元を隠した。

（やめて。陛下以外の人に触れてほしくない。気持ち悪い。こんなの、嫌だ）

「レオン様、どうして……」

「『どうして』だと？」

　ベッドの上で崩れた体制を整えたレオンが、眉間に皺を寄せてジョーンを睨んだ。

　ジョーンは恐怖で、身が震えた。前は優しかったのに、目の前にいるレオンはやはり何かに憑りつかれたみたいに別人のようだった。

　以前は睨んだりしなかったのに。ジョーンに怒りをぶつけようとはしなかったのに。

　レオンは言った。

「何も知らない振りをするな。カイトから全てを聞いたのだろ？　いろいろ、と」

「全てなんて……でも、私の知りたいことは教えてくれました」

　ベッドから降りたレオンが肩を掴もうとしてくる。彼の手をすり抜け、ジョーンは右に数歩離れると、恐怖を抑えて声を出す。

「レオン様、なぜ……こんなことを」

「抵抗するなっ！」

　さらに逃げようとするジョーンに、レオンの平手が頬に入った。パチンと乾いた音が響くと、頬がジンジンと痛みだす。

　ジョーンは腕を掴まれると、関節が抜けるんじゃないかと思うくらいの強い力で引っ張られ、ベッドへと投げつけられた。

「『どうして』だの『なぜ』だの、と。前のジョーンは言わなかった。聞き分けのいい少女だった。一歩引き、場をわきまえて静かに微笑んでいた。理由を知りたいなら言ってやる。ブルタニアに戻ったら、俺たちは結婚をする。ジョーンは俺の妻になるんだ。ずっと……何年も前から決まっていたことだ」

「私は陛下と結婚を……」

「それは無効だと言ったはずだ」

　レオンの唇が近づいてきて、ジョーンは手で口元を隠した。

（やだっ。キスしたくない）

「抵抗をするな、と言っただろ」

　ジョーンの頬にまた痛みが走った。痛みでジョーンの瞳に涙が溜まる。

（負けたくない）

　ジョーンは目をカッと大きく見開くと、涙を溜めたまま、レオンを睨みつけた。

「抵抗します！　私はカイトⅣ世と神の前で誓い合ったんです。レオン様とは結婚しない。私の夫はただ一人です。カイトⅣ世だけ」

「この女……ブルタニアまでは我慢してやろうと思ったのに……」

「いたっ……やめっ」

　赤い髪を引っ掴まれ、ジョーンはレオンにベッドへと押し付けられた。

「所詮、ハイランドの血が流れた穢れた女め。父親が穢れてるなら、お前も一緒だ。王家の血がないくせに王族扱いされ、ロドン塔でずっと幽閉され続けた意味も知らない憐れな女だ。燃えるような赤い髪に、エメラルドの瞳が意味するもの……」

　さらに深くベッドに押し付けられ、憎しみのこもった目で睨まれ、髪を思い切り引っ張られる。カイトは愛おしそうにジョーンの髪に触れてくれるのに、この行為は真逆だった。

　夫になるかもしれないと一時は婚約を嬉しく思っていた憧れのレオンは、もうそこにない。

　汚らわしいもののように髪を扱う、暴虐の青年がそこにいるだけだ。

「ブルタニアの王家が隠したがっている過去を私が引き取ってやるというのに、なぜわからない。このアルバ王国の正当な後継者であるレオン・ベイリャルがいれば、何も心配することなどないのに」

「ち……父がロジャーであるのは知っています」

「な、に？　それもカイトが……」

「はい。教えてくれました。陛下は、貴方のように……汚らわしいものを見るような目で私を見なかった。ブルタニア王の血が流れてなくても、私を受け入れてくれた。何も知らない私に、わかるように優しく教えてくれた。貴方は違う。陛下は無理やり、押し付けたりしない。頬を叩いたりしない……陛下は……」

「……っるさい。黙れ、黙れ！」

　ジョーンはまた頬を叩かれた。何度も。

「私はレオン様とは結婚しませんっ」

「足を開け！　どうせ明日にはカイトは死ぬんだ。どうジョーンが抵抗しようとな。私たちは夫婦になるしかないんだよ」

「いやぁ……やめて！　触らないで」

　ジョーンは両足を掴んで無理やり開かせようとするレオンの顔を爪で引っ掻く。

「ジョーン、食欲が無さそうだったから、果物を持ってきてやったぞ。これなら少しは口に──」

　たくさんの果物を入れた籠を抱えたエドワードが、明るい声で話しながら入ってきた。取っ組み合う二人を見るなり、「は？」と怒りが混じった顔に変化する。

「兄さま！　たすけ……」

「貴様、可愛いジョーンに何をした？」

　籠を落とし、腰に佩はく剣を引き抜くと、エドワードはレオンへと近づいた。

　殺気立った雰囲気に危機を感じ、ジョーンから離れるレオンは、ベッドから降りた。両手をあげ、「ジョーンは妻になるんだ。一緒に過ごしたって」と言い訳を口にする。

「嫌がっている女を組み敷くのが貴様の愛情表現か？」

「違う。抵抗するとは思わなかった。婚約者だぞ」

「元……だろ」

　エドワードの切っ先が、レオンの首筋に突きつけられる。

　テントの端まで追い詰められると、彼は冷や汗を流してごくりと喉を鳴らす。

「カイトとの結婚が無効なら、婚約は継続中のはずだろう……？」

「大切な妹を無理やり犯すような男に結婚は認められないな。貴様との婚約も破棄だ」

「はっ。お前に言えるのか、それを。今……私を失うことはどういう意味かわかってるのか？」

「兵力を失うと言いたいのだろ。レオンの軍がいなくとも勝てる」

「のちのアルバ王の協力を失うんだぞ？」

　バカなことを、と言いたげにエドワードが鼻で笑う。

「アルバ王はカイトⅢ世だ、お前じゃない。残念だな、俺を裏切ったのだ。お前は一生、アルバ王にはなれない。ブルタニアの協力なしで、王位は手に入らない。協力を失って痛い思いをするのは俺じゃなくてお前だ。出ていけ！」

　エドワードの顎がテントの入り口にクイッと動く。レオンは悔しそうに唇を噛みしめ、ジョーンを一瞥すると、テントの外に出ていった。

　ジョーンは、はあっと息を吐きだして、緊張を解いた。カイトのタータンに手を伸ばし、肩にかけて包まる。

（怖かった……）

　剣を鞘に納めたエドワードが、小走りでベッドに駆け寄り、ぎゅうっと抱きしめてくれる。

「もう大丈夫だ」

「私……レオン様とは結婚したくありません……」

「させるか。アルバは野蛮人ばかりだ。ジョーンは俺の傍にいればいい。前と同じ、ロドン塔で過ごせばいい。ジョーンの部屋はそのままだ。いつでも戻れる状態にしてあるから」

「え？　ロドン塔……」

（それは……嫌よ）

　ジョーンは首を横に振った。もう、ロドン塔では過ごしたくなかった。誰とも会えない生活なんてしたくない。たとえ故郷であっても、外の世界を知ったジョーンにとって、あの塔は本来の監獄と他ならない。戻るべき場所ではない。

「兄さま、ロドン塔は嫌です。一人は嫌だ」

「わかった。俺の城で過ごせばいい。誰の目にも触れさせない。可愛いジョーン。俺の傍で笑っていればいいんだ」

　エドワードがジョーンの頭を優しく撫でた。

（違う……私は、自由になりたいの。兄さまの檻の中は嫌よ）

「そうだ。これを渡そうと思っていたんだ。母上からジョーンに……って」

「お母様から？」

　胸もとから引き出された文が、差し出された。細い指で文を掴むと、ロドン塔で一人で過ごす母を想像しながら優しく両手で抱きしめた。

「なぜ……いえ、なんでもありません。兄さま、ありがとう」

　ロジャーを殺した理由を聞こうとして口を開き、思いとどまって喉の奥に押し込んだ。聞いて正直に答えてもらえないかもしれない。もしかしたらレオンのときのように、逆上して叩かれるかもしれないと思うと、聞くに聞けなかった。

（正直に包み隠さず教えてくれるのはきっと……陛下だけ。兄さまもレオン様も、おとなしい何も言わないジョーンを望んでる）

「今夜はもう休め。腹が減ったら、持ってきた果物を摘まめ。外の奴らには、レオンを入れないように伝えておく」

　赤い癖毛を優しく撫でてから、エドワードが背を向けてテントを後にした。

　一人になるなり、さらに恐怖が襲ってきた。今頃になってレオンに襲われたときの恐ろしさが追いかけてくる。ぶるっと身震いをすると、母からの手紙を持ったまま、タータンを身体に巻きなおした。タータンに染みついた匂いが、まるで花の香りのように心を落ち着かせてくれる。

　人があんなにも変わってしまうなんて知らなかった。優しくて温かい人だと思っていたのに。

　ベッドに足を入れると、母からの文を開いた。




『可愛いジョーンへ。

　貴方が私の文を読んでいるということはきっと、カイトⅣ世とは別の人生を歩み始めたのでしょうね。貴方たちは仲睦まじい夫婦だったとロドン塔にまで噂が風にのってきていました。

　愛した男性と離れるのは身を引き裂かれんばかりに辛いでしょう。離れるくらいならいっそ死を……と選びたくなる気持ちもわかります。

　わたくしもロジャーを失い、そう思いました。でも、わたくしには、可愛い宝が二つもあるのです。ロジャーを奪ったのがあの子でも、わたくしたちのせいで苦労を強いてしまったあの子を恨むなんて、できませんでした。あの子もあなたも、わたくしたちの宝です。今後も愛した男性との宝を守ることこそがわたくしの使命だと思い、生きていこうと決めました。

　ジョーンは愛した男性とは違う男と閨を共にするかもしれません。愛した男性のために、嫌でも足を開くことがあるかもしれません。女性は強いとわたくしは思います。愛した男性のためなら、どんなに辛い日々だろうが耐えられる精神があります。

　もしカイトⅣ世のもとに戻れるチャンスがあるのなら、躊躇わずに掴んで走りなさい。それが無理で離れ離れだとしても、好いた男性と心は一つです。彼のために今のジョーンができる限りのことをなさい。それがまわりから見てひどい女だと言われようとも。

　わたくしにとっては、どんなジョーンでも可愛い宝物です』




「お母様……」

　文をぎゅっと胸に抱きしめると、瞼を閉じて涙が一筋こぼれ落ちた。

（考えてみれば、お母様はずっと苦しまれてきたはず……）

　ロジャーと愛し合い、二人の子を宿した。夫との子ではない愛した男性との子を二人も抱えて、ブルタニア王国の王妃として生き続けていくのは相当の精神力がなければできないはずだ。

　ジョーンには想像もできない。きっと、まわりからひどい女だと言われ続ける人生だったのだろう。

（ロドン塔にずっと閉じ込めてたのは、守るため……？）

　好奇の目から守るためだった。愛した男性との子である私たちが宝だったから。

　それで、やっと……やっと、お母様は愛した男性と一緒に暮らせる日々を手に入れたはずだったのに。

「どうして、こんなことに……」

　母の気持ちを思うと涙が止まらなかった。カイトと離れてしまった今、ジョーンにはその気持ちが痛いほどわかる。いや、二度と会えない分、あちらの方が辛いに決まっている。

　それでも、ジョーンを気遣い、手紙を書いてくれた。

「ありがとう……お母様。勇気をいただきました」

　涙で濡れた頬を指で拭うと、真っすぐに前を見つめた。

　愛した男性のために、たとえ離れて暮らすことになったとしても、彼が幸せであるようにできる限りの努力はしよう。

　それがカイトへの裏切りになってしまっても……。

（陛下のお命を守れるなら、きっとできる）

　ブルタニア王国に戻ったら、ロドン塔にいる母に会いたい。ロジャーとの愛の話を詳しく聞かせてほしい。

　ジョーンは母からの手紙を抱きしめながら、眠りについた。






　第八章






「逃げても誰も責めませんよ？」

　本隊の先頭で馬に乗り、真っすぐに前を見つめるカイトに向かい、ジェイミーが声をかける。

　彼を横目で確認すると、カイトはフッと吹き出した。

　平原が広がってる。弱く吹く風が生暖かくて、頬にあたると気持ちが悪い。

　ここがカイトの最後の戦場になるかもしれない。今までで、一番強く『死』を感じている。

（俺が逃げたくないんだ）

「他人の評価などどうでもいいよ。ジョーンを一目見たいだけだ」

「戦場に連れてくると本気で信じていると？」

「いや。連れてきたら、罵倒してやる。これでもかってくらい罵ってやろう」

　視線の先には、小さくブルタニアの軍勢が見える。歩兵と騎馬隊。前方にエドワードの本陣は見当たらない。後方でぬくぬくと戦況を眺めているのだろう。

　エドワードが出なくとも戦の勝敗などすぐに出る。認めたくはないが、こちらに勝利はない。

「見たいのか、罵倒したいのか」

「両方だな。エドワードに連れていかれたのだ。もう……ジョーンとは会えない。なら、最後まで足掻いてやる」

「未練がましい男は振られるぞ」

「いっそ振られたほうが、諦められる」

　ジェイミーが呆れて笑う。

「いいのか。真正面から突っ込んでも勝てないんだぞ」

「作戦通りで。俺は突っ込む。ジェイミーは兵を連れてアルバに行け」

　頷きかけるジェイミーは、「いや」と後方を一瞥し、カイトへと視線を戻した。

「作戦に変更が一点。みな、突っ込む」

「は？　決めただろ。勝てないんだ。親父のもとに戻れって」

「アルバ王の後継者を戦場に残して、己の命を大事にするような軍ではないので。ハイランド人を甘く見ないでほしい」

　ジェイミーが厳しい顔でカイトを睨み……そして頭を叩いた。

「ハイランド人は守ると決めたものは何がなんでも守る。我々はカイトⅣ世を守ると、カイトⅢ世と約束しているんだ。最後まで見捨てはしない」

「ジェイミー……」

　カイトは目頭が熱くなるのを感じた。ぐっと顔の筋肉に力を入れ、泣きそうになるのを堪えた。

「カイト様に守ってもらったなんて、イザベラ様に知られようものなら血祭にあげられます」

　背後からマクギルが苦笑して近づくと、ジェイミーとは反対側のカイトの隣に立った。

「母さんに？　まさか」

「ああ見えて。一番、怖い。カイトⅢ世すら勝てない」

　ジェイミーがくくくっと肩を震わせて笑った。

「じゃあ、俺からも作戦を一点、変更する……逃げるか」

　カイトの言葉に、ジェイミーとマクギルが目を合わせてから大笑いし始めた。

「これぞ、敵前逃亡！　……ですね」

　マクギルが楽しそうに言い放った。

（全員の命を粗末にはできない）

　カイトは背後にいる兵に顔を向けた。二日間の戦で仲間を多く失った。これ以上は失いたくない。己の我が儘で、無駄に散っていい命はないのだから。

「カイト様！　ウエールズ城より……書簡が……」

　息を切らして兵士の一人が駆けつけてきた。一枚の書簡をカイトの手に届けると、膝をつき、頭を垂らす。

　カイトは受け取った書簡の内容を確認し、「は？」と声をあげてから、書簡を握りしめた。

「あのくそ野郎」

「カイト様、言葉遣いが……」

　とマクギルが苦笑しつつ、注意するのも聞き流し、カイトは舌打ちする。

「レオンがエドワードを裏切った。ジョーンを連れ、ウエールズ城主に。ウエールズ国の国王だと名乗りをあげやがった。妻はジョーンだと」

「それはそれは……また可笑しな行動を。今頃、あちらも荒れてるだろうなあ」

　ジェイミーが前方のブルタニア軍を見て、口元を緩めた。

「先手必勝だな。エドワード軍の兵士に伝言を託しておくか」

　カイトは馬の腹に蹴りを入れて走り出した。ジェイミーも隣を一緒に走る。マクギルは二人に背を向け、自軍の兵士に状況を話しに向かった。

　ブルタニア軍の兵士が、カイトの接近に一瞬、緊張した空気を醸し出した。が、戦を仕掛けるために近づいているわけじゃないとわかると、騎馬隊の隊長が前に出てきた。

「降伏か？」

「いや。そちらから休戦の申し出があるだろうから、先に言っておく。申し入れは受理してやる。共同戦線が必要ならエドワードⅢ世が自ら来い、と伝えておけ」

「随分と上から目線だな」

「ウエールズ城を知り尽くしているのはこちら側だからな。本陣で待っている」

　カイトは勝気な笑みをブルタニア軍に残し、背を向けた。下手に出たら、負けだ。どんな時でも、どんな状況でも強気な態度で。たとえ自害しか道が残ってなくても。弱さは敵に晒すな、と父親から教わっている。

　絶対に、エドワードには弱さなど晒さない。見せない。いつだって強気で攻めてやる。





　　　　◇◇◇






　カイトの伝言通り、エドワードⅢ世自らカイトの陣営にやってきた。

　三名だけ連れてきた家臣はテントの外に、幕をくぐったのはエドワードのみだ。

　テント内では向き合うようにして、カイト、ジェイミー、エドワードの三人が絨毯の敷かれた地べたに座っていた。

　エドワードが口火を切った。

「お前たちは、酒を飲むほどの金の余裕がないのか？」

　差し出された飲み物が水で不満だったのか、エドワードが木のコップを床に置いた。

「戦に出れば、酒は飲まない。判断能力が落ちるから。強いブランデーなら用意はある……が、怪我人用だ。消毒と痛みを紛らわせるために使う」

　カイトは水を一口飲んでから、エドワードの嫌味にさらりと返答した。

「お前たちと手を組んでやってもいい、と思ったから、こちらに来たまでだ」

「俺の言いつけ通りに、な。自ら来た」

　エドワードがムッとした表情になる。

（感情の色が顔に出てる。苛立ちを隠すのが下手なのか）

　カイトとエドワードは一歳差だ。カイトのほうが年上である。エドワードのほうが二歳も、三歳も年下に見えるように感じるのは顔立ちか、性格か。それとも、育った環境のせいか。

　足を組みなおすと、エドワードは言った。

「ウエールズ城を取り返したいだろ？　手伝ってやる」

「別に」

　カイトは問いに、首を振った。

「奪われて悔しいんじゃないのか？」

「悔しいのはエドワードだろ。城を堕としたのはエドワードだ。俺じゃない」

「もともとはあんたのだろ！」

「その前はエドワードⅡ世が支配してた」

　くっとエドワードが言葉を詰まらせると、歯を噛みしめて鼻を怒りでヒクヒクさせていた。カイトはエドワードの姿が面白くて、笑いたくなる。笑ったら、さらに噛みついてきそうだから、心の中で苦笑するだけに留めておこうと決め、顔には出さなかった。

「ウエールズを拠点に、今後アルバに攻め込んでくるぞ。今なら、ブルタニア軍が手を貸してやる」

「借りなくても、アルバに戻れば、親父の軍がある」

「ジョーンはどうする？　すぐに手を打たなければ、奴の妻にされるぞ。昨夜、ジョーンを無理やり抱こうとしていたんだぞ。お前はそれでいいのか？　夫、なんだろ？」

「結婚は無効と言われたから、俺は夫ではないはずだが」

「なっ……」

　エドワードの顔が真っ赤になる。思い通りにいかない怒りと、己の墓穴を掘って恥ずかしいのが混じっているのだろう。

（レオンが無理やり抱こうとしただと？　……あのクソ野郎がっ。この手で殺してやる）

「話にならない」とジェイミーが呆れて、鼻で笑った。

「今までそれで、自分が優位に事を運べていたんだろうな。他人の弱点を握って、操作している気でいた。エリザベス王太后しかり、レオンしかり。ロジャーに対しては悔しかったのか？　母を操っていたのに、ロジャーによって邪魔された。自分の父だと知っていて、罠に嵌めて殺したんだろ？」

「関係ないだろ！」

　エドワードが怒鳴り声をあげた。大粒の唾を飛ばすほど興奮しているようだ。

　まともな判断力は落ちていると見える。

「ロジャーはきっとまともな王にしたかったんだろうな。人の弱みを握り、人の上に立つ王ではなく、周りから信頼される王になってほしかったはずだ。息子と大声で言えない関係でも、親として誇れる王にしたかった」

「うるさい。ロジャーは関係ないだろ」

「ロジャーをなぜ殺した？」

　カイトが目に力を入れると、エドワードを冷たい視線で射抜いた。

「操ろうとするからだ。俺は人形じゃない。あいつらの腐った愛に溺れた政策など、いらない！　あいつらのせいで、俺はずっと父であるエドワードⅡ世から虐げられてきた。ロドン塔に閉じ込められた。腐った愛のせいで。塔から出られたのだって、たった一人の後継者だから仕方なく、だ。視界に入ることさえ嫌がられ、意見もまともに聞きやしない。呼ばれて前に行けば怒号され、殴られ、馬鹿にされた。俺は唯一の後継者なのに、息子なのに……！」

「餓鬼くさっ」

「両親の庇護のもと、ぬくぬく王族として育てられたあんたには俺の苦しさなんてわからない」

「おい！」

　とジェイミーが身を乗り出そうとすると、カイトが片手で制し、答えた。

「ああ、わからねえな。わかりたいとも思わない。人生が泥沼だったからってな。お前を本当に愛していた人間を殺した過去は変わらない。ジョーンの父親を殺した過去は消えないんだ」

「な……ジョーンは何も知らない。生まれたときからロドン塔にいて、エドワードⅡ世にもあったことがない。ロジャーが父親だと知らない」

「もう知ってる」

「お前が話したのか！」

　エドワードが目を吊り上げ、膝をつき立ち上がろうとするが、至って冷静にカイトは続ける。

「ジョーンは薄々、気づいていたよ。ロドン塔にずっといたからって、馬鹿じゃない。どうせお前たちの会話から答えは出ていた。だが、聞く勇気がなかっただけだ。ジョーンの疑問に、俺が真実を伝えただけ。ロジャーの死に、ジョーンは悲しんでいた」

「……ジョーンは他に何を知っている？」

「自分で確認しろ。めんどくせえ」

　カイトは腕を組んで視線を逸らした。木のカップを手に取り、水を飲み干す。エドワードも水を飲んで喉を鳴らすと、座りなおす。

「最悪だ」

「お互い様だろ」

　エドワードの零した悪態に、カイトは鼻で笑う。

「いい加減、本題に入りませんか？」と視線を送るジェイミーに、カイトはその通りに話を変えた。

「結婚無効を撤回しろ、エドワード。妻のジョーンを返してもらえればそれでいい。あんたはウエールズ国を取り戻したいのだろう？　あんたの執愛でジョーンを縛って手元に置く気でいるのなら、手は貸さない。すぐに帰れ」

「……わかった。条件を呑む」

　エドワードが不満そうな表情のまま、手を差し出してきた。カイトは「交渉成立」と言い、エドワードと握手を交わした。

「昨日、レオンに襲われた際に、ジョーンの胸元が見えた。キスマークだらけで、吐き気がした。貴様の独占欲に怒りでどうにかなるかと思ったが……独占欲が強いのは貴様だけじゃないらしいな」

　カイトの首筋についているキスマークに目を向けるエドワードが、苦虫をかみつぶしたような表情になった。首に手をやり、口元を緩めるカイトは、泣きながら吸い付いてくるジョーンを思い出し、愛おしい思い出に浸る。

　不満げな顔で、彼は兄の顔をする。

「あんなジョーンは初めてだ。泣きながら、何度もあんたの命だけは助けてくれって。アルバに無事に返してほしいって。お願いしてた。殺さない約束で……」

「殺すつもりだったくせに」

「まあな。戦ではよくある間違いだ」

　エドワードの言葉に「よくある間違いね」とカイトも繰り返すと、肩を震わせて笑った。
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　ジョーンはウエールズ城に戻ってきていた。

　ジョーンが使っていた部屋に閉じ込められ、ドアには鍵をかけられている。これでは、ロドン塔と何も変わらない。むしろ悪化している。ロドン塔は母の愛に溢れていた。ここにはレオンの歪んだ気持ちだけ。窮屈で息苦しくて、吐き気がする。

（ここは陛下と愛し合ってきた部屋なのに……）

　身体を包んでいたタータンはレオンに没収され、目の前で燃やされてしまった。ジョーンの唯一、安らげる大切なモノだったのに奪われてしまった。ジョーンは、城に戻るなり夜着から黄色のドレスに着替えさせられ、今はベッドの上で膝を抱えて丸くなっていた。

（兄さまと陛下はどうなったのだろう？）

　今頃、きっと戦っているはず。エドワードはジョーンとの約束を守ってくれているだろうか。カイトが無事に、アルバに戻れるように、追撃だけに留めてくれてるだろうか。

　カイトも前線には出ず、アルバに戻ろうとしてくれるだろうか。生きててほしい。カイトには死んでほしくない。もっと言うなら、傍に居てほしい。ずっと……。

「……陛下に、会いたい」

　涙が勝手に零れていった。さらに身体を小さく縮め、ため息を落とす。

　すると、ガチャっと鍵が開く音がした。

　まもなくドアが開かれ、ジョーンは顔をあげる。にっこりと嬉しそうに笑う軽装姿のレオンがそこにいた。

「ジョーン、やっと会いに来れる時間ができた。またすぐに軍議があるから行かなくちゃだが、顔を見たくて」

　昨晩の荒々しい態度と一変、優しい口調だ。

　今朝は、レオンがエドワードに頭を下げていた……はずだった。昨日の無礼を詫び、再び協力し合い、今後もアルバ侵攻のために力を貸してほしいって、和解してたのに。

　カイト軍の追撃のために、出発したと思っていたレオンの軍が戻ってきた。追撃の部隊では、エドワードとレオンで配置場所を変え、挟み込むようにカイトを追い詰める計画でいたらしく、レオンの軍が戻ってきてもエドワードには知られないで動けた、とか。

　ジョーンには詳しくはわからない。

　下手に質問して、昨日みたいに叩かれるのは嫌だったから。ジョーンは何も言わず、レオンの兵士に引っ張られるがまま、抵抗せずにここまでついてきた。

　たぶん、エドワードを裏切ったのだ。

　一緒に戦に行くふりをして出発し、戻ってきてジョーンを連れて、ウエールズ城を乗っ取ったのだろう。昨日の二人の会話は、噛み合ってなかった。

　エドワードはブルタニアに戻ると言い、レオンはこのままウエールズ城を拠点に、アルバと戦争をすると言った。彼は、アルバの王になりたがっている。だが、チャンスが目の前にあるのに、エドワードは乗り気じゃない。だから、兄を裏切ったのだろう。

「ジョーン、私はウエールズ王になった。王妃はジョーンだ。明日には時間ができるだろうから、教会で神に誓い合おう」

　レオンはベッドに腰かけると、ジョーンの肩を抱いた。腕を触り、頬にキスをしてくる。ジョーンは顔を抱える足の間に顔を伏せた。

（神に愛を誓ったのは陛下だけ……レオン様じゃない）

　ジョーンは否定したかった。でも、否定すれば、また昨日のように叩かれるのは必至だろう。大声で怒鳴られ、力でねじ伏せられてしまう。ただ静かに何も返答せず、顔を伏せるのがジョーンには精一杯の抵抗だった。

「レオン様、戦場より書簡が届いております」

　レオンの家臣は、彼が王だと名乗りをあげたのを知らないのだろうか？　『陛下』とは呼ばず、『レオン様』と呼んでいる。

「カイトだと？」

「陛下……？」

　レオンの憎しみの籠った言葉に、ジョーンは顔をあげた。

　カイトからの文だったのだろうか？　そこには何が書かれてあるのだろうか。ジョーンは気になり、レオンの顔を見つめた。

「ジョーン、しばらくはゆっくりできそうにない。エドワードがカイトと手を組んだ。こちらに攻めてくるらしい。宣戦布告された」

「兄さまと陛下が？」

「違うだろう。カイトは陛下じゃない！　陛下はこの私だ」

　急に低い声になって、ジョーンは頬を叩かれた。乾いた音が響き、痛みで目に涙が滲む。

「ご……ごめんなさい」

　ジョーンは力ない声で謝った。怖い。何が引き金でレオンがキレるのか、わからない。

「ああ、悪かった。痛かっただろ？　叩くつもりはなかった。ジョーンが変なことを言うから」

　また優しい口調に戻ったレオンが、叩いた頬にキスをしてきた。ジョーンは視線を逸らすと、唇を噛みしめた。

（……兄さまと、陛下が攻めてくるなんて）

　協力し合うことはないとカイトは前に話していた。でもあの時は、レオンがエドワードのところに居る限り、とも言っていた。ということは、レオンとエドワードが敵同士になったから、カイトとエドワードが手を取り合う日が来たことになる。

（陛下と兄さまが和解したら……私は陛下の妻に戻れるだろうか？）

　微かな希望が生まれたような気がした。

　もう会えないかもしれないカイトに、もしかしたら会えるかもしれない。会えて、またカイトの妻になれるかもしれない。涙で霞む視界を拭う。

「喜んでいるのか？　もしかしたら、助けに来てくれるかもしれない、とでも？」

　くくくっと、喉の奥で笑うレオンの声が、だんだん大笑いへと変わっていく。廊下まで声が漏れるんじゃないかというくらいに大声で笑うレオンは、ベッドから立ち上がった。気味が悪いほど、室内を歩き回りながら笑い続けていた。

　ジョーンは我慢できず、尋ねる。

「可笑しい……のですか？」

「死ぬんだぞ。あいつら」

「……えっ？」

「なのにジョーンは期待している。助けてもらえるかも？　って。馬鹿馬鹿しくて笑いが止まらない」

　再びベッドに戻ってきたレオンが前に座ってくる。ニヤニヤと緩んだ顔に寒気が走り、顔を窓のほうへと背けた。少し湿った手が肩に乗せられてから、指先がゆっくりとジョーンの二の腕から手首へと滑り落ちてきた。

　気持ち悪くて寒気が走る。カイトのときは快感で身を捩ってしまうのに。目の前にいる男の指も手も、湿っていて吐き気がするだけ。

「まだ……兄さまたちは、死んでません」

「時間の問題だ。勝利は私の手中にある。ジョーンの滑らかな素肌は私の物だった。ずっと触れたかった。程よく実った白い二つの果実も、下の口も……触れていいのは私だけ」

　手首から肩に戻ってきた指が、ジョーンの二の腕を強く掴んできた。

「ああ……痛いっ。兄さまはブルタニア王国の国王です。強い、はずっ……いっ」

　痛みで全身が震えあがった。

（陛下だって強い。きっとすぐにここに来てくださる）

　カイトの名をレオンが嫌がるから、あえて口にせずに話を進めたのに。何をどうやっても怒らせてしまう。もうジョーンが知っている以前の彼には戻らないのだろう。

「私だってウエールズ国の国王となった。今じゃ、カイトとエドワードの兵を合わせても、私の持っている兵には遠く及ばない。城は強固でそう簡単には崩れない。勝てないんだよ、あの二人は。この私に」

「そんな……」

　くくくっと喉の奥で笑いを堪えきれずに漏れ出してくる。だんだんとその笑いは増していき、口を開けて愉快爽快と言わんばかりの大笑いになった。

　笑いが落ち着くとにっこりと笑みを浮かべてから、レオンがジョーンの頬に触れた。

「ああ、ジョーン。ますます可愛い顔をして。私好みのいい顔じゃないか。瞳に涙を溜めて……私に何を請う？」

「……何も」

「何もだって？　いや、お前は今夜、泣きながら私に請うだろう。下の口を大きく開き、私に見せて……カイトの命乞いを。惨めたらしくな……？」

「……っ」

　耳元で囁くレオンは、高笑いしながら部屋を出ていった。

　気持ち悪くて寒気が走る囁かれた耳を手で押さえ、ジョーンは歯噛みする。抱かれたくない。抱いてほしくない。

（触れないで……私に、触らないで）

　ジョーンは自分の肩を抱きしめると、頭を大きく左右に振った。夜が来なければいい。ジョーンは胸が苦しくて、嗚咽を漏らして泣きだした。
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　エドワードが眉間に皺を寄せ、信じられないものを見るようにカイトを見つめていた。

「なんか言いたそうだな」

「外で……食うのか？　家臣と一緒に？　地べたに座って？」

　家臣たちと薪を囲み、カイトは地面に胡坐あぐらをかいて、干し肉を口に入れた。その光景が、どうやらエドワードには好奇な印象を受けたらしい。

「あ？　それが？」

「汚いだろ。テーブルは？　椅子は？　そもそも食事はテントの中で、同列の地位の人間と食べるものだ」

「じゃ、あんたは一人で食事だな。国王陛下殿は一人しかいない」

「貴族は貴族同士、平民は平民同士で食べるのが普通だろ」

「ハイランドではそれは普通じゃない。寂しいな、一人で食事って」

　カイトは肩を竦ませて笑った。屈託のない笑みに、エドワードの眉間の皺の数がさらに増える。

「ハイランドが野蛮だと言われる所以はここら辺からきてるんじゃないんですか？　ブルタニアのように安定した気候なら、地位別の食事もいいのでしょう。我々の土地は厳しい寒さとの戦いです。火を焚き、周りに集まって温まらなければ凍え死んでしまう。人と人が寄り添いあえば、体温を分かち合える。そうやって生き抜いているんです。カイト様の場合は、もう……無意識でやっているかと思いますが」

　ジェイミーがあきれ顔でカイトを見やった。

「ずっとこうやって生きてきた。不思議に思ったことは一度もない」

「……だろうな」

　とエドワードは軽蔑の表情を浮かべつつ、カイトの隣に嫌々ながら腰を落とした。

「嫌なら、テントに行けよ。食事を用意するように伝えてやる」

「いい。ここで……野蛮な食事を仕方ないからとってやる」

　カイトは自分の分の干し肉を、エドワードに差し出した。またもや「え？」とエドワードが嫌な顔になった。

「あんたの分はないんだから。分けるしかないだろ？」

　仕方なさそうな顔をしてエドワードは受け取った。

「では、カイト様の分は私と分けましょう」

　とこちらに倣ってジェイミーも干し肉を割いた。

「ありがとう。エドワード、俺たちはこうやってずっと生きてきた。一応、地位はある。が、戦場に出れば関係ない。背中を預ける者同士、助け合うのが基本だ」

「ブルタニアの考え方とは随分と違うようだ。王族は特別だ。扱いも特別じゃなきゃいけない」

　カイトはエドワードの肩をポンポンと叩いた。

「エドワード、ブルタニアに援軍を出させるように文を出せ。こちらはもう、すでに出してある。早ければ明日には到着する」

「そう……だな。兵の数はレオンのほうが多い。俺がウエールズ城に残してきた兵も今じゃ、レオンの兵力だ。騎馬千二百と、歩兵を一万二千のほどなら出せる。それだけあれば、レオンの軍を圧倒できる」

「いや、援軍は見せかけでいい。決着は今夜つける」

　カイトの言葉に、薪を囲んでいたハイランド人たちの目つきが変わった。一斉にカイトのほうに向き、ワクワクした表情になった。

「は？　兵力が……」

　何を言っているんだ、こいつは……と言わんばかりのエドワードだ。

「大軍を率いての戦は、エドワードのほうが上だ。だが……ゲリラ戦では俺のほうが有利だ。レオンはジョーンを抱くつもりでいるんだろ？　そうはさせない。援軍を要請して体制を整えていると、あちらを油断させる。城の前に陣を張り、あたかも真正面から攻撃します、とな」

「カイト様とエドワード様の影武者を作り、援軍を待ってますアピールをする」

　ジェイミーが目だけで、カイトとエドワードの体形が似ている二人を選出する。ジェイミーと目が合った二人が、理解して深く頷いた。

「俺とエドワード、ジェイミー、マクギル、他数名のハイランド人が城に潜入すれば、城の制圧は簡単だ」

「簡単？　なわけ……」

「ウエールズ貴族はコロコロ寝返るから問題ない。城内にはエドワードの兵士もいるから、エドワードの命令で動く人間もいる。ジョーンと一緒にいるであろうレオンの首さえ取ってしまえば……な、簡単だろ？　狙う人間はただ一人。城内に入るのだって、隠し通路から。レオンは知らないだろ。隠し通路の存在を知っていても、どこにあるかなんて」

「だが……」

「我々はゲリラ戦で、ブルタニアに支配されてきた城を取り戻してきました」

　ジェイミーがエドワードをまっすぐに見つめて口を開いた。エドワードが小さい声で、「わかった」と返事をした。

　カイトは太ももを叩き、気合を入れると立ち上がった。

「よし！　そうと決まれば、本陣を移動する。ウエールズ城前に構えろ。城から見える位置がベストだ」

　カイトの命令で、ハイランドの男たちが動き出した。エドワードもズボンについた土を払いながら、立ち上がる。

「エドワード、この作戦はお前の軍には誰一人として話すな」

「え？」

「レオンの内応者がどこに潜んでいるかわからない。情報が洩れれば、俺たちは死ぬ。ジョーンも犯されるだろう。ジョーンを想うなら、絶対に言うな。援軍を要請し、到着まで待機するとだけ言え。あとは、まだ俺たちと話し合いがあると、陣を出てこい」

「わかった」

　エドワードが頷くと、カイトはにっこりと笑って歩き出した。

「なあ、全てが終わったあとに、やっぱりジョーンは渡せないって俺が裏切ったらどうする？」

　離れていくカイトの背中に、エドワードが質問を投げた。

　カイトは顔だけエドワードに振り返ると、片目を瞑った。

「大丈夫だ。その点については、お前を信用してないから」

（ジョーンが無事に、レオンから離れればそれでいい。今は……な）






　第九章






　外が明るい、とジョーンは窓際に立った。

「あれは……」

　城壁の向こう側に明かりがいくつも見えた。もしかしたら、カイトとエドワードの軍かもしれない。

　窓に手のひらをつけ、明かりを見つめた。あそこにカイトがいるかもしれない。そう思うだけで、胸が苦しくなっていたたまれなくなる。

「陛下のお傍に、行きたい……」

　ジョーンは悲しくて、苦しくてその場に泣き崩れた。泣いても、泣いても涙が枯れない。ずっと泣いてばかりだ。

　ドアの施錠が開く音がして、ジョーンの心は鉛が落ちたかのように重くなった。覚悟を決めなくちゃいけないのかもしれない。でも、心の奥から嫌だと訴えている。カイト以外の男性とベッドを共にしたくない。

（こういうとき、お母様はどうしていたのかしら？）

　カイト以外の人に抱かれたくない。この身体はカイトだけのものでいたいのに。

　ジョーンは立ち上がると、窓に顔を向けた。泣きはらした顔を見られたくないのもあるが、一番はレオンを見たくなかったからだ。結婚前は恋焦がれ、会える日を楽しみにしていたというのに。

　ジョーンは未だに腫れたままの頬に手をあてた。

（あんな……乱暴な人だとは思わなかった）

　カイトを野蛮だと言うが、レオンのほうが野蛮だ。憎しみの籠った目が忘れられない。髪を掴みベッドに押し当てられた痛みが蘇ってくると、身体がブルブルと震えだす。

「ジョーン、エドワードが援軍要請をしたと内応者から連絡が入ったぞ」

　レオンは端的に情報を口にする。

「どうして、それを……？」

「エドワード軍の中に情報をくれる人間がいるんだ。カイトは昨日のうちに援軍の文をアルバに出している。遅くとも明日の昼ごろには援軍が到着するだろう。こちらは早朝に奇襲をかける。援軍が来るまでどうせ戦は仕掛けてこない。馬鹿だな。あんな見える位置に陣営を構えて。こちらから丸見えだ」

　馬鹿にしてレオンが笑う。ジョーンの隣に立って、窓から外を眺めていた。

（明日の早朝には……兄さまも陛下も……）

　考えたくないのに、想像してしまう。ジョーンは恐怖で震える手を、隠すように両手を握りしめた。

「ジョーン、何か言うことがあるんじゃないか？」

「な、にを……で、しょうか」

　震える言葉を優しく包み込むように、レオンに後ろから抱きしめられた。

　寒気が全身を駆け抜け、肌が粟立つ。

「夜着に着替えてないのは、ドレスを脱がされたいのか？　それともすぐに素肌に到達しないための抵抗？　どちらでも構わないが、今夜は夫婦になった初夜だ。存分に、楽しませてもらう」

「まだ……神の前で誓ってません」

　ジョーンは唇を噛みしめる。悔しくて、苦しくて発狂したくなる。

（陛下じゃない人に触れられるなんて……気持ちが悪い）

「明日には教会で誓い合うのだ。一日くらい早くても大差ない」

　ドレスの胸もとにある紐に指をかけると、レオンはするりと結び目を解いていく。

（やめて……触らないで）

「ジョーン、私にお願いすることがあるんじゃないの？」

「兄さま、とカイト様の……命だけは、助けてください」

「そのためにジョーンがすることは？　何だったかな。わかってるだろう？」

　レオンが耳元で湿った息を吹きかけてくる。彼の声も息も、全て心地悪い。涙が頬を伝い、喉がしゃくりあがる。

　言わなくちゃいけないと思っても、口にするのに勇気がいる。

　いや、勇気以上に大事なものを捨てる感覚だ。陛下に捧げたこの身体を、どうしてこんな男になげうつようなことができようか。

「私を……」

　それでも、迫られる発言の重さは承知している。

　生きていてくれさえすれば、それでいい。一目顔が見れずとも、彼がどこかで悠々と人生を送ることができたならば──すぐ隣に自分でない誰かを想像してしまって、涙が込み上げる。

　だがそれも詮無いことだ。もうじき、この身体はレオンに捧げられる。捧げなくてはいけない。

　息を呑み、ジョーンは噛んだ唇を解いた。

「私を……抱いて、ください……」

「それで？　このままでは抱けないだろ？　ベッドで足を広げないと」

　くくくっと楽しそうに笑うレオンの声がした。ジョーンは胸元の紐を解くレオンの手を握り、ゆっくりと退かす。

　唾をごくりと飲み下してから、ジョーンは一人でベッドに向かった。

　スカートの下に履いているドロワーズを脱ぎ、ベッドの上にあがる。長いスカートの中で足を開き、漏れる嗚咽を抑えても、溢れる涙が胸を濡らしていく。

「陛下……どうか、兄さまとカイト様を殺さないでください。お願い……します」

「お願い？　それでお願いしてるつもりか？」

「どう……すれば……」

　ジョーンは泣きはらした顔をあげ、レオンを見つめた。ベッドに近づき、片足を乗せたレオンがジョーンの頬に触れた。

「わかるだろ？　散々、カイトとヤッてきたんだろ？　同じことをすればいいんだよ」

　ジョーンは唇を噛みしめると首を大きく振った。

「……できません」

「じゃあ、明日には死ぬな。二人とも」

「そんなっ……！」

　ツンと横を向くレオンに、ジョーンは縋りつくように叫んだ。

「いやぁ、やめて。殺さないで、お願い……！」

「じゃあ、できるだろ？」

「……それは、っ」

　ジョーンは迷いながら、震える指でドレスの解けた胸元の紐をとった。

　交差しながら編み込まれた紐を一段ずつ解いていく。窮屈だった胸が少しずつ解放されていく。見せたくないが、見せなければカイトと兄が殺されてしまう。

「ジョーン」

　と低い声がすると、ぐっと髪を強く引っ張られた。レオンに赤い髪を掴み上げられていた。

　彼の醜い顔が近づいた。いやらしく舌なめずりする彼は、ふっと息を吐く。

「馬鹿にしているのか？　ゆっくりやればいいってもんじゃないだろ。カイトが殺されていいんだな？　明日、ジョーンの前で首を斬ってやってもいいんだよ？」

「それだけは……殺さないで。手が震えて……上手く解けないだけで……わざとじゃ……」

「細くて白くて綺麗な手をしているな。ジョーンはどこも綺麗だ。ああ、それをあんな男に先に見せやがって」

　怒りで目を吊り上げると、ジョーンは髪を掴まれたまま、レオンにベッドに押し付けられた。

「やぁ……やめっ。痛い！」

「ジョーンがしっかりとやらないからだよ。はあ……もう、明日は殺すことにするよ」

「レオン様……ごめっ……さい。違うの、だって……指が」

　怖い。ジョーンは恐怖で全身が震えだし、身体が思うように動かなかった。

　横になったジョーンは、一気にスカートの裾を捲り上げられた。足を無理やり大きく開かされ、カイトにしか見せなかった繁みを晒す。

「やあああっ！」

　無意識に叫び声を上げていた。拒否していけないと頭ではわかっているのに、身体が言うことを聞いてくれそうになかった。

「ああ、うるさいな。叫ぶなって言っただろ！　なんで言うことが聞けないんだ……ああ、もう、これはお仕置きだな」

　涙目になって叫ぶジョーンに、呆れたようにため息を吐くレオンは、そうして手を振り上げる。それだけで、身体に刻まれた恐怖が、痛みがフラッシュバックするようにしてジョーンを襲う。

　瞼を閉じるだけでは避けられない。ああ、また来てしまう。

「……ほら、お仕置きだぞ、ジョー──」

　勢いに任せ、手が振り下ろされたその時。

「──のクソ野郎がっ」

　一瞬の間を置いて、ジョーンの目の前からレオンが消えた。

　大きな落下音と共に、レオンの身体がベッドの下に転がっていき、くぐもった声をあげながら壁にぶつかって止まった。

「何……うそ」

　それは、偶然起きた奇跡というわけでもない。

　床に倒れたレオンに代わり、大きい影がジョーンの視界を支配していた。

　シルエットだけでわかってしまう。夜の月明りが窓から差し込み、ゆっくりとその人影を──カイトの姿をくっきりと浮かび上がらせる。

　黄金に輝く髪に、蒼い瞳。腰に巻かれたタータンが目に入れば、ジョーンの顔は満面の笑みに変わっていた。

「陛下……っ！」

　ジョーンが喜びの声をあげると、カイトは振り返った。目を合わせると、ニッと口元を緩めて微笑んでくれる。その笑顔だけで胸が高揚した。

「ジェイミー以外は廊下で監視しろ。騒ぎ立てる奴は殺していい」

　カイトの言葉を皮切りに、ハイランド人数名が廊下に出ていった。カイトが腰のタータンを外すと、ジョーンに投げ、「隠せ」と優しい表情を見せてくれる。

「ありがとう……ございます」

　タータンを手に取り、すぐにドレスから零れ出そうになっている胸を隠すために包まった。ほわっと香るカイトの匂いに、安堵が身体中に染みわたっていく。

「ってえな」

　と地を這うような声でレオンは、起き上がった。

　ジョーンからカイトは視線を外すと、レオンに顔を向けて足を蹴り上げる。彼の足は、レオンの顔面に当たり、痛そうな音が響いた。

「おっと悪りぃ。足癖が悪いもんで、打ちどころが悪かったか？」

　カイトが悪びれもなく声をあげる。さらに倒れたレオンの股間に勢いよく足が落ちた。

「──はうあっ！」

　悲鳴を上げ、顔を白黒させてレオンは倒れた。カイトは大きくなっているレオンの熱を踏みつけ、その玉さえも踏みつぶそうとしていたらしい。

「お元気なことで。不発でよかった」

　カイトが勝気な目でレオンを上から見下ろしている。嬉しそうな顔から、パッと表情が一瞬で変わる。怒りに満ちた細い目になると、レオンの左腕に蹴りを入れた。

「……んでここに」

　痛みに顔をゆがめ、苦しそうにレオンが口を開く。

「援軍はカモフラージュ。ハイランド人を毛嫌いしているお前にはわからないだろうが……ハイランド人はゲリラ戦が得意なんだ。残念だったな。念願の国王陛下でいられたのはたった一日だ。俺よりも短いな」

　カイトがニヤッと笑って、足先でレオンの頭を軽く蹴る。

「ジェイミー、拘束しろ」

　指示に従い、ジェイミーがレオンを押さえ、拘束する。一通り制圧を完了すると、カイトはもう一度、笑みを見せてくれた。

「大丈夫だったか、ジョーン」

「陛下……陛下っ」

　ジョーンはベッドから飛び出すと、カイトに抱き着いた。「おっ」と驚きながらも、強く抱きとめてくれる彼の温もりは、心地がよくて涙が出てくる。

（生きてる。陛下に会えた）

　ジョーンはカイトの胸に顔を埋めると、「会いたかった」と言葉を漏らした。

（もう会えないんじゃないかって。でも会えた）

　ぎゅうっと抱き着いてから、ジョーンは顔をあげた。踵をあげて背伸びをすると、カイトの頬に手を置き、唇を奪った。

「んっ……んぅ」

　と声を漏らし、絡み合う舌の水音を響かせる。チュッと音をたてて、唇を離すカイトに、ジョーンは強請るように唇を突き出す。

「……ったく。暗くて見えねえっての。どいつもこいつも、俺を置いていきやがって……」

　文句を垂れながらエドワードが隠し扉から姿を現すと、ジョーンはカイトと二度目のキスを始めていた。

「あ？」とエドワードの不機嫌な声がジョーンの耳に入った。だが、カイトに触れたくて兄の機嫌を気にする余裕なんてなかった。

「やっ、陛下……離れないで」

「ジョーン、たった三日だ。離れてたのは」

「やだ」

　ジョーンはぎゅうっとカイトに抱き着いた。カイトの体温、カイトの匂い、カイトの声……全てがジョーンを包み込んでくれる。

　カイトは『たった三日』と言ったけれど、ジョーンにしたらその三日が永遠のように長く感じた。戦に行く姿を見送り、生きて帰ってきてほしいと願い続けた。なのに、何度も何度も命の危険に晒されている情報ばかり耳に入って、生きた心地がしなかったのだ。

　胸の奥を鋭利な刃物で抉られているような気さえした。「もう駄目なのかもしれない」、「まだ生きてる」を三日の間でどれだけ繰り返しただろう。

「ジョーン、もしかして……下、履いてないのか？」

　カイトがベッドの脇に落ちているドロワーズを見て、ムッとした表情になった。

「だって……明日、陛下を殺すって……。私の行動次第で殺さないかも……って」

「で、見せたと？」

「見せてません！　スカートで隠してました。見せたくないし、触れられたくもなくて……でも殺すって……私の目の前で陛下を……」

　ふぅん、とカイトが冷たく返事をすると、ジェイミーに縛り上げられている途中のレオンを睨みつけた。

「……え、……れば」

　レオンが何かブツブツと呟いている。微かに聞こえる声からは判別できない。カイトはジョーンから離れると、背を向けて立った。

「可愛いジョーンを脅しやがって、こいつ」

　とエドワードがレオンを小突くと、瞬間的にレオンが顔を上げた。

　すると、カイトとジョーンの方へとぐるりと視線が向いた。

「お前さえ、いなければ……ジョーンは私のだったんだ。そこに立って、ジョーンに甘えられていたのは私だったんだ！　貴様さえいなければ……いや……ジョーンか。ジョーンが心変わりしなければこんなことにはならなかった。婚約者は私だったんだから。一緒になれないのなら……」

　カッとレオンの目が見開いたかと思えば、ジェイミーに肘うちをした。バランスを崩しかけるジェイミーに蹴りを入れ、腰に佩いている剣を引き抜く。

「殺してやる」

（えっ？）

　レオンの憎しみの籠った目がジョーンに向けられた。切っ先がジョーンに向き、近づいてくる。

「ジョーン！」とカイトが叫び、庇うように強く抱きしめられた。

（駄目っ。陛下が怪我をしちゃう）

　ジョーンがカイトの腕の中で暴れるが、カイトは片手でさらに強く抱きしめ、反対の手で腰から短剣を抜いた。

「ぐはっ」と苦しみを訴える声が聞こえた。

　ジョーンとカイトは目を合わせる。俺じゃない、と言わんばかりの表情になってカイトは振り返る。

　カイトの前には、エドワードが立っていた。ジョーンの身の危険を感じて、エドワードが間に割って入ってきたのだろう。

　腹を刺されたエドワードがズルズルと床に崩れ落ちていく。

「全員、死ねばいいんだ。私を利用するだけしやがって。アルバの王位とジョーンをチラつかせて、ジョーンが戻ってくるなり、私を邪険に扱った。『婚約破棄』だとぉ？　長年、お前に虐げられ、尽くしてきた私に対しての仕打ちがそれかよ。ふざけやがって」

　腹を押さえて床に倒れ込んだエドワードに、レオンが唾を吐いた。

「ジョーン……にげっ……ろ」

　エドワードが脂汗をかきながら、必死に声を出した。

　カイトがジョーンを背中に隠した。短剣を握りしめたまま、ゆっくりと後ろに下がっていく。ジョーンもカイトに合わせて後ろに下がるがベッドに躓いて、「きゃっ」と倒れ込んだ。

　カイトが横目でジョーンが倒れたのを確認する。

「ジョーンもジョーンだ。こんな盗人男に惚れるなんて。父親が盗人なら、子供もしかり……だなあ。すっかりジョーンを手なずけて。自らキスを迫るように教育したか？　ああ？」

　じりじりとレオンがカイトとの間合いを詰めてくる。

「お前も父親そっくりだ。誰かの影に隠れないと戦えない。エドワードⅠ世によって、王位につけさせてもらっただけの傀儡の国王の息子だけある。王位継承権があると叫ぶ割には、アルバ国内には来ず、ずっとエドワードⅢ世の影に隠れてヌクヌクと甘えてただけだろ。利用するだけ利用された？　邪険に扱われた？　ふざけるな。馬鹿だろ。己の力で、王位を奪う力も行動する力もない奴が。甘ったれてんじゃねえよ」

「こんのぉ……クソ餓鬼がぁ……」

　怒りの頂点に達したレオンが、長剣を振り上げた。

「陛下っ！」とジョーンが叫ぶが、カイトの横顔が笑っているように見えた。危機感なんて感じてなさそうな勝ち誇った笑みに、ジョーンは目を見張った。

　相手は長剣。カイトは短剣。どう見てもリーチに差がある。カイトはジョーンを守りながらの攻撃になるから不利な点が多いのに。

（どうして笑っていられるの？）

　レオンの剣が振り下ろされると、カイトは天蓋の中にスッと身体を入れた。長剣は勢いよく落ちてくると、ガツッと天蓋の柱に食い込んで刺さった。

　レオンは剣を引き抜こうとするが、奥まで刺さって引っ張ってもすぐに抜けそうにない。

「だから、ゲリラ戦ではハイランドが上なんだよ」

　とカイトが笑い、長い足でレオンの腹に蹴りを入れた。手から剣が離れて、レオンが壁のほうへと後ずさっていく。

「障害物が多い室内で長剣はないだろ。機動力がものを言うんだよ」

　レオンが体勢を立て直して、カイトに反撃しようとすると、背後からジェイミーが抱き着いて動きを封じていた。

「盗人でクソ餓鬼の俺が、お前のすべてをもらう。ジョーンも、王位も……命も、な」

　カイトが短剣をレオンの腹に突き上げるように刺した。レオンは声にならない悲鳴をあげ、膝をつく。息が苦しいのか、口をパクパクさせながら、カイトの足に絡みついた。

「肺に穴が開いて苦しいだろ？　俺も頭にきてんだよ。簡単にあの世にいかせない。苦しめよ」

　カイトが足に絡み付いているレオンを、振り払った。ジェイミーがレオンの首根っこを掴んで無理やり立たせると、ずるずると引きずって歩き出した。

「城は墜ちた。レオン軍を降伏させてきます」

　ジェイミーが腫れた顔で、にこりと笑うとジョーンの部屋を出ていった。

　ジョーンはハッとすると、ベッドから降りて、蹲っているエドワードに駆け寄った。

「兄さま？　兄さま！」

　腹部から血がドクドクと流れ出ているのが見える。ジョーンは「どうしよう」と言いながら、傷口に手を当てる。ジョーンの白い手はあっという間にエドワードの血で真っ赤に染まった。

「ジョーン、大丈夫か？」

　エドワードを挟んで、カイトが膝をつくと顔を覗き込んでくる。温かいカイトの手が、ジョーンの頬に触れた。

「陛下、兄さまの……血がすごいの」

「ジョー、ン、大丈夫だ。これくらい」

　苦しそうに顔を歪めてエドワードが掠れた声をあげる。

「ああ、大丈夫だろ、これくらい」

「陛下っ！　見てください。血が……止まらないんです。兄さまが、死んじゃうぅ」

　カイトは傷口も見ずに答えた。

　ジョーンは涙を零して、カイトを見つめた。ちらっと視線を落とすカイトだが、手当てはしてくれなさそうだった。

「ジョーンは妻だが、エドワードは敵軍の大将だ。このまま死ぬなら、それでかまわない」

「ハイランドの、野蛮人に、手当て、してもらいたいとも、思わない」

　カイトの言葉にエドワードが、睨みつけた。

「そんだけ息巻けるんだから、大丈夫だな」

　カイトがフッと笑う。

「陛下、助けて。お願い……兄さまが……」

　ジョーンの言葉に、ふうっとカイトが息をつく。短剣でエドワードの服を裂くと、傷口に触れた。傷口の状態を見たカイトが「縫うほどじゃない」と呟いた。

　カイトが自分の着ているシャツの裾を破く。

「マクギルっ！　いるか？」

　とカイトが大声をあげると、ドアの向こうから呼び出された本人が入ってきた。

「酒を出せ」

　腰についている水筒をマクギルがカイトに手渡した。カイトは受け取ると、蓋を開けて傷口にかけた。

「ああああっ」とエドワードが大声を上げる。

　カイトは破ったシャツの裾で、血とアルコールを拭き取り、傷口を綺麗にした。

「カイト様、こちらを」

　と、スッと塗り薬を渡すマクギルに、カイトは渡された瓶の蓋を開けた。

「陛下、これは？」

　ジョーンは、小瓶の中に入っている緑色のドロドロしたものを見やった。

「血止め薬だ。エドワードの傷は深くない。これを塗って、傷口を締め付けておけば、平気だ……ったく、長剣の切っ先が腹にかすっただけで、倒れ込むとは。傷一つない綺麗な身体だからな。痛みには弱そうだ」

　カイトが呆れたように声をあげ、指につけて血止め薬を傷口に塗と布ふしていった。

　スッとジョーンの目の端で動くものがあり、視線を動かした。治療してくれているカイトの首に、エドワードがナイフを突きつけようとしていた。

「ちょ……」

　やめて、とジョーンが口を開こうとすると、カイトが「確かに、殺すなら今がチャンスだな」とニヤッと笑った。

「兄さま、やめて！　陛下は兄さまを助けてくれてるのに」

「だ、そうだ。一生、可愛い妹に憎まれて過ごすか。殺すのを止めて、ジョーンに喜ばれて過ごすかは、エドワード次第だな」

　カイトの眉がくいっとあがって、「どうする？」と言わんばかりの表情になった。

（陛下はどうして落ち着いていられるの？　兄さまのナイフが首にあるのに）

　視線を動かすと、マクギルが厳しい顔をしてエドワードの喉元に短剣を突きつけていた。カイトは信頼しているんだ。家臣を。何があろうとも守ってくれるとわかっている。

「兄さま、陛下を刺す前に私を刺してください」

　エドワードの腕をとると、ジョーンは自らの胸に刃先が向くように動かした。

「陛下を殺すつもりなら、私も一緒に。私は陛下を愛しています。陛下以外の男性とこの先、添い遂げるつもりはありません。陛下がここで死ぬのなら、私も殺してください。兄さまの手で」

　ジョーンはエドワードをまっすぐに見つめた。

　エドワードは諦めて、フッと笑うと、ナイフを持った手をだらりと下に落とした。臨戦態勢に入っていたマクギルも、力を抜いて短剣をしまう。

「ジョーンの涙と怒りには弱いな、お互い」

　カイトがクスクスと肩を震わせて笑う。

「素直で可愛い女の子だったのに……すっかり変わってしまった。お前のせいだ、カイトⅣ世」

「女は結婚すると変わるらしい。親父が言ってた」

「だから貴様のせいだろうが」

　エドワードがムッとして、カイトを睨み上げた。

「確かに俺のせいだな」

　とカイトが納得して頷き、ジョーンに笑いかけた。






　第十章






　チュ、チュッとジョーンがカイトの舌を吸い上げるたび、水音が室内に響いた。

　カイトの首に手を回し、ベッドの上で膝立ちして、ジョーンはキスを何度も強請る。
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「ちょ……待て待て、待てって」

「嫌です、離れませんっと言ったばかりです」

　カイトが唇を離して、ジョーンの細い二の腕を掴むが、勢いは止まない。むしろひどくなっているようだった。彼は眉尻をさげ、困った顔で諭す。

　カイトのベッドの上で、キスをさらに強請る。

　ジョーンの寝室はレオンとの惨劇でひどい状態だ。メイドが綺麗にしても嫌な思いがよみがえるだろうと気遣ってくれて、カイトの部屋に連れて行ってもらった。結婚して初めて、カイトの部屋に足を踏み入れた。そこは彼の匂いに包まれていて、より一層彼を感じられた。

「それは聞いたが……戦の後始末があると説明もしただろ」

「兄さまがやっといてくれます。私は今、陛下と一緒に過ごしたい」

（どうしたら……一緒に、いられる？　キスだけじゃ……兄さまのところへ行ってしまうわ）

　ジョーンは再度、カイトに抱き着くと口づけする。唇に吸い付き、舌で口内を掻きまわす。

　キスを終えると、ジョーンはカイトから貰ったタータンを肩から外してベッドに落とした。中途半端に外れている胸元の紐を取り、胸を表に出した。

　カイトが諦めたように小さく息を吐くと、ジョーンを優しくベッドに押し倒した。

「とうとう男を誘うようになるとは……な。どこで覚えてくるんだか」

　呆れたように笑い、カイトがジョーンの胸にかぶりついた。

「あっ……あ、んぅ」

　甘い声を漏らすジョーンを愉しむように、カイトは口の中で突起を転がす。舌先が触れるたび、甘い痺れがジョーンの身体を包んだ。

「陛下……もっと……」

「ジョーン、俺はもう『陛下』じゃない。『カイト』と呼んでくれ」

「カイト様……ああっ」

　反対の乳首をカイトが指で抓んだ。すぐに硬く立ち上がるのが、ジョーンにもわかる。下腹部もじんわりと熱を持ち、濡れてくる。

　カイトに触れられていると思うだけで、身体が反応してしまう。

「ジョーン、あいつに叩かれたのか？」

「え？」

　顔をあげたカイトが、ジョーンの頬に手を触れた。

「赤く熱を持っているから。目も腫れてる……」

「大丈夫です。抵抗したら、不機嫌になったみたいで。カイト様こそ。お怪我ありませんでしたか？」

「ああ、怪我はない」

「本当に？」

　ジョーンの手がカイトの上着を掴んだ。たとえ怪我をしても、カイトならしていないと嘘を平気でつきそうだ。ジョーンは口をへの字に曲げ、ジッと見やった。

「見るか？」

　返答を待たず、カイトは上着を脱いだ。裸の上半身がジョーンの視界に入る。

　見慣れた過去の傷痕以外、新しい傷はなさそうだった。胸や腹、腕に細い指で撫でるように触れて、触覚でも確認する。

　カイトはくすぐったいようで時折、声を漏らしていた。胸の筋肉が、ひくひくと上下に揺れている。ジョーンは面白くなって、さらに腹部の傷痕を指でなぞる。

「傷、なかった、だろ？」

　カイトの呼吸が乱れていた。ジョーンの指に感じているようだ。吐息が色っぽくて、知らず知らずのうちに身体に快感が走る。

「カイト様の声、ずるい」

「ずるい？　ずるいのはジョーンのほうだ。ジョーンの『お願い』には抵抗できない」

　ジョーンは身体を起こすと、カイトに軽いキスをした。

「私、もう少しでカイト様に不名誉な傷を負わせてしまうところでした。兄さまが庇ってくれなかったら……」

　レオンに切っ先を向けられ、カイトに抱きしめられて守ってもらったシーンを思い出すと、目を伏せた。

「エドワードが庇わなくても、刺されなかったさ。たとえ傷を負っても、不名誉じゃない」

「でも背中は……不名誉だと」

「言った。だが、ジョーンを守れたのなら、不名誉だろうがなんだろうが構わない。俺がいるところでジョーンが傷つくほうが、不名誉だ」

　カイトがにっこりと笑って、ジョーンの赤い髪に指をくるっと絡ませる。

「それ」とジョーンが言うと、カイトが小首を傾げた。

「嫌か？　髪を触られるの？」

「好きです。指を絡めて、楽しそうに笑いながらクルクルってされるのが好き」

　レオンには嫌なものを見るような目で見られ、赤い髪を引っ張られてベッドに押さえつけられた。ハイランドの混血を汚らわしいとしたあの顔は悲しくて、辛いだけだった。

　一時は将来の夫になるかもしれないと思っていたからこそ、憎しみと嫌悪の対象として見られたときは、苦しみしかなかった。

「私、少しわかった気がします」

　ジョーンは顔をあげると、笑顔になった。

「ん？　なにが？」

「ロジャーが処刑になって、母さまが幽閉になったときは……私は母さまが生きてる事実に喜びました。カイト様は、一緒に逝ったほうがよかったかもしれないって言ったのを、私は理解できなかった。でも、今ならわかります。カイト様と離れて、生きるなんて嫌です。離れるくらいならいっそ……って思いました。母さまもきっとロジャーと……」

「ジョーン、エリザベス王太后は強い人だ。俺も一緒に居られないのなら、いっそ……と思ってた。死ぬに死ねない王太后は不幸で辛い人生だと。今は、死なずに生き続けようとするエリザベス王太后の姿は素晴らしいと尊敬してる。エドワードに結婚を無効だと宣言され、このまま戦っても死ぬだけ。華々しくエドワードに挑んで死ぬのがいい、とさえ思ってた。でも、生き続けてジョーンの幸せを遠くから見守るのもアリだと思った。例え一緒になれなくとも、会えなくとも。ジョーンがどこかで生きている。辛いときは、俺のできることを遠くからしてあげられたらって。そういう人生を選んで、子供たちを必死に守ってきたエリザベス王太后は強くて素晴らしい人だと思う」

「カイト様……一緒に居られないのは嫌です」

「俺もだ」

　ジョーン、とカイトに名前を呼ばれ、両頬を優しく包まれてから口付けをした。お互いを求め合う熱くて激しいキスに、ジョーンの息が荒くなっていく。キスをしながらベッドに倒れ込んだ。

「ジョーン、俺の傍にずっと居てくれ」

「カイト様こそ、私の傍から離れないでくださいね」

　二人で目を合わせて、笑い合った。

（カイト様のお傍に居たい。離れたくない）

　ジョーンの胸をカイトの手が覆う。柔らかく温かい膨らみを揉み込み、指先が先端へと向かっていく。すでに固く突起した先端は敏感にカイトの指に反応する。軽く弾かれただけでも、びりっと快楽が全身を駆け抜けていく。

「やっ……あぁ」

「気持ちいいのか？　じゃあ、こちらはどうだろう」

　腰が浮くのを見計らい、カイトにスカートの裾を捲り上げられた。太ももをすーっと撫で上げられ、足を広げさせられる。すでにドロワーズを身に着けていないジョーンは、なんの抵抗もないまま、秘処をカイトの目の前に披露していた。

「凄い……ドロドロじゃないか」

「そんなの……っ、カイト様のせいです」

　ジョーンは頬が真っ赤になるのを感じた。熱くて、顔が炎に包まれたようだ。下腹部が濡れているのはわかっていたけれど、改めて口にされると恥ずかしかった。

「太ももまで濡れてる」

「……言わないでっ」

　クスっと笑う声が消えると、太ももを舐められた。

「ひゃ……あっ」

「甘いな、ジョーンの蜜は」

　愛蜜で濡れた箇所を舐めあげるカイトに、くすぐったさと快感で、どうしてか腰が揺れていた。ゆっくりと、段階を踏むように舌が少しずつ秘処へと近づいていく。

「さあ、メインディッシュだ」

　秘処に辿り着くと、濡れた膣口ではなく、指で剥き出された真珠を舌は捉えた。舌先で転がされると、火が弾けるように身体が熱くなる。チュッと吸い上げられてしまえば頭が一瞬、真っ白になりそうになる。

「あ……やめっ。それ……ああ」

「ここが、気持ちいいのか」

　ジョーンの全身がビクッと跳ね上がる。

　嬌声が一段と大きくなって、膣の奥がざわついた。

　確認するカイトは、さらに強く吸い上げる。ジュルっと愛液も吸い込む音がいやらしく、羞恥に耳まで犯されていく。

「ああっ、だめ……きちゃうから……ぁっ」

　子宮の入り口がヒクヒクするとジョーンの背が反り返り、足先はピンっと伸びていた。

　しがみつこうとして彷徨わせる手は、股に埋める金髪を掴む。

「いいよ、達したいんだろう……イッてしまえ」

　そう言って思いきり蜜粒を吸い上げられた瞬間、視界が明滅した。

「やあああっ……んんっ、ああ、イッくぅ」

　痙攣する身体に目の前が真っ白になり、お腹の奥の疼きが満たされていく。筋肉が収縮し、ジョーンはカイトの髪を掴む手をベッドに落とす。

　全身に気怠い疲労感が広がるが、まだ満足してない。

「中からさらに溢れてきたな」

　蜜壺から溢れてきた愛液を、カイトが吸い上げた。

「ああ……舐め、ないでぇ」

「ジョーンの甘い蜜が溢れているのに」

「言わないで。恥ずかしい……んぅ、から」

「可愛いよ、ジョーン。もっと感じていい。乱れていい」

「やっ、無理ぃ……ひっ、ああ！」

　首を振るジョーンに失笑し、カイトは蜜壺に指を突き刺す。

　一度、頂点を味わった身体はどこもかしこも敏感だ。とくに蜜壺の中は熱くてトロトロで、彼の指の刺激だけで身体がどうにかなってしまいそうなほどに蕩けてしまっている。

　奥まで入った指が、中で少しだけ曲がる。

「あっ、そこは……」

「そこは？　なに？」

「だめ……ぁ、やぁっ」

　ふるふると激しく頭を振って、尋ねるカイトの言葉を耳に入れない。

「なんで？」

「出ちゃうから。アレが……だから……」

「何が出るんだ？」

　カイトが身体を起こして、耳元で囁いてくる。

（ずるい！　耳元で言うのは弱いって知ってるのに）

　カイトの手が上下に動き、お腹の奥を押すように刺激してきた。ゆっくりと、確実に捉えてジョーンを高みへと誘っていく。

「やだぁ。やめてぇ。ベッドを汚しちゃうから。あ、ああ……やっ、くるっ。ダメ、抜いてっ。お願いっ。ああああっんぅ」

　びゅ、びゅっと勢いよく潮を吹きだした。快感の頂点へと昇っていく痙攣とはまた違う快感がジョーンを襲う。大きな痙攣はないが、カイトの指が弱い箇所に当たるたび、ビクッと身体が跳ね上がって潮が噴き出た。

「もう……抜いて、お願いっ」

　出続ける潮に、カイトの手が早さを増していった。膣の奥が再び、ジンジンとしてくるのがわかる。二度目の絶頂がすぐに訪れる。

「あ、イッちゃうから。カイト様、やめっ。また、イッちゃう」

「ジョーン」と囁いてから、ジョーンの耳たぶを甘噛みしてきた。

「ああっ、ずるっ。耳元が……弱いって知ってて……ああぁんぅ！」

　何かを吸い上げるようにジョーンの肉筒が収縮した。何度も最奥が収斂したあとに、バシャッと今までにない量の潮が飛び出した。

「え？　すごいな」

「だからやめてって言ったのに……っ」

　嬉しそうに笑うカイトに、ジョーンは羞恥に頬を染める。

　ドレスもベッドも、カイトの腕も、潮でびちょびちょに濡れてしまった。自分の意志で調節できない水分量に、ジョーンは恥ずかしくて居たたまれなくなる。

「顔が真っ赤だな。可愛い」

　カイトが笑い、額にキスを落とした。

「恥ずかしいんです……こんなの」

「恥ずかしがることじゃない。愛し合っているだけだ。ジョーンがよがる姿は可愛くて、ずっと見ていたい。嫌がることもしたくなるが……な」

「カイト様っ！」

「本当に嫌なことはしてないだろ？」

　カイトが片眉をあげて、横目で見てくる。

「そうですけど」と不満げに口を尖らせるジョーンは、ふくれっ面になってそっぽを向く。

（『絶対に嫌』ってわけじゃないけど。潮を吹くのは……恥ずかしくて嫌なのに）

　段々と昂る感情に、ジョーンはカイトの上に跨った。

　今度は自分の番だとばかりに、にっこりと笑ってズボンを張り上げる彼の屹立を股に挟み込む。

「ほう？　何をすると？」

　カイトがすごく楽しそうな表情になった。上にいるジョーンのお腹や胸の肌の上を、指先ですぅっと撫で上げる。

「カイト様が恥ずかしくなることをします。そしたら、私の気持ちがわかるはずですから」

　ジョーンはカイトの首筋に唇を添わせた。チュッと音を立てて吸い付くと、首筋に赤い徴をつけていく。新しい徴を残してから、ジョーンは胸とお腹にもキスを落としていく。

　ジョーンの唇が肌に触れると、カイトの熱い吐息が漏れた。視線をあげると、頬を赤らめた妖艶な彼の姿が映る。

（やだっ、どうしよ。奥が疼く）

　カイトの色気のある表情は、ジョーンの身体に熱を持たせた。我慢ができそうにない。カイトが欲しい。繋がりたい。

　キスするのを止め、ジョーンはズボンを押し上げる股下のカイトの熱に触れた。ズボン越しなのに、熱と固さは変わらず伝わってくる。

「今夜は私が……してあげます」

　ジョーンはカイトのズボンに手をかけると、ゆっくりと脱がした。

「ジョーン、何を……する、つもりだ？」

「カイト様が恥ずかしくなることをしようと思ってたのですが……ちょっといろいろと、辛くなってしまって」

　ジョーンは視線を逸らした。

（恥ずかしすぎる）

　顔から炎が出るんじゃないかってくらい顔が熱く火照る。

「辛い？」

「その……カイト様の顔を見たら……繋がりたいって思ってしまって」

　カイトがプッと吹き出すと、くくくっと肩を震わせて失笑し始めた。

「笑いごとじゃありません！　ずるいんです。その顔も、吐息も、声も……カイト様の全部が！　私をおかしくするんです」

「俺もジョーンがずるいって思うよ。髪も、顔も、身体も、声も。息遣いさえも、俺を捕らえて離さないんだから。ジョーンの『お願い』は受け入れてしまう。ずる過ぎるよ、ジョーンは」

　カイトが上半身を起こすと、ジョーンの唇に噛みついた。チュッと音をたてて吸い上げると、舌先を絡めてくる。

「ジョーン、ドレスを脱いで。せっかくジョーンが上になるなら、裸がいい」

「え？」

「だってドレスを着てたら、繋がってるところが見えないだろ？」

　カイトの言葉にジョーンの目が丸くなった。

「つなっ……え？　あ……それは……」

「ほら、脱いで」

　とドレスにカイトは指をかけた。耳まで真っ赤になって、ベッドから飛び出すと、ジョーンは睨むように寂しそうにする愛しい男を見つめる。

「脱がさせてくれないのか？」

「いいんです。こういうのは、自分で……」

　ジョーンは部屋の隅に行くと、衝立の奥に隠れた。夜着とは違う。さっと脱いで、次に参りましょう、ってわけにはいかない。

　ドレスを脱ぐと、ジョーンはコルセット姿になる。

（しまった！　後ろだ……一人じゃ脱げない）

　どうしよう、とジョーンは衝立の中でうろうろする。やっぱり脱げませんでした、とカイトの元に戻るのも恰好悪い。だからといって、ここから使用人を呼ぶのも、カイトに一人で脱げなかったと知られてしまう。

「そんなことだろうと思った」

　突然、背後から抱きしめられ、ジョーンは目を見開いた。

「コルセット、脱げなくて困ってるんだろ？」

「……はい」

　素直に答えると、カイトがコルセットの紐を解いてくれた。きつく締め付けられていたコルセットが外れ、裾が太ももまである絹のシャツ一枚になる。

「ジョーン」

　カイトに優しく名前を呼ばれると、髪の毛を右側に寄せられる。露わになったうなじに、口づけをされた。

「んっ」とくすぐったくて、ジョーンは声が漏れる。

「さあ、おいで」

　カイトに手を握られ、シャツ一枚の姿でジョーンはベッドに戻った。先にベッドにあがる彼に続くと、優しくシャツを脱がされた。

「あの……上じゃなくても」

「どうして？」

「さっきは勢いというか、流れで上になっただけなので。今だと、恥ずかしくて」

　先に横になるカイトは手を伸ばす。両手を繋いで、彼の上に跨るジョーンは、視線を合わせることができずに焦点を彷徨わせる。裸で跨るなんて、やっぱり恥ずかしくてたまらない。

　しかし、甘えるようにカイトが囁く。

「俺がそうしてほしいんだ」

「カイト様が……？」

　頷き返す彼に、ジョーンは胸が高鳴った。

（……カイト様が、望むなら）

　腰を浮かすと、誘導するようにくびれに手を沿えて、カイトが誘導してくれた。熱杭を膣口にあて、炙るような快感にびくっと反応する身体を押さえて腰を落としていく。

「ゆっくりでいい」

「んんぅ……はっ、カイト様ぁ」

　肉壁が開き、カイトの熱を呑み込んでいく。

「熱い……カイト様のが」

「ジョーンの中も熱いけど？」

　カイトの顔が苦しそうになる。吐息が漏れ、頬が紅潮していく様が見てとれた。時間をかけてジョーンは奥まで挿入すると、カイトと再び手を繋ぎ合った。

　繋がっている。カイトと今、繋がっているんだ。三日間、離れていて苦しかった日々が遠くに感じられるくらい、今はカイトと密着し充実している。

「ジョーン、動くからな」

　と言うが早いか、腰を突き上げられた。

「ああっん。やぁ……まだ動いちゃ……」

「中が気持ちよすぎるんだ」

「くるしっ……んぅ、あっ」

　最奥までカイトの熱杭がジョーンの中を支配している。突き上げられると、ジョーンの弱いところに当たって身体の芯から快楽が吹きあがってくるように身震いしてしまう。

「締め付けが……ジョーン、少し緩めて、くれっ」

　カイトの声は苦しそうだった。息も少し荒い。

（緩めるってどうやって？）

「できなっ……無理っ」

「あ……くっ」

　声を漏らして、今まで以上の突き上げをするカイトは、突然動きを止めた。

　噴出する白濁が、弱いところを突いてくる。じわじわと刺激されると、身体の奥がジンジンとしてきた。

「ちょ……ああ、どうしよ。くるっ、きちゃう」

　ジョーンはカイトよりやや遅れて、目の前が真っ白になった。腰が前後に大きく揺れると、カイトの液を搾り取るように肉筒が収縮を繰り返した。

「カイト様、まだ……でももう、上は嫌です」

「なら、お互いに座ったまま、抱き合おうか」

　カイトが起き上がった。中の熱が治まってないうちに動いたせいで、ジョーンの身体がビクビクと快感で大きく跳ねる。

　繋がったまま、向かい合う。カイトの熱がより近くに感じられる。吐息も体温も、伝わってきた。カイトの首に腕を回すと、彼の手が腰に触れる。

「ジョーン、キスをしよう。好きな人同士でするキスだ」

　どちらからともなく唇を重ね、舌を絡め、熱い吐息を混ぜ合う。

　それに合わせ、カイトの腰が動いた。穏やかな律動から、少しずつ激しくなっていく。肌と肌がぶつかり合う音と、舌を絡め合う水音が重なる。

「ん、ん、んぅ……あ、ああっ、好きです、カイト様……好き」

　ジョーンは再び襲う快感の大波を前に、ぎゅうっとカイトにしがみつくように抱き着いた。
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「ジョーン、愛してる」

　絶頂が近いのか、抽送を速めるカイトは、奥まで突き上げると同時に唇を奪っていった。

（もう離れない。ずっとカイト様のお傍に……）





　　　　◇◇◇






「いつまで待たせるんだ。ジョーンをお前の部屋に送っていくだけに何時間かけてんだよ」

　大広間のテーブルに肘をついて、ふくれっ面のエドワードがカイトを睨みつけてきた。

「レオンとのことでショックを受けていたから、寝付くまで傍にいただけだ。泣きじゃくるジョーンを一人置いて、部屋を出るなんてできない」

　カイトはさらりと見え透いた嘘を吐き出す。

「……にしては、随分と服が乱れてるな。新しい首の痣も増えてるし」

　エドワードにはバレバレの嘘だと気づかれているようだ。ジョーンと抱き合ってから、大広間に顔を出しに来たとすっかり理解しているようだった。

「状況は？」

「無視かよ」

「詳しく話して、機嫌がさらに悪化するのがオチだろ」

「まあ……そうとも言うな」

　ぷいっとエドワードがそっぽを向いた。

「で、ジョーンは寝たのか？」

「ああ。眠った。城の現状はどうなっている？」

　カイトはエドワードの向かい側の席に座ると、足を組んだ。

「城内の争いは一切ない。レオンの首を斬り、晒した。レオンの軍はすぐに降伏した。ウエールズの貴族も同様だ。城門を開け、カイトの軍と俺の軍を城内に入れて、今夜はもう休ませた」

「あとは俺たちの話し合いだけ、か」

「待ちくたびれたから、全てやっといてやった」

「感謝する」

　カイトはエドワードに軽く頭をさげた。

　本来ならば、カイトとエドワードでやらなければいけない事後処理だった。

「どうせジョーンに泣きつかれたんだろ。隠し通路から出た時のジョーンの姿を見ていればわかる。相当、お前に甘えてる」

「愛しい女性だ」

「当たり前だ。俺の妹なんだから」

　お互いに目を合わせると、鼻で笑い合った。

「俺は当初の約束通りで構わない。ウエールズ城はブルタニア側の所有物でいい。ジョーンとの結婚を認め、妻として俺の元にくるのなら、アルバ王国に戻る」

　カイトの言葉に、エドワードが深くうなずく。

「条件を呑む。ジョーンはカイトⅣ世の妻だ。認めよう」

　カイトは笑顔で立ち上がると、手を出した。エドワードは握り返す。

「アルバは今の領土で満足をしている。拡大は考えてない」

「俺もだ。アルバ王国とは同盟国として仲良くやっていきたい……が、ジョーンを泣かしたら話は別だ。血祭りにあげて、貴様を殺してやる」

　エドワードがキッと睨みつけてから、すぐに表情をかえて笑顔に戻した。

「肝に銘じておく。それと一つお願いがある。ジョーンがエリザベス王太后に会いたいと言ったら、会わせてやってくれ」

「わかった」

「ジョーンが喜ぶ」

　カイトとエドワードは互いに目を合わせ、頷き合うと手を離した。カイトはエドワードよりも先に大広間を後にした。廊下を歩きながら、後頭部を掻くとホッと小さく息をついた。

（やっと……終わった。長い戦生活から解放される）

　十歳で住んでいた城を追われ、逃亡生活を経て、ゲリラ戦にてブルタニアから領地を奪ってきた。

「ウエールズ王として、ブルタニア国との戦で敗戦。王位を奪われ、なくなく父の元へ逃げ帰るヘタレ王太子という名が一生、付いて回るのはお覚悟の上でアルバにおかえりください」

　スッと暗闇から姿を現したジェイミーが、意味ありげな笑みを浮かべた。

「敵軍の姫君と恋に落ちて、追いかけて戦して敗戦……親父に泣きついて援軍を出してもらうヘタレ王太子よりはマシだろ」

　カイトが苦笑して肩を竦めた。

「僕だったらどっちも嫌だけどなあ」

　とマクギルがジェイミーの横に並ぶと、首を振った。

　カイトは、「生きていれば、何でもいい」と笑い声をあげた。生きてさえいえれば、何度でも立ち上がれる。何度でも挑戦できる。やり直せる。幼いころにカイトⅢ世が繰り返し言っていた。

「ジョーンと余生を楽しめればいい」

「ったく。若者のくせに。アルバに戻ったら、アルバ王国の次期後継者として今まで以上に厳しく指導します」

　ジェイミーが楽しそうに笑うと、じろっとカイトを睨む。カイトは「げっ」と声をあげた。

「そういえば……ジョーン様が目を覚ましてカイト様がどこに行ったのかって……」

　マクギルが「僕はそれを伝えに来たんですけど」と間延びした声を出す。

「先にそれを言え！」

　とカイトはマクギルの脳天を叩いた。

「ああ、もう……先に行くぞ」

「行き先も言わず、抱き潰すだけ抱いて、気絶した隙にこっそりと部屋を出るからだ」

「仕方ないだろ！　起こして伝えて、もし離れたくないって涙目で言われてみろ……動けなくなる」

　反論すると、ジェイミーは先が思いやられると言わんばかりの呆れ顔をした。

（まったく……朝までぐっすり寝ていてもらう予定だったのに）

　カイトは廊下を走り出した。

　ジョーンを不安にさせたくない。ずっと笑顔で居てほしい。隣で笑っていてもらうためには、自分が今できる最善を尽くしていくしかない。






　エピローグ






「兄さまっ、カイト様」

　ジョーンは手を振ると、ロドン塔の緑豊かな庭を走り出した。

「ちょ……走るなっ」

　と木陰で休んでいたエドワードが椅子から立ち上がると、ジョーンへと近づいていった。庭園にテーブルを置き、エドワードはワインを昼間から嗜んでいる。

「大丈夫です」

　心配で肩を抱くエドワードに、ジョーンは満面の笑みを浮かべる。屈託のない笑みに、エドワードが困った顔をして、カイトを睨みつけた。

「貴様のせいで、すっかりジョーンは……」

　野蛮になった……と言いたいのだろう。

（兄さまはすぐに、野蛮とカイト様を結び付けたがる！）

「俺が止めても走るぞ？」

　カイトがしれっと言い放つ。木の幹に寄りかかっていた彼は背筋を正すと、ジョーンに寄り添った。にっこりと微笑んで、ジョーンはカイトに抱き着く。

「もう、いいのか？」

　はい、とジョーンはカイトの胸に顔を埋めながら頷いた。

「お母様と話ができました。兄さまとカイト様の同盟、とても喜んでました」

　ジョーンはエドワードとカイトの目を見てから笑顔を見せた。

（この二人のお姿を、ロジャーにも見せたかった……とお母様が仰ったことは黙ってよう）

　ジョーンは一瞬、目を伏せるとすぐに顔をあげた。

「あと、カイト様のお子を宿したことも話しました」

「その腹をみれば、わかるだろ」

　不機嫌な声をあげるエドワードは、妊娠については嬉しくなさそうだった。彼にとってはかわいい妹の子だというのに──愛でる対象でないはずがないと思うのだが、もしかしたら、子供の顔を見れば心変わりするかもしれない。

　ドレスを着ていてもわかるツンっと突き出したお腹を撫で、ジョーンは口を曲げた。

「兄さまは、私の子が可愛くないのかしら？」

　ジョーンは両手を腰にあて、頬を膨らませた。

「可愛いだろうよ。わかってる。ただ父親があいつかと思うと……」

　エドワードが顎先で、カイトをさした。

「俺以外が父親だったほうが大問題だが？」

「大丈夫です。正真正銘、カイト様の子供です。足癖の悪い男の子のはずです。お腹を蹴る力がすごいんだから。くっきりと足跡がわかるくらい押してくるんですよ」

「それは間違いなくカイトの子だな」

　ぎろっとエドワードがカイトを睨んだ。

「子供の蹴りにまで俺に文句を言うなよ。さ、ジョーン、行くぞ」

「え？　もう……ですか？」

　ジョーンは物足りなさそうな表情をした。

「今日中にアルバに戻るんだろ？」

　ジョーンは返事をすると、カイトの腕に絡み付いた。

「兄さま、お母様に会えるように手筈を整えてくださってありがとうございました。兄さまと母さまにカイト様との結婚を許してもらえて、ジョーンは幸せです」

「あ……ああ。そう、だろうな」

　エドワードは赤い顔をして、曖昧な返事をしていた。

（わかってます。兄さまはいまだに、カイト様との結婚を祝福してないのは）

　それでも、カイトとの生活は幸せに満ちている。エドワードにいい顔をされなくても、祝福されなくても。カイトと一生を添い遂げると決めたのだ。

　ジョーンはエドワードに別れの挨拶を告げると、馬車に向かって歩き出した。隣にはカイトが一緒に歩いてくれる。馬車では、マクギルとジェイミーが待っていてくれている。

「ジョーン、王太后との話で、同盟だけが喜んでいた理由じゃないんだろ？」

「え？」

　カイトがにっこりとほほ笑んだ。

「エドワードには言えない内容だったのか？」

「カイト様はずるい！　隠し事ができないんだもの」

「顔を一瞬でも暗くするからだ。言いたそうにして、でも言葉を呑み込んだように見えた」

　なんでもお見通しの彼に、ジョーンは呑み込んだ言葉を吐露する。

「お母様が、今の兄さまの姿をロジャーに見てほしかったって泣いたから……。ウエールズ国を奪還して帰ってきた兄さまは、お母様とロジャーが夢見てたような想像通りの王になったって話してたの。これもカイト様のおかげだって。ロジャーがカイト様なら絶対に、兄さまをよき王に導いてくれるはずだって熱弁してたらしいの」

「ロジャーめ。俺の知らないところで」

「私、凄く誇らしかったんだよ？　カイト様はブルタニア王国の救世主なんだから」

　カイトが嬉しそうに顔を緩ませた。ジョーンはカイトの肩に頭を乗せて甘える。

「絶対にエドワードに言うなよ。殺される」

「言わない。カイト様を失いたくないもの」

（カイト様と結婚できて、私は誰よりも幸せ者）

　ジョーンがロドン塔での幽閉生活になってしまったことを、エリザベスは謝っていた。赤毛でエメラルド色の瞳で産んでしまったことを後悔していたみたいだった。

　エドワードのように、エリザベスの容姿を受け継いで生まれていれば……ロドン塔での生活じゃなかったかもしれないと。王城で自由に暮らせていたかもしれない。

（でもね、この容姿だったから私はカイト様と出会えた）

　カイトと愛し合えた。

「カイト様、愛してます」

「ああ。俺もだ、ジョーン」

　ジョーンはカイトと目を合わせると、唇を重ね合わせた。





―了―
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　あとがき






　初めまして。こんにちは。ひなた翠すいです。

　今作『国盗り譚～若き獅子王との結婚～』を最後まで読んでくださり、ありがとうございます。

　人生初の電子書籍です。初めての作品に、大好きな要素を盛りだくさん入れられた物語になり、とても嬉しいです。書くのがとても楽しかったです。

　スコットランドが大好きで、タータンやハイランド人、ローランド人を設定に入れられたのが、物凄く嬉しい。種族で考え方が違うがゆえに出る嫌悪や争いの火種を描けて幸せです。

　政略結婚でも二つの人生を描けました。一つは愛のない政略結婚で、愛人の子を産み、必死に守り育て上げたヒロインの母・エリザベス。もう一つは本作の主人公である政略結婚で恋をして愛されたジョーン。二人の人生の差を描けたのも楽しかったです。

　カイトⅣ世とレオンの差も面白い。同じアルバ王国の王位継承権があるのに、天と地の差があった。十歳から戦って、戦って、戦い抜いてウエールズの国王にまで上り詰めたカイトⅣ世に対し、ブルタニア王国の王族に媚びへつらってぬくぬくと過ごしてきたレオン。ジョーンを巡って逆境に陥ったときの二人の言動の差を描けたのも楽しみの一つでした。

　最後に、手にしてくださった読者さま、無知な私に優しく教えて導いてくださった編集さま、関係各社さま、素敵で綺麗で萌える挿絵と表紙を描いてくださった夜や咲ざきこん先生。

　ありがとうございます。皆さまのおかげで、こうして夢であるイラスト付きの小説が電子書籍になります。本当に感謝申し上げます。

　またお目にかかれる日まで。




二〇一九年六月吉日


ひなた翠








トパーズノベルス

同時配信二〇一九年六月二八日配信予定
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砂漠の王と淫らな拘束に溺れる人身御供の姫君


【書下ろし・イラスト三枚入り】







　著作：赤城まや

　イラスト：小路龍流







　「何も身につけていない時が、お前は一番美しい。気に入った。これからお前はずっと、俺のものだ」







　　イリリアの侯爵令嬢フランチェスカは、砂漠の国タルスクの新国王アシュラフに性奴隷として全裸で送り込まれる。濃密な愛撫と淫らな行為に身も心もとろかされながらも、凜とした彼女にアシュラフも魅了されていくが……!?
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狼王子と生贄の身代わり花嫁


【書下ろし・イラスト八枚入り】







　著作：御子柴くれは

　イラスト：花綵いおり







　狼王子に囚われ快楽に堕とされるリリー。三角関係勃発？　やがてくる究極の選択とは？







　　リリーは国で忌み嫌われる双子として生まれたが、幼馴染みとの結婚が決まっていた。しかし姉のローズが王家に入ることを拒否したため、陰で「狼王子」と揶揄されるフィリップの元に生贄として嫁ぐことになり……!?








トパーズノベルス

近日配信二〇一九年七月二六日配信予定







元カレ社長と秘密の契約結婚（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：沙布らぶ　　イラスト：夜咲こん







　再会初日に契約結婚!?　元カレは、大企業の社長になっていて──







　　　ある事情で会社を辞めた満みつ井い杏きょう香かは、再会した元カレの時任ときとう貴たか順のぶと「結婚」をすることになった。だが、その結婚はワケありで、実は籍も入れていない。ストーカーに追われる杏香に手を差し伸べてくれた貴順は、絶えず杏香に愛を囁くが……。








ヤンデレ夫の献身愛（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：蘭　蒼史







　「気持ちよくなってるんだ。もっと素直になれよ。俺だと素直になれないのか？」




　　　毎日のように夫の神じん宮ぐう寺じ吉き良らと、朝も夜も求め合う関係に満足する明日香あすかは、その裏で彼が行う日々の撮影や録音に辟易していた。五年前の事故をきっかけに極まる愛情行動は、いずれ周囲への嫉妬や束縛へ変化して……!?







トパーズノベルス

国盗り譚～若き獅子王との結婚～
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